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    　　　プロローグ


    



    　急にこんなところに呼び出されたりして、戸惑ってるかなー？


    　べつに果たし合い。殴なぐり合い。親の仇かたきだ、いざジンジョーにショーブ。なんてことじゃないから安心してね。


    　んん？　そんなことはわかってる？


    　本当かな？　どうかな？　噓うそじゃないかな？


    　じゃああたしが今から言おうとしていること、当ててみてくれる？


    　見事正解したら、そうだね。これからしようと思っていること、ダブルでお見舞いしてあげようか。なんならいっそのことトリプルでもいいぞー。


    　あれれ？　なにも言ってこないな。


    　ま、思っていても口に出すのは恥ずかしいもんだよねー。


    　その気持ちはわからなくはないよ。もっとも、あたしはわりとなんでもかんでも言っちゃう性格だけどー。


    　でも、たぶん君の予想通りで間違いないと思うよ。ゲームで言うところのフラグはバンバン立ってるし、仮にフライングしたって大丈夫。ブーイングなんてしないから。


    　おやおや。それでもまだなにも言わないかー。慎しん重ちようだね。臆おく病びようとも言うけど。


    　でも、謙けん虚きよな人は嫌いじゃないよ。そのモジモジしているところも悪くないなー。


    　と、まあ、こんな感じでいつまでも焦じらし続けるのも悪くはないけどね。そろそろ言おうか、いわゆる本題を。


    　今日の昼間に言ったこと、覚えてるかなー？


    　一番がんばった人にキスをあげるっていうやつね。いわゆるＭ・Ｖ・Ｐ！


    　あれ、実は君にあげようと思ってるんだー。


    　予想外？　でもそこはかとなく期待はしてたでしょー。噓じゃないよ、本気だよ。


    　あ、でも今すぐってわけじゃないんだ。


    　もっとロマンティックな場所と時間のほうがいいかなー。


    　あたしだってそういうのは気にするんだよ。一応、女の子なわけだし。


    　んーと、どこにしようかな？　たとえば夜景が見える展望台とかいいかなー。


    　うん？　ああ、いいね、そこ。ちょっとベタだけど、ベターかもね。


    　じゃあキスの受け渡しはそこで。時間は十九時ってことにしよう。


    　もちろんみんなにはナイショでね。こっそりひっそり、そっくり抜け出してきてね。


    　それじゃ、待ってるからー。

  


  
    



    　　　第一章　早はや川かわ早さ苗なえからの招待状


    



    「次、平たい良ら良りよう平へい！」


    「はい」


    　僕は机の間を通り抜けて、仏ぶつ頂ちよう面づらの担任からプリントを受け取った。


    　一瞬だけ中に目を通し、すぐに折りたたんで自分の席へと戻る。


    　周りでは「ぎゃー」とか「ヤッベ～」といった悲鳴が上がっている。


    「よお。今回の結果はどんな具合だ？」


    　明石あかしが前の席に腰を下ろしてきた。ちなみにそこは彼の席ではない。ただ周りのクラスメイトたちはすっかり興奮していて、誰も自分の席のことなど気にしていない。


    「悪くはないよ。これといって良くもないけど」


    「フツーってことか。そいつはよくないな。ああ、非常によくないぞ」


    　僕は顔を上げて明石を見た。


    「成績が悪いよりはましだと思うけど」


    「いいか？　成績が悪いってことは弱点がはっきりしているってことなんだ。その点、フツーってのは平均的であり、可もなく不可もないってことだ。これが単発のテストだったらなにも問題はないさ。だが、生あい憎にく俺たちは受験生だ。これから成績を伸ばしていかなきゃならない。わかるか？　勉強するうえではフツーってのは非常に厄やつ介かいな存在なんだよ」


    「で、そういう主張をする明石はどうだったんだよ？」


    「ああ。俺は悪かったよ。このままじゃマジで入れる大学がないかもな」


    　クックック、と明石は自じ嘲ちようぎみに笑った。


    「そんなことだろうと思っていたよ」


    「おいおい。あからさまに哀あわれむなって。そんなことより、ホラ。模試結果をちょっくら交換しようぜ。俺とおまえの仲じゃないか」


    　高校三年間同じクラスのせいか、明石に遠慮というものはない。僕は強引にプリントを奪われ、代わりに彼の分を手渡された。


    「あ、本当にヤバイんだ」


    　今回の模試は単純に点数が出るだけではなく、志望校の合格率をＡ～Ｅの五段階で算出してくれる。担任の説明によると、Ａは合格確実、Ｂは合格圏内、Ｃは微妙、Ｄは博ばく打ち、Ｅは記念受験とのことだ。


    　明石の場合、三つ選んだ大学のうち二つがＤで、残りがＥ判定だった。しかもいずれもあまり偏差値の高い大学とは言えないものばかり。本人が開き直っていなければ、ちょっとフォローに困るところだ。


    「ふーん」


    　明石あかしは僕の模試結果を見ながらアゴを搔かいた。


    「おまえはＢ、Ｃ、Ｃね。確かに良くも悪くもないな。いや、俺から見るとかなり良く見えちまうがな。……ん？」


    　不意に明石はプリントを裏返して僕に突きつけてきた。


    「おまえ、一つだけ東京の学校を志望校に入れてないか？　なんだこれ？」


    　明石が指差している箇か所しよを見て、僕は「ああ」と頷うなずいた。


    「それは早さ苗なえ先輩の行った大学だよ。どれくらいのレベルなのか、ちょっと見てみようと思ってさ」


    「おまえ、東京に出るつもりなのか？」


    　明石が驚いたように声を上げる。


    「いや、ただ単に試しに入れてみただけだよ。まだ志望校も決めてないしさ。かといって担任に言われたとおり、全部県内の大学で埋うめておくのもつまらないと思ったんだ」


    「お、おまえってやつは……」


    　明石はわなわなと手を震わせている。


    「うん？」


    「おまえが東京に行ったら、早さ希きちゃんはどうするんだ！　こっちに置いていくつもりか？」


    「どうするって、どういうことだよ」


    　話の飛躍ぶりに僕は驚いて訊きき返した。


    「だっておまえら、つきあっているんだろう？　こんな田舎いなかの地方都市と誘惑溢あふれる東京間で、遠距離恋愛なんかが成功すると思っているのか？」


    　僕は腹の奥からため息をついた。すでにこの手のやりとりは何度も繰り返している。なのに明石といったらまるで学習してくれないのだ。


    「あのさ、僕と早希はつきあってないよ。そんなこと一度も言ったことないだろう。それに僕は東京に行きたいとも、早苗先輩の大学に進みたいとも言ってない。単純に、あの人の大学はどれくらいのレベルなのか調べてみただけなんだ。ただの興味本位だよ」


    「はーん。本当かねえ。口ではなんとでも言えるからなあ」


    「信じないならそれでもいいよ。さっさとプリントを返してくれないかな」


    　僕が自分のプリントに手を伸ばそうとしたら、明石は慌ててそれを手元に引っ込めた。


    「わかった。わかったから、そんなに冷ややかな感じで怒るなって。まあ、確かに早苗さんの行った大学っていまいちどういうところだか知らなかったしな。でもさ、あんないい加減な人が入れた大学だろう？　もしかしたら俺も楽勝で入れるんじゃ……って、Ｃ？」


    「Ｃなんだよ」


    「おまえがＣ判定？　えーと、ということはどういうことだ？　パーセントに直すと、五段階のうちの三段階だから、四十～六十パーセントってことでいいのか？　ん、んん？　なんか意外と難しくないか？」


    「そうなんだよ。早さ苗なえ先輩は一芸入試だったわけだけど、一般試験で入ろうとするとけっこう厳しいんだ。つまり、普通にレベルが高い大学だったんだよ」


    「へ、へえー。世の中ってわからないもんだな。……あ、そうだ。ところでおまえ、今日はこれからどうする？」


    　明石あかしは僕にプリントを返しながら訊たずねてきた。


    「もちろん勉強するよ。市立図書館にでも行こうかな。昨日は学校の図書室でやっていたんだけど、下級生がうるさくてさ。明石は？」


    「フッ。俺は遊ぶぞ。これから部活の後輩とカラオケで満まん漢かん全ぜん席せきだ。今日はぞんぶんに遊ぶ日と決めていたんだ」


    「試験の結果が出たからこそ、すぐにでも勉強に励むべきだと思うんだけど。成績が悪かったのならなおさらね」


    「そこはおまえ。メリハリだよ、メリハリ。遊ぶだけ遊んだら、気持ちを入れ替えてガーッと一気にたたみかけるんだ。そうだ。メリハリの語源を教えてやろう。メリーとハリー。祝って、急ぐ。つまり切り替えが大事ってことだな」


    　祝うというのが遊ぶこと、と言いたいのだろうか。


    　いや、彼の言葉を真面目に考えても仕方がない。


    　僕は荷物をまとめて席を立った。


    「あ、帰るの？　校門まで一緒に行こうぜ」


    　明石は僕のあとを追ってきたが、廊下の途中で立ち止まる。


    「俺、トイレに寄るからちょっと待っててくれよ。……って、おーい」


    　僕は明石を置いて階段を下った。


    「……メリハリ、か」


    　ポツリと呟つぶやいてみる。


    　おそらく明石に深い意味なんてなかったのだろうが、彼の言葉は妙に僕の心の中に引っかかってしまった。


    　確かに僕の成績は悪くはない。学年順位は中の上から上の下といったところ。今後の成績の伸び方次第では、充分に上の大学も狙ねらえるはずだと担任からは言われている。


    　しかし問題はあった。実はここ最近の模試の点数が変わらないのだ。


    　僕は一年生の頃から予習・復習は基本的に怠おこたらないようにしてきた。三か月ほど前からは部室に顔を出す回数を減らして本格的に受験勉強に取り組むようにした。でも、今のところそれがなかなか結果に結びついてくれない。


    「……勉強の効率が悪いのかな」


    　そんなことを呟つぶやきながら下駄箱を開けた時だった。


    　パフッ、となにかが足元に落ちた。


    「ん？」


    　屈かがみ込んで拾い上げてみる。


    「あーっ！」


    　驚いて振り返ると、階段の上から明石あかしが非難するように僕を指差していた。


    「おまえ、それは俗に言うところの、ラ、ラ、ラ……」


    「ラブソング？」


    「違う！　でも近い！　っていうか、ノリがいいな。あわよくば冗談にして俺を誤ご魔ま化かそうってのか？　だがしかし俺は騙だまされん。こっちに向けてよく見せろ。それは、その形状は……ラブレターじゃないか！」


    「それはどうかな」


    「時は放課後。場所は下駄箱。中には手紙。このコンボでラブレターでないのなら、いったいなんだっていうんだ？」


    「茶封筒なんだけど？」


    　僕はズンズンと距離を詰めてきた明石の鼻先にそれを突きつけた。


    「は？」
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    　彼は足を止めると、疑わしげに僕の手の茶封筒を見た。


    「……ずいぶんと精彩を欠いたラブレターだな。なんていうかラブレターっていうのは、もっとこう『キラキラッ』『ラメラメッ』って感じのデコレーションだったりしないか？　あるいは清せい楚そで慎つつましい封筒だったりとか。これはぶっちゃけ……無ぶ粋すいすぎるぜ」


    　明石あかしは不満げにボソボソと呟つぶやいていたが、いきなり指をパチンと鳴らした。


    「ああ、わかったぞ。きっとこれを送ってきた女の子は眼鏡の清純派だ。たぶん自分を飾り立てるということをまだ知らないんだな。それならこんな色気のない封筒を使うことにも合が点てんがいくってもんだ」


    「無理やりラブレターであることに整合性をつけなくていいよ」


    「なぜだ？　おまえはこれがラブレターであってほしくないのか？　おまえ、早さ希きちゃんとはつきあっていないって言っていたよな。それならべつの女の子から告白されても困ることないじゃないか。男として。人間として。いや、生き物として。それとも、やっぱり早希ちゃんとつきあっているんじゃないのか？」


    「お門かど違ちがいなことで浮かれるのは好きじゃないってことだよ。ホラ」


    　僕は茶封筒をひっくり返して、明石に裏面を見せてやった。


    「おっ、なんだ。名前が書いてあるじゃないか。えーと、はやかわ……早はや川かわ早さ苗なえぇ？」


    「そう。早苗先輩からのものだよ」


    　明石の顔からみるみる興味が抜け落ちていくのがわかった。


    　早苗先輩というのは今年の三月に卒業した、僕と明石が所属する天体観測部のＯＧだ。もっとも彼は彼女のことは苦手だったようで、ほとんど部活には顔を出してこなかった。


    「はいはいはい。そういうことね。こりゃ確かにラブレターなんかじゃないわ。あーあ、つまらん。せっかく面白おかしいスキャンダルでも見れるかと思ったのにさ。それにしても、つくづくあの人はおまえのことが好きだよなあ」


    「有意義な暇ひま潰つぶしの玩おも具ちゃだと思ってるんだよ。たぶん」


    　いつぞや早苗先輩本人からそんなことを言われたような記憶がある。


    「ん？　それにしてもどうやっておまえの下駄箱にそいつを入れたんだ？　あの人、仮にも現役東大生なんだろう？　まさかここまでやってきて直じかに入れていったのか？」


    「東京の大学生であって、東京大学の学生じゃない。それに手紙をここに届けさせることくらい、あの人にとっては造作のないことだよ。そうだろう？」


    「確かに新星を発見して大学に入っちゃうような規格外の人間だもんな。もしかしたら東京から投げたら届いちまった、とかな」


    　僕は曖あい昧まいに笑ったが、実際にそんなことを本気で言いかねない人なのだ。早苗先輩という人は。


    　すっかり静かになった明石とともに校舎を出た。


    　僕は市立図書館に行く予定を変更して、ロータリーの前で明石と別れることにした。


    　駐輪場へ向かう明石あかしとは反対方向の、第二体育館へと足を運ぶ。


    　館内では二年生主体に切り替わったバレー部員が練習に励んでいた。


    　彼らを迂う回かいし、壁沿いに設けられた狭い階段を上る。


    　その先の屋根裏部屋のような場所が、僕の所属する天体観測部の部室だ。


    　ドアには鍵かぎがかかっていなかった。


    　中に入ると部屋の中央のテーブルに鞄かばんが一つ置かれていたが、持ち主である早はや川かわ早さ希きの姿は見当たらなかった。


    「……なんだ、これ？」


    　僕はふと彼女の鞄に見慣れないマスコットが追加されていることに気がついた。ちなみにいつもなら『雨ざらしアザラシ』が一つ下がっているだけなのだ。


    「イタチ？」


    　チョンと突つ付ついてみると、それはクルッと回って背中の『かわいそうカワウソ』という文字を見せた。やや恨うらみがましい表情をしていて、かわいそうに見えなくもない。


    　あいかわらず早希の趣味はわからない。


    　僕は椅い子すに腰かけ、鞄にしまった茶封筒を取り出した。


    　封を切ろうとしたのだけど、カッターもハサミも見当たらなかった。きっと四月の大掃除の際に、早希がどこかにしまったのだろう。


    「それにしてもどこに行ったんだ？」


    　僕が部室に着いてからゆうに十分は経っている。五分程度ならともかく、鍵をかけずに部室を放置するのは感心しない。こんな辺へん鄙ぴな部室とはいえ、一応ノートパソコンや望遠鏡が置かれている。決して安いものではないのだから、用心するに越したことはない。


    　ふと冷たい風を感じて振り返ると、窓がわずかに開いていることに気がついた。


    　ベランダから顔を出してみると、ちょうど室内から死角になっているところに早希がたたずんでいた。


    「そんなところでなにやってんの？」


    　僕はボイラーを足場にしてベランダに上がった。


    「あ、平たい良らさん。こんにちは。望遠鏡の設置をしていたんですよ」


    「望遠鏡の設置？」


    　早希はベランダの手すりを指差した。そこには望遠鏡が上を向いた状態でガッチリと針金で固定されていた。


    「これは？」


    「今夜、オートシャッター機能を使って夜空の連続写真を撮ってみようと思っているんです」


    「ああ。最近見つけたっていう新機能ね」


    　この望遠鏡はＯＢの足あし利かが先輩から譲り受けたもので、とにかく機能が多すぎて未いまだに使いこなせていない。オートシャッター機能はそのうちの一つで、指定した間かん隔かくで撮影を行おこなってくれるというものだ。


    「明日の朝、期待して部室に来てみたら、風で倒れて床ばかり映っていた、なんてことになったら哀しいじゃないですか」


    「確かにね」


    　僕は手すりに寄りかかりながら同意した。ただし、ちょっと厳重に固定しすぎだとは思う。これでは設置というよりも接着だ。


    「ところで部室に姿が見えないものだから、てっきり隠れていたのかと思ったよ」


    　僕が何気なく言うと、早さ希きは驚いたように僕を見上げてきた。


    「わたし、そんな子供めいたことをするような人間に見えるんですか？」


    「いやいや。べつにそんなふうには思っていないよ」


    「本当ですか？　まあ、それならいいんですけど。この年齢で悪いた戯ずら好きだとは思われたくないですからね」


    　誰のように、という問いが出かかったけれど、僕は黙っておいた。


    「そうそう。君の鞄かばんに新しくついていたマスコットはなに？」


    　かわいそうカワウソのことを訊ねると、早希は途端に表情を緩めた。


    　雨ざらしアザラシと同じシリーズであることや、最近は滅多に見つけられないことなどを、彼女は活き活きと語る。


    「確かにそうかもしれない。あ、風がちょっと冷たくなってきたかな」


    「もうすっかり秋ですからね。部屋に戻りましょう」


    　僕らはベランダを下りて、部室の真ん中に置いているテーブルを挟はさんで座った。


    「ところで今日はどうしたんですか？　最近は部室に顔を出すのはたいてい週末なのに。もしかして受験勉強に嫌気が差しました？」


    　僕は茶封筒をテーブルの上に置いた。


    「これ、僕の下駄箱に入れたのは君だろう？」


    　早希はしばらく黙っていたが、やがてコクリと素直に頷うなずいた。


    「そうです。わたしが入れました」


    「早さ苗なえ先輩に命令されたから、とか？」


    「はい。最初は断ろうとしたんですけど、結局無理強じいさせられまして」


    「届けてくれるのはいいんだけどさ、ラブレターだと思わせるような演出にはちょっと困ったよ。おかげで明石あかしにさんざん絡まれたんだ」


    「そう思わせるように入れろ、というのが姉の意向だったので」


    「そんなことだろうとは思っていたけどさ」


    「あ、でもですね。やっぱり平良さんを騙だますのは悪いと思ったので、差出人の名前はわたしが書き加えたんですよ。早はや川かわ早さ苗なえ、って」


    「ああ。最初は書いてなかったんだ。それは凄く助かったよ」


    　早さ希きの措そ置ちがなければ、たぶん明石あかしの追及は未いまだに続いていたかもしれない。


    「それで、この手紙の中身について君は知ってるの？」


    「なんとなく予想はつきます。でも、文面は知りません。わたしはあくまでも姉からそれを預かっただけですから」


    「そう。ならさ、今からこれを開けるから一緒に読んでくれないかな？」


    「え、でもそれは平たい良らさん宛なんですよ？」


    「いいよ。きっとまた突とつ飛ぴなことが書かれているに決まっているんだ。自分一人で読んで悩まされるより、一緒に問題を共有してくれたほうがありがたいな。君が嫌いやでなければってことだけど」


    「平良さんがそう言うのなら、読ませていただきます」


    　早希はすぐにカッターを見つけ出してきてくれた。


    　僕は注意深く茶封筒の口を裂くと、中の便びん箋せんを早希にも見えるようにテーブルの上に広げた。


    　それは文章というよりは、独りよがりなサインのように見えた。にも拘かかわらず解読できてしまうのは、なんだかんだと早苗先輩との二年間のつきあいの賜たま物ものだろう。


    　そしてその独特の字のせいだろうか。僕が文面を目で追うと、どうしても彼女の喋り方が頭の中で再現されてしまうのだった。


    



    



    【早川早苗の手紙】


    



    　平良くん、お久しぶりー。


    　その後の人生を愉快に暮らしているかなー？


    　にしてもナンだね。早いね。めくるめくね。


    　なにがって？


    　ザ・ワールド。世界の時の流れってやつがだよー。


    　カウントしていた？


    　あたしが高校を卒業して、早くも半年が経ってしまったんだよー。


    　半年ってどれくらいだかわかる？　なんと一年のハーフ！　つまり六か月。


    　社会人ならすでに給料を六回ももらっていることになるわけだー。


    　ボーナス含めたら七回分？　すわ、増量されてお得だねー。


    　月日は百体の価格にしてなんとやらって言うらしいけど、つまりはプラモデルを百体買おうとして働いていたら、あっという間に時間が経っちゃったっていうことだよね？


    　まあ、そんなことは実はどうでもいいんだけどね。


    　さて、平たい良らくんは今、いわゆる受験生というやつだよね。


    　世の中には受験戦争という言葉があるくらいだから、まさに知識という武器を携たずさえた戦士なわけだー。


    　そんな平良くんに、かつてのバトルフィールドを経験した先輩からアドバイス。


    　教官、というか教師の命令通り、正面から突撃していたら疲ひ弊へいする一方だよ。


    　彼らからしてみれば受験生ってのは自分の学校の評判を押し上げるための兵へい卒そつなんだなー。


    　真ま面じ目めに取り組むのはまずもって愚おろかだね。


    　じゃあどうするかって？


    　挑むんじゃなくて、眺めよう。


    　テキトーにやってみて、行き詰まったらトーテキだー。つまり投げてしまうのも可、ってことね。


    　だいたい人生なんて計画通りに進むわけがないんだから。


    　真正面から真面目にがんばるのは無理無駄駄目ー。


    　要はテイク・イット・イージーにいこうよ、ってこと。


    　でも、ま、平良くんのことだから、肩かた肘ひじをガッチガチに張りながら勉強しちゃうんだろうねー。


    　だからそんな融通の利きかない平良くんのために、このあたしが一肌脱いであげよう。あ、ちなみにセクシャルな意味じゃないからね、念のため。


    　というわけで、ここからいきなり本題だー。


    　来たる十一月の一、二、三日に、あたしの通う大学で年に一度の大学祭が開かれるんだ。


    　退屈な秋を充実したものと思い込むべく、どいつもこいつもない知恵しぼって奔ほん走そうする、秋の祭典。


    　受験勉強の息抜きにはちょうどいいんじゃないかなー。


    　それに、今なら特別にあたしの下宿先を世界公認公開中ー。


    　あたしが東京でどんな生活を送っているのか興味シンシン、好奇心ムンムンムンでしょー？


    　神秘のヴェールで包まれた早はや川かわ早さ苗なえのプライベート情報が盛りだくさんのフルコース。


    　これはもうオフコース。万ばん難なんを排して馳はせ参さんじるべき。


    　それじゃ、首を洗って待ってるからねー。あでゅー。ちゃお。かしこ。


    



    　Ｐ．Ｓ．素朴な疑問。文面の最後に書かないといけないかしこさんって何者？　未練を残して死んだかしこさんによるチェーンメールとかー？


    



    



    　手紙を読み終えた僕はゆっくりと息をついた。


    　読んでいる間、早さ苗なえ先輩に振り回されたような疲労感を覚えた。もっともそれが不快だというわけではない。ちょっとだけ小気味よくもあった。


    「どうするつもりですか？」


    「うーん。どうしたものかな」


    　ケータイでカレンダー機能を開くと、十一月の一～三日は土・日と祝日が合わさった三連休だった。学校を休む必要もないから、日程的にはまったく問題はない。


    「気が進みませんか？　それもそうですよね。こんないい加減な手紙では、怪しくて行く気になれませんよね」


    「いや、誘い自体は悪くないと思っている。むしろ大学を見学できるというのは、受験生としては願ってもないことだからね。でも、そんなことをしている時間があるなら、もっともっと勉強に割り当てなきゃいけないんじゃないかなっていう気持ちもあるんだ」


    「もしかして平たい良らさん、切せつ羽ぱ詰まっています？」


    「……うん。正直、そうかもしれない」


    　僕はここ最近勉強が行き詰まっていることを話した。一年生の早さ希きにこんなことを言っても仕方がないかと思ったが、彼女は僕の予想以上に真剣に相談に乗ってくれた。


    「あらかじめ確認しておきますけど、まだまだ新しく覚えなきゃいけないことってたくさんありますか？　たとえばある科目の特定の分野がまったくの手つかず状態だとか」


    「いや、そういうのは一応ないつもりだよ。授業はまともに受けていたし、それなりに予習や復習も日ごろからやっていたからね。ここ数か月の模試でも、全然見たことも聞いたこともないような問題には当たったことはないんだ。ただ、ここぞという時に公式を思い出せなかったり、問題文を読み間違ってしまうっていうのが多いね。あとから正答を見てみると、これは知っていたのに、って悔しくなることがけっこうあるよ。要はここ一番の底力が足りない感じかな」


    「基本は押さえているってことですね？　それならあまり悲観的になる必要はないと思います。覚えたことは基本的に消滅するということはありません。ただそれを必要な時に引き出せないということなんですね。たとえばグチャグチャの机の上で物をなくしてしまうようなものです。すぐには見つからない。でも、必ず机の上にはあるはずなんです」


    「答えは自分の中にある、みたいな？」


    「はい。まさしく。ところで平良さんは大学はもう決めているんですか？」


    「まだだね。本当はもう決めてなきゃいけないんだろうけど」


    　自分はどこの大学に入るべきなのか？


    　案外、早苗先輩の大学について調べようとしたのも、その答えを見つけたかったからなのかもしれない。


    「たぶんそれがなかなか頭の中の知識を引き出せない要因の一つではないでしょうか。受験という大きな目標はあっても、具体的にどこに合格したいという明確な目的がないせいで、知識を使うモチベーションが低いんですよ。逆に目的をはっきりさせることができれば、平たい良らさんの成績は飛躍的に伸びるとわたしは思いますね」


    「は、ははあ……」


    　僕はしばし早さ希きの分析に呆あつ気けにとられてしまった。


    「どうしたんですか？　口、開いてますよ」


    「あ、いや。ずいぶんと堂に入った分析だと思ってさ。まるで現役受験生みたいだったよ」


    「だって半年前までわたしも受験生だったんですよ。高校受験だろうと大学受験だろうと、勉強をするという点では同じことですからね」


    「ああ、なるほど」


    　妙に僕は納得してしまった。


    　そうそう、と早希は話をつけ加える。


    「あと、やっぱりメリハリも大事だと思いますよ。一説によると人間の集中力は九十分と言われています。なんでもかんでも努力で突き進めばいい、というものではありません。やらない時はやらないと決断するのも、勉強を続けるうえでは重要なことですよ」


    　遊び回っている明石あかしが言うのとはえらい違いだった。


    「ありがとう。おかげでずいぶんもやもやが晴れたよ。だんだん東京に行ってもいいかなって気持ちになってきた。むしろ行くべきのような気さえしてきたよ」


    　ただし気持ちだけで東京行きがすぐに決定するわけではない。


    　僕は自分の財布の中をチラリと確認した。


    「あとの問題は正直お金だな。やっぱり滞在費はけっこう高くつくよね？　東京なんだし」


    「滞在費については心配するな、と姉から言ことづてされています」


    「え？」


    「平良さんの泊まる場所は凄く安くていいところを用意してやる、と豪語していました。姉の言うことですから信しん憑ぴよう性には欠けますけどね。でも、仮にそれが本当だったとしたら、どうしますか？」


    「となると、僕が実質的に負担するのは……」


    「主に新幹線の往復切符代と、滞在中の食費くらいじゃないですかね。買い物をするとなると、もちろんその都つ度どお金がかかるでしょうけど」


    　僕は頭の中でざっと必要な額を計算して、貯金を含む現在の所持金と照らし合わせてみた。


    「うん。どうにかなりそうな気がする」


    「行くんですか？」


    「うん。行ってもいいと思う。もちろん君だって行くんだろう？」


    「………………」


    　途端に早さ希きは表情を曇らせた。


    「え、あれ？　まさか呼ばれていなかった？」


    「……呼ばれていますよ。まるで世界がループしているんじゃないかっていうくらい、何度も何度も同じことを電話やメールで言われ続けています」


    「それならべつにいいじゃないか。それとも、連休にはすでに用事があるとか？」


    　それは必ずしもほかに外出する予定があることを意味しない。彼女にとっては家にいることですら、立派な用事たりえるのだ。たとえば一日中パソコンに向かっている、とか。


    「わたし、行きたくないわけではないんです。というか、二重否定するまでもなく、行きたいんです」


    　早希はテーブルの上の両手をギュッと握り締めた。


    「確かに普段のわたしは出で不ぶ精しようです。でも、東京だけは例外なんです。だってあらゆる情報が集まる場所じゃないですか。憧あこがれずにはいられません。そしてなによりわたしの興味を引いてやまないのは、姉の大学にあるというスーパーリアル３Ｄマルチビジョンなんです」


    「スーパーリアルマルチ……なんだって？」


    「知らないんですか？　国内でもまだ三つしか存在していないという、最新鋭のプラネタリウムですよ」


    　なんだか胡う散さん臭くさい響きだが、敢あえて黙っておいた。


    「でもさ、それならなおさら東京に行くのを迷う必要はないじゃないか」


    「……怪しいんです」


    「え、プラネタリウムが？」


    「違います。姉がですよ。平たい良らさんはなんとも思わないんですか？」


    「いや、まあ、それを言ったらあの人は四六時中怪しいよ。いつだって変だ」


    「今回は怪しさのベクトルがなにか違う気がするんです。平良さんはその手紙から、なにかを感じ取りませんでしたか？」


    「これだけの情報からじゃ、ちょっとわからないな」


    「姉にしてはポジティブすぎると思うんです」


    「言われてみると、そんな気がしないでもないかな」


    「考えれば考えるほど、今回の姉の行動はらしくない。メールでなくて、わざわざ手紙を書いて送ってきたり、面倒な宿の手配もすると言い出したり。しかもここが一番重要だと思うんですけど、大学祭に誘ってきたということは、あの姉が学校行事に参加する意思があるということなんですよ。これは未み曾ぞ有うです」


    「未曾有」


    　スケールの大きい言葉を使うな、と僕は関係のないところで感心する。


    「平良さん。高校時代、姉が進んで学校行事に出たことはありましたか？」


    「まあ、ないね」


    　記憶をたどるまでもない。早さ苗なえ先輩は可能な限り部室で学校行事をサボっていた。その度たびに僕は部室に召しよう喚かんされて、遊び相手としてトランプや将しよう棋ぎにつきあわされたものだった。


    「そんな姉が、今回は妙にやる気がある。普通の人がやる気を出すのとは違うんですよ。これはなにかよからぬことを企くわだてているとしか考えられないじゃないですか」


    「うーん」


    　僕は椅い子すの背もたれに寄りかかった。


    「確かになにか裏がありそうな気はする。でも、そこまで難しく考えることもないと思うんだ。もっと単純に、早苗先輩が大学に入ってからポジティブになった、って考えるだけでいいんじゃないのかな」


    「わたしはそこまで楽観的には考えられません。いえ、わたしだって東京には行きたいんですよ？　でも、姉にいいように振り回されてしまうんだとしたら、ホイホイ出かけていくのがなんだか馬鹿みたいじゃないですか」


    　まるでこの謎を解かないことには東京行きは決断できない、と言わんばかりだ。


    　しばらく沈黙が続いたあと、僕は訊たずねた。


    「じゃあさ、早苗先輩がなにを考えているかわからないうちは、東京には行かないってこと？」


    「べつにまだ行かないって決めたわけではないですけど」


    「じゃあ行く？」


    「それもまだ決めかねます」


    　どっちなのか。


    　でも、ここで僕が呆あきれてしまってはいけない。


    　早さ希きは僕の東京行きを後押ししてくれた。だから今度は僕が彼女の背中を押す番なのだ。


    「いっそ、こういうふうに考えたらどうかな」


    　僕は指を立てて提案してみた。


    「確かに早苗先輩はなにかを企たくらんでいる。でもそれは早苗先輩に会わないと解明できない。だから、それを確かめるために東京に行くんだよ」


    　早希はパチパチと目を瞬しばたたかせた。


    「そして、もしも早苗先輩がなにか悪わる巧だくみをしているとしたら、逆にこっちからやり返してやろう。いつも振り回されるだけじゃ不公平だからね」


    　早希は僕の意見を気に入ったらしく、口元に密やかな笑みを浮かべた。


    「行きましょう。東京」


    　彼女が勢いよく頷うなずくと、ポニーテールが大きく揺れた。


    



    　それから二週間後の、十月三十一日の金曜日。


    　僕は明日のことを確認しようと、図書室での勉強を十七時半で切り上げて部室に向かった。


    　早さ希きは部室で一人でノートパソコンに向かっていた。


    「なにをしてるの？」


    「望遠鏡で取り溜ためた画像を繫つなげて、天体運行のアニメーションにするんです」


    　僕はしばらく彼女の作業が終わるのを待っていたが、切りがなかったので話しかけた。


    「忙しくしているところ悪いんだけど、出発は明日の十時二十一分の新幹線でいいんだよね？」


    　早希はパソコンの手を止めて僕へと顔を向けた。


    「そうです。お昼に向こうに着くためには、それくらいの時間帯に乗るのが適切なんです。出発の準備はもうすんでますか？」


    「今日これから家に帰ってからやるつもりだよ」


    「平たい良らさんの場合、滞在中の着替えくらいでしょうね。あとはいつもどおりケータイとお財布くらいで。あ、充電器は持っていったほうがいいですよ。使えないケータイを携けい帯たいしても仕方がないですからね」


    　早希はもう少し編集作業をやっていくと言うので、僕は先に帰ることにした。


    　自転車で自宅に帰り着くと、門の前に黒塗りの長い車が停まっていた。


    　路肩に寄せてあるのは配慮があっていいのだけど、おかげで自転車を家の敷地に入れるのが大変だった。


    　それにしても高級そうな車だ。父親の会社の偉い人でも来ているのだろうか？


    　僕は自転車にチェーンをかけ、家の中に入った。


    「ただい……」


    　玄関を開けると、そこには五、六人分ほどの靴が乱雑に散らばっていた。ほとんどは男物だったが、一足だけ女物のパンプスが混じっている。


    　複数の男性と、一人の女性。


    「……まさか」


    　寒気がしたのは、たぶん秋の気温のせいだけではない。


    「結局のところさあ、良りよう平へいくんと早希ちゃんってつきあってんの？　この際だから、はっきり言ってくれよ」


    　廊下から聞き覚えのある声が聞こえてきた。


    「それが父親の自分にも、未いまだに判断がつきかねんのです」


    「わからないってことあるか。隠すなよ。水臭い。っていうか、酒臭いぞ、俺たち。ハーハハハ」


    「ちょっと待て。なんならいっそ、みんなで賭かけをしようぜ。おれは交際していないにビール一本だ」


    「だったらこっちは交際はしているけれどキスは未み遂すいに三本！」


    　酒気を帯びたその声は、明らかに父親と親しん戚せきたちによるものだった。


    　僕はすぐさまこの場から逃げ出したくなった。


    　親戚。それは僕にとって極力関わり合いたくない存在だ。


    　彼らと初めて顔を合わせたのは今年の六月、急きゆう遽きよ開かれた親族会議でのことだった。


    　彼らは全員僕と同じ顔をしており、その原因を平たい良ら家けにかけられた呪のろいだと説明してきた。さらには異性にモテないのも呪いのせいだとし、これを解くためには純愛のキスが必要なのだとか言い出す始末。


    　この妄もう念ねんに突き動かされた親戚たちが、早さ希きを巻き込んでキスを強要しようとしたのが七月半ばのこと。この騒動は結果的に事なきを得たものの、僕は未だに彼らに対する不信感を拭ぬぐえきれずにいた。


    　僕はしばらく迷ったものの、あきらめて廊下に上がった。


    　こっそり自分の部屋に戻り、あとは内側から鍵かぎをかけて籠ろう城じようしようと思った。


    　できるだけ音を立てずに廊下を進む。


    　階段の手前にたどり着き、一段目に足をかけたその時だった。


    　トイレのドアが開き、中から一人の女性が姿を現した。


    「あら？」


    　出てきたのは親戚のリーダー格である平良平ひら子こさんだった。彼女はあいかわらずキレイな顔立ちをしていた。しかしそのメイクを取ってしまえば、彼女もまた平良家の人々と同じ顔をしているのである。


    「ど、どうも。いらっしゃい」


    　僕は平静を装ってうやうやしく頭を下げた。


    「久しぶりね。この前送った栗くりまんじゅう、食べてくれた？」


    　平子さんはあの事件以降、定期的に家にギフトを送ってくる。今週のそれが栗まんじゅうだったのだ。


    「え、ええ。美お味いしくいただきました。ありがとうございます」


    　本当は学校で明石あかしにあげてしまったのだけど。


    「それはよかったわ」


    　平子さんはハンカチをジーンズのポケットにしまうと、廊下の奥をアゴでしゃくった。


    「みんなにはもうあいさつしたのかしら？」


    　僕はわずかに言葉に詰まる。


    　正直に答えてしまうと、今から親戚たちと対面しなければならない。しかも相手は酔っ払い。見境のない質問攻めが待っていることは想像するまでもない。


    　たとえば早希とはつきあっているのか、つきあっていないのか。仮につきあっていないとしたら、どうしてつきあわないのか。交際を拒む理由はなんだ。まさか第三の女でもいるのか。そいつはカワイイのか……などなど、妄もう念ねんの入り混じったことを延々と言ってくるに違いない。少し考えただけで気が重くなってくる。


    　それにしてもどうしてよりにもよって今日、彼らはやってきたのだろう。


    　タイミングの悪さを呪のろわずにはいられない。


    　ふと、もしも彼らに明日の東京行きが知られたらどうなるかと考えた。まず間違いなく、彼らは東京までついてくる。最初は黙って見ているだけかもしれないが、徐々に干かん渉しようを始め、やがて七月の事件が再発することだって充分に考えられるのだ。


    「……良りよう平へいくん？」


    　平ひら子こさんに呼びかけられ、僕はハッと我われに返った。


    「あ、すいません。ボーッとしちゃって。ほら、僕、今年受験生なんですよ。だから最近あんまり寝てないんですね」


    　噓うそをつくコツはまず本当のことを言うことだ。


    「えーと、あいさつならもうすませました。でもみなさんお酒を飲んでいるみたいだったので、未成年の僕は邪じや魔ましないように出てきたところです」


    「ふうん。そうだったの」


    　平子さんはピントを絞るように目を細めた。


    　突とつ如じよ、彼女の手が猛もう禽きん類るいの手足のように僕の腕をつかんだ。


    「そんな口くち八はつ丁ちようで私を騙だませると思ったの？　さあ、みんなのところへ行くわよ。来なさい！」


    　僕は親しん戚せきの集まっているリビングへズルズルと引きずられていった。


    



    　案の定、親戚たちの質問攻めが僕を待っていた。


    　もっともその大半は、僕が予想していたようなものばかりだった。


    　僕への質問のあとは、親戚たちの自己アピールタイムが始まった。「俺は音大を卒業していてピアノが凄い」とか、「自分は国内有数の無線の使い手」だとか、「国内の駅名をすべて言える」とか、途中からなにを聞かせられているのかわからなくなってきた。


    「平たい良ら家けの人間はモテない代わりに一芸に秀ひいでる傾向にあるのよ。もしかしたら良平くんもそのうちなにかの才能を開花させることがあるかもしれないわよ」


    　平子さんがそんな解説をしてくれたが、要は早さ希きとデートする時は入れ替わって自己アピールさせてくれ、ということらしい。


    　結局、僕が解放されたのは日付の変わった十一月一日の深夜一時だった。


    　帰宅したのがだいたい十八時半頃だったので、ゆうに七時間近く拘こう束そくされていたことになる。


    　僕は手早く風呂に入り、部屋に戻ってくると出発の準備に取りかかった。家を出る直前になってからバタバタしたくはないので、寝る前に荷物を整えておくつもりだった。


    　テキパキと三日分の服の用意をする。一着は朝起きたら着ていくものなので、ベッドの横に置いておく。残りの二着と下着をスポルディングバッグに詰め、ケータイの充電器も入れる。ふと机の上にＵＮＯがあるのを発見した。早さ希きがやると言うかわからないが、とりあえず加えておいた。片道二時間半。往復で五時間。新幹線の中で退屈しないとも限らない。


    「こんなものかな？」


    　思ったよりもあっさりと準備が整ってしまったが、なにか忘れているような気がした。


    　ただ単に旅行前で気が落ち着かないだけだろうと思い、寝巻に着替えて布団に入る。ケータイのアラームは朝の八時にセットしておいた。


    　目を閉じると一階から親しん戚せきの笑い声が聞こえてきた。


    　これは完かん璧ぺきに泊まっていくつもりだな、と半分眠りに入りながら思った。


    「……いや、このまま寝ちゃ駄目だ！」


    　僕は布団から跳ね起きた。


    　親戚たちが家に泊まっていくということは、翌朝に彼らも起きてくるということだ。そんな中を僕が大きなバッグを抱えて家から出ていこうとしたらどうなるか。


    　見つかり、怪しまれ、追及され、なし崩しに東京行きがバレてしまうかもしれない。


    　彼らが起きるより早く出て行けばいいと一度は思ったが、それが何時になるのかさっぱり予想がつかない。中には朝がすごく早い親戚だっているかもしれないのだ。


    　しばらく考えた末、僕は親戚たちが全員寝静まった直後に家を出ることに決めた。


    　眠いけれども、ほかに方法はない。


    



    　下から物音が聞こえなくなったのは午前四時だった。


    　大人だからって夜よ更ふかししすぎだと怒鳴ってやりたかった。


    　しかしそんなことをしたら今までの我慢が水の泡になってしまう。


    　とりあえずさらに三十分ほど時間を置いてみる。


    　それから僕は音をたてないようにゆっくりとドアを開けた。


    　耳に両手を当てて階下の様子を窺うかがう。


    　人の声は聞こえてこない。物音もない。全員、眠りについたのだろう。


    　行くのは今しかない。


    　僕はバッグを両手に抱えて階段を下り始めた。


    　途中までは静かに進めたが、踊り場で床板が「ミシッ！」と鳴った。


    　心臓が飛び跳ね、反射的に体が固まった。


    　しばらく様子を見たが、誰も起きてくる気配はない。


    　階段を下り切ると、あとは玄関まで廊下を一直線だ。


    　しかし横にはドアの閉じているトイレがある。


    　今にも誰かが出てきそうな気がしてしまう。


    　だが、ここで立ち往おう生じようしている時間こそが一番まずい。


    　僕は意を決して前へと挑んだ。


    　廊ろう下かを摺すり足あしで進むと、靴くつ下した越しに冷たさが伝わってきた。


    　リビングに通じている廊下の前を通りすぎる。


    　玄関まであと三メートル。


    　ここまでくれば脱出したも同然だと思った。


    　そんな気の緩ゆるみが空気中に滲にじみ出てしまったのか。


    　突とつ如じよ、まったく予期していなかった左手のドアが開いた。そこは普段開けることのない物置部屋だ。使っていない道具類をとりあえず置いておく場所であり、間違っても客の寝室に割り当てるところではない。


    　中から親しん戚せきの一人が出てきて、真正面から視線がかち合った。


    「え、ええと。これは、その……あっ！」


    　僕はバッグを背中に隠そうとしたが、慌てて手を滑らせてしまった。


    　ドサッ、という音が廊下に響き渡る。


    　まだ手ぶらであれば多少は言い逃のがれができただろうが、これはもはや決定的な失敗だ。


    「………イ…は？」


    　案の定、相手はなにかを言ってきた。


    　僕は心の中で早さ希きに謝った。


    　どうやら僕の東京旅行は家から一歩も出られずに終わりそうだ。


    「……トイレは？」


    「え？」


    　相手の顔を見ると、その目はどことなく焦点が合っていなかった。


    　僕はハッと気がついて廊下の奥を指差した。


    「うちのトイレはそっちです」


    「……ああ」


    　相手は僕の示したほうへ歩いていくと、無言のままトイレに入った。


    　僕はしばしその場で固まっていたが、ハッと気がついて素早く三た和た土きへ下りた。


    　急いで靴を履き、慎しん重ちようにドアを開ける。


    　外へ出て、最後の最後でヘマをしないようにゆっくりとドアを閉める。


    　外の景色は全体的に深く青みがかっていた。朝と夜の狭はざ間まだ。


    　僕はバッグをカゴに放り込み、自転車で一気に坂を下った。


    



    　駅のベンチに座っていると、朝あさ霧ぎりの中を一台のタクシーがやってきて沿道に停車した。


    　後部のドアが開き、中から早希が降り立った。


    　彼女は早足でこちらへ駆けてきたが、肩から下げたバッグが大きいため、どうしてもヒョコヒョコとした歩き方になっていた。


    　彼女は上にカーディガンをはおり、チェックのスカートを穿はいていた。少し寒そうに見えたが、昼になれば気温が上がってきてちょうどよくなるのかもしれない。


    「ごめん。こんなに早い時間に来てもらって」


    　僕はまず開口一番に早さ希きに謝罪した。午前五時に電話をかけるという、こんな非常識なことをやってしまったのはこれが初めてだ。


    「親しん戚せきの方たちが現れたんですよね？　それなら仕方がないじゃないですか。ところで今は大丈夫ですか？　尾び行こうされたりしていませんよね？」


    「たぶん大丈夫だと思う。ここに来るまで何回も確認したけど、それらしい人影はついてこなかったから」


    「平たい良らさん、ちょっと……」


    　唐とう突とつに早希が爪つま先さき立ちをしてズイッと顔を近づけてきた。


    　至近距離からじっと顔を凝ぎよう視しされる。


    　逆に僕は彼女の大きな瞳を凝視することになった。


    「な、なに？」


    　思わず背筋に力が入る。


    「……うん。大丈夫ですね」


    　早希は踵かかとを下ろすと、安心したように頷うなずいた。


    「どういうこと？」


    「平良さんはやっぱり平良さんです。認証しました」


    「ああ。そういうことね」


    　僕が本物であるか、確認したということなのだろう。


    　僕はホッと肩の力を抜いて、地面に置いていたバッグを持ち上げた。


    　早希もちゃんと見分けてくれたことだし、そろそろ出発だ。


    　僕らは電車に乗って新幹線駅に向かった。


    　時々周囲を窺うかがったけれど、親戚たちは見当たらない。


    　この調子で新幹線に乗ることができたら、あとはもう一気に東京だ。

  


  
    



    　　　第二章　東京賛歌


    



    「平たい良らさん。起きてください。そろそろ東京ですよ」


    　肩を揺り動かされて僕は目を覚ました。


    「……あ、あれ？　もしかして僕、眠ってた？」


    「はい。新幹線が発車するとのほぼ同時に。タイミングがタイミングなだけに、まるで平良さんの夢を燃料にして走り出したのかと思いましたよ」


    「……あ、ああ。ごめん」


    　寝起きだったせいで、早さ希きの冗談を上う手まく返すことができなかった。


    「寝ちゃうつもりはなかったんだけど」


    「いいんですよ。わたしも少し寝てましたから」


    　そう言っている間に新幹線はホームに入った。


    　僕は棚から荷物を下ろし、ほかの乗客についていくようにして車両から降りた。


    　しばらくはそのまま人の流れに従ってエスカレーターを下っていけばいいだけだった。しかし改札を出てからはいきなり外国に放り出されたような気分になった。


    　駅の構内ではあらゆる方向に人々が行き交っている。正面からこちらに向かってくる人もいれば、左から、右から、斜めから。時おり背後からヌッと追い越されて驚くこともあった。


    「あっちこっちに階段があるし、お店もあるし、広告は多いし、工事中だし、なにより人が多い。なんていうか、一つの独立した町って感じがするな」


    「ネットでは複雑すぎる駅のことをよく『ラストダンジョン』と揶や揄ゆしたりするそうですよ」


    　僕らはしばらく券売機の横にもたれて、人々のめくるめく流動を眺めていた。


    　東京だな、と僕は小さく呟つぶやいた。新幹線ではすっかり寝入ってしまったけれど、このゴチャゴチャした光景を見ていたら、まさに東京にいる、という感かん慨がいが湧いてきたのだった。


    「ところで早さ苗なえ先輩とはどこで待ち合わせを？」


    「姉は自分のアパートの最寄り駅までしか迎えに来ないと言ってます」


    「は？」


    　てっきりここで待っていれば早苗先輩が来てくれるものと思っていた。しかしよくよく考えてみれば、あの人がそこまでサービスがいいはずがない。


    　当然、そうなると自力で電車に乗って早苗先輩の住む町まで行かなければならない。


    「早苗先輩の住んでるところって、どの路線で行けばいいかはわかる？」


    「切符を一枚買えばぐるぐると回ってくれるやつです」


    　僕は構内を見回して案内パネルを確認していった。とにかく今の僕らには必要のない情報が多すぎる。それでもどうにか僕は適切な番線を見つけることができた。


    「たぶんこっちじゃないかな」


    　早さ希きを連れて上った階段の先は、案の定目的のホームだった。


    　三分も待たないうちにホームに電車が滑り込んできた。方面を確認し、乗り込む。


    　電車に揺られながら、ふと手元に新幹線の切符が残っていること、さらに今乗っている電車の切符を買っていないことに気がついた。


    「も、もしかしてこれってキセル乗車？」


    　僕の不安げな言葉に対し、早希は用意してきたとばかりに微笑した。


    「新幹線の切符をよく見てください。東京都区内有効、って書いてありますよね？　これは新幹線を降りたあとでも、この範囲内なら電車に乗ることができるって意味なんです。言ってみれば新幹線の切符に電車の切符がセットになっているようなものですね」


    「へえー。知らなかった。新幹線のあとは、普通に在来線の切符を買わないといけないんだと思ってたよ」


    「バッチリ下調べをしてきましたからね。東京散策はわたしに任せておいてください」


    　いかにも田舎いなか者ものめいた会話をしている間に、電車は目的の駅に到着した。


    　その駅は東京駅ほどではないにしろ、人が多いことに変わりはなかった。むしろ建物が小さくなった分、人口密度が高くなったような気がする。


    「予定よりも三時間ほど早く到着してしまいましたね。でも、姉には新幹線に乗った時にメールを送っています。そろそろ来るんじゃないですかね」


    　僕らは正面改札の中央にある柱の前で、早さ苗なえ先輩が来るのを待ち受けた。


    　そういえば早苗先輩と会うのは何か月ぶりだろうか。


    　特に最近は勉強に追われていて、月日の流れというものに鈍どん感かんだった。


    　改めて計算してみる。卒業式以来だから、約七か月ぶりだ。


    　果たして早苗先輩はどうなっているのだろう？


    　大学生活は小中高とはまったくペースの異なる生活らしい。高校デビューという言葉があるが、きっと大学生になったことでの変化と比べたら微々たるものだろう。


    　とはいえ『我が道をゆく』どころか『我が道しか知らない』早苗先輩のことだ。まったく変わっていないことだって充分にありえる。まあ、どっちみち僕は「平たい良らくん、ぜーんぜん変わっていないねー」言われることになるのだろうが。


    「…………ですね」


    　ボンヤリしていたため、僕は早希の言葉を聞き逃してしまった。


    「え、なんだって？」


    「あ、いえ。姉が遅いですね、と言っただけです」


    「ああ。言われてみると、確かに」


    　時計を見るとこの駅に着いてからすでに三十分は経過している。


    「ちょっとメールを送ってみますか」


    　早さ希きはケータイをバッグから取り出し、手早く文章を作って送信した。


    　しかしそれから十五分が経っても、本人の姿はおろか、メールの返事もこなかった。


    「こうなったら直接かけてみます。本当はこんなことで通話料を取られたくはないんですけど」


    　早希はケータイを耳に当てた。しかし通話状態になった気配はなかった。早希は二度ほど電話をリダイヤルしたが、いずれも結果は同じだった。


    「いわゆる音信不通というやつですね」


    「電波は繫つながる？」


    「呼び出し音は鳴りますが、電話には出ないんです。留守番電話に切り替わらないところから考えると、泥どろのように眠っているか、あるいはケータイを部屋に置き忘れたまま外に出てしまったか。どちらにしろはた迷惑な話です」


    　自分から招待しておきながらいきなり放置ときたものだ。まあ、早さ苗なえ先輩らしいと言えばらしいけれども。


    「このまま立ち尽くしていても意味はないですね。とりあえずご飯でも食べましょう」


    　時刻は十時半を回ったところだった。そういえば朝食をとらずに家を抜け出てきたのだった。そしてそれは早希も同じことだ。


    「そうしよう。……でも、どこにしようか？」


    　駅の中をざっと見回してみただけでもベーカリー、立ち食いソバ、パスタ、ラーメン、カフェ、コンビニなどがひしめいている。外はそれ以上に多くの店が軒のきを連つらねていた。


    「これだけあると、どこに入ればいいのかわからなくなってくるよ」


    「選択肢が多いのが必ずしも自由とは言えませんよね。いっそ、あれなんてどうですか？」


    　早希が指差したのは車道を渡った先のモスドナルドだった。


    「東京まで来て全国チェーン？」


    「新鮮味がないのは認めます。でも、だからこそ安心感がありません？　それとも平たい良らさんは知らないお店にどんどん挑戦していきたい性た質ちですか？」


    「いや、モスドナルドでいいよ。実際、こっちのほうが落ち着くだろうから」


    　僕らは入り慣れたモスドナルドでハンバーガーのセットをそれぞれ注文し、二階の窓まど際ぎわ席に腰を下ろした。ここなら駅にやってきた早苗先輩をすぐに見つけられるはずだ。


    　すぐに現れる保証はないので、僕らはできるだけゆっくりとハンバーガーを食べた。普通に食べたらせいぜい十分のところを、あれこれ世間話を混ぜることで時間を引き延ばす。


    　それでも早苗先輩は姿を現さなかった。


    　一時間後、早希が立ち上がった。黙々と空からになった容器や包み紙をゴミ箱に放り込んでいく。


    「タイムオーバーです。平良さん。もうこうなったら遊びに行きましょう。姉に合わせてこれ以上時間を無駄にするなんて馬鹿馬鹿しいですよ」


    「でも駅が見えるところにいないと、早さ苗なえ先輩が来た時にわからないんじゃないかな？」


    「こちらから合流しようと考えている時点で、すでに姉に振り回されているんですよ。だからこう考えるんです。わたしたちが姉を捜すのではなくて、姉にわたしたちを捜させればいい」


    　確かにそれくらいの気き概がいでないと、これからもずっと早苗先輩の後ご手てに回り続けることになるだろう。それにもしもこのまま一日がすぎたら、受験勉強をする時間を削ってでも東京に来た意味がなくなってしまう。遊ぶ時には遊ぶ。それがメリハリ。


    「わかった。行こう」


    　モスドナルドを出た早さ希きはバッグの中から一枚の紙を取り出した。案の定、駅の周辺をプリントアウトした地図だった。


    　彼女は僕に地図を見せながら中心部の辺りに載っている書店を指差した。


    「わたし、まずはここに行きたいんです」


    　目的地をすでに決めていたところを見ると、こうなることをあらかじめ想定していたようだ。まあ、僕も半分くらいはやっぱりな、と思っているわけだけど。


    　僕は地図と実際の建物を見比べながら、最短コースでその書店に向かった。


    　しかし僕はなかなかその店を見つけることができなかった。


    　結局、地図を手にしながら僕らはその周辺を二往復してしまった。


    　まさか潰つぶれてしまったわけではないだろうかと、いつぞやの望遠鏡専門店のことを思い出す。


    「もしかしてあれじゃないですか？」


    　おもむろに早希が歩道沿いのビルを指差した。


    「……え、この建物全部が書店？」


    　てっきり商社ビルだと思い込んでいたその建物が、どうやら目的の書店だったようだ。


    　自動ドアをくぐって店内に入ると、風かざ除よけ室しつにフロアの案内地図があった。最上階のスタッフルームを除くすべてのフロアを一つの書店が貫つらぬいているらしい。


    「これこそまさに情報の集う場所。素晴らしいです！」


    　気分を昂たかぶらせた早希を先頭にして、僕らは順々にフロアを回った。


    　これまでの人生で、一度にこれだけ多くの本を目にしたのは初めてだ。


    　たぶんずっとそこにいようと思えば、いくらでもいられたかもしれない。しかし流石さすがにそれだけでは書店のためだけに東京に来たことになってしまいかねない。


    　早希も僕と同じことを考えていたのだろう。一時間くらい店内を回ったところで彼女は自みずから外に出た。


    「なにか買った？」


    「地元の書店には絶対に置いてないような本を買いました。けど、それ以上に満足だったのは大量の本を見れたことですね。流石さすがは東京の書店です。ちなみに買ったのは星座の写真集です」


    「ああ、いいね。よかったらあとで見せてよ。ところで次はどこに行こうか？」


    「それもすでに決めています」


    　早さ希きは再び僕に向けて地図を開いてきた。


    



    「……あ」


    　次なる目的地へ向かっている途中、急に早希が足を止めた。


    　振り返るとアパレルショップのショーウィンドウを食い入るように見つめている。


    　早希の横からガラスの中を覗のぞいてみて、僕は思わず「うわっ」と声を上げてしまった。飾られている服そのものではなく、そのショップのあまりの高級感ゆえにである。


    「なんていうか、初心者お断りっていうような雰ふん囲い気きがチクチクするよ。なんかある意味、閉鎖的だね。あ、といっても服屋さんだからクローズって言ったわけじゃないけど」


    「なにか言いました？」


    　非難されたのかと思ったが、早希は僕の話をほとんど聞いていなかった。頰ほおをほんのりと赤らめて、まるで心を半分くらいガラスの向こう側に抜き取られているかのようだった。


    「この服、欲しいの？」


    「……ほぅ」


    「ほう？」


    　僕は驚いて聞き返したが、単にため息をついただけのようだった。早希のこんなリアクションを見るのは初めてのことだった。


    　僕は今一度そのディスプレーされている服を見た。


    　正直服のことはよくわからないが、早希が今着ている服よりはやや派手な気がした。


    「え、ええと。中、入る？」


    「ううーん」


    　早希は悩ましげに手を口元に添えている。


    　僕はその服の値札を探した。せめて値段がわかれば「安いから試しに買ってみれば」とか「高いから手が出ないね」といったような言葉をかけやすい。しかし僕が見る限り、金額を示すようなものは何一つ見当たらなかった。


    「いくらなんだろう。わからないね」


    「こんな人目を引くような場所にディスプレーしているからには、やっぱり相当いいものだったりするんでしょうね」


    「とりあえず中に入ってみたら？　もしかしたら思ったよりは高くないかもしれないよ」


    「すでに売れちゃっていて、もう在庫がないかもしれません」


    「その時はここに出ているやつを売ってくれるように頼んでみたらいいよ」


    「店員さんにあつかましい奴って思われたりしませんかね？」


    「思わないって。だってそれが店員の仕事なんだから」


    　早さ希きにしてはずいぶんと悲観的なことばかり言ってくる。


    　とはいえ、彼女をあきらめさせようとは思わなかった。せっかく東京に来ているのだ。欲しいものは買うに越したことはない。


    　僕はじっと早希が決断するのを待つことにした。


    　しばらくして、早希がポツリと僕に訊たずねた。


    「……この服、わたしに似合うと思いますか？」


    「わからない」


    　僕が正直に答えると、わずかに早希の表情が曇った。


    　それでも僕は噓うそをつくつもりはなかった。


    　わからないものはわからない。配色がどうとか、服の組み合わせはこうとか、完かん璧ぺきに知識の圏外だ。大学受験の参考書にもそんなことは一行も載っていないのだ。


    「でも、だからこそ試着してみないといけないと思うんだ」


    　早希は合が点てんが行ったらしく、にわかに頰ほおを和やわらげた。


    「そう、そうですね！」


    　早希はショーウィンドウから踵きびすを返し、入り口へと向き直った。


    　ちょっと恥ずかしいけれど、僕も彼女に一緒についていこうとした。


    　と、その時だった。


    「あ、おまえ邪魔な」


    　急に右肩に衝撃を受けて、僕は危うく転びそうになった。


    　どうにか体勢を整えて振り返る。するとさっきまで僕がいた場所に、まるで作り物のように端整な顔の男が立っていた。仕立てのいいジャケットをはおり、腰に手を当てながら背筋をスラリと伸ばしている。


    　彼は僕にはまったく注意を向けず、店の前で立ち止まっている早希へ爽さわやかに笑いかけた。


    「中に入りたいけど、一人じゃ怖いんだろう？　大丈夫。オレが一緒に入ってあげるよ。さあ」


    　男は早希の手を取った。


    　その動作があまりに自然だったため、僕はてっきり二人は知り合いなのかと思った。


    　しかし早希も狐きつねにつままれたような顔をしている。


    　それでも男は構うことなく、早希を引っ張って店の中へと入っていった。


    「……い、いや。いやいや。これはおかしい。おかしいんだよな？」


    　僕は頭を振り、二人を追って自動ドアをくぐった。


    　男はショーウィンドウの服を指差しながら店員と話していた。


    　店員はうやうやしく頭を下げると、あっという間に例の服を早希の前へと持ってきた。


    　早希はぼんやりとその服を見つめていたが、やがてハッと我われに返ったように頭を上げた。


    「な、なんなんですか、いきなり！」


    　男に握られていた手を振り払う。


    　彼は謝るどころか、邪険に扱われた自分の手をまじまじと見つめた。


    「……予想を裏切られたな。これは、嬉うれしい」


    「「はあ？」」


    　意図せず早さ希きと声がそろってしまった。


    　彼はやはり僕には注意を向けず、再び早希だけに話しかけた。


    「ともかく、女性へのマナーがなっていなかったのは認めるよ。ごめん。謝ろう」


    「……そんなことよりも、まずは人として最低限するべきことがあるんじゃないですか？」


    「なんのことだい？」


    「面識のない相手にはまず自分の名前を名乗るべきです」


    「ああ、要はオレの名前を知りたいってことか」


    　冗談なのかと思ったが、彼の表情はいたって真ま面じ目めだった。


    「オレの名は宗むな像かた宗そう助すけ。よろしく。さあ、今度は君の名前だ」


    「名乗られたからといって名乗り返す義務はありません」


    「君って最近流は行やりのツンデレってやつ？」


    「はあ？　なにを言ってるんですか？」


    「でもさ、そういう子って意外とすぐにデレるんだろう？　こういうふうにしたりすると」


    　宗像宗助と名乗る男はそう言うなり、今度は早希の頭へと手を伸ばした。


    　早希はとっさに頭を下げて手をかわし、彼から距離を取った。


    「いったいなんなんですか、さっきから！」


    「なに、って聞かれても返答に困るな。女の子ってのは頭を撫なでてもらうのが本質的に好きなものなんだろう？　ニーズに応えようとしただけだよ」


    　早希は彼の言葉を無視して、あきらめきったように僕に言った。


    「平たい良らさん。早くここを出ましょう。よくわかりませんが、この人は危ないですよ」


    「あ、でも服は？」


    　傍かたわらでは服を抱えた店員が戸惑ったように立ち尽くしている。


    「もうそんな気持ちも削そがれちゃいました」


    　早希は毅き然ぜんと出口に向かって歩き出した。僕も慌てて一緒に店の外へ出る。


    　案の定、宗像宗助は僕らのあとにピッタリとついてきた。


    「交番に行きましょう。さっきここに来る途中で見かけましたから」


    　早希の言葉を耳ざとく聞きつけたのだろう。宗像宗助がうしろから話しかけてきた。


    「警察はそっちじゃない。逆だよ、逆」


    　親切のつもりなのか、かく乱のつもりなのか。とにかく耳を傾けるには値あたいしない。


    　五分ほど歩いたところで、僕らは先ほどの大型書店の前に行き着いた。


    「確かこの辺りに……あれ？」


    　早さ希きは周囲を見回しながら表情を曇らせた。


    「車道を挟はさんだ向かい側にあったはずなんですけど……」


    　僕も一緒に辺りを探してみるものの、見つけられたのは牛丼チェーン店の好よし野の家や、ビターボックスカフェ、廃はい屋おくのようなビデオショップ、地元でもよく見かける看板の薬局、あとはよくわからない商業用のビルばかりだった。


    「……ぐう」


    　早希は悔しそうに唸うなった。今になって彼女が方向オンチだったことを僕は思い出す。


    　後方に立っていた宗むな像かた宗そう助すけが知ったかぶった口調で言う。


    「だから言っただろう？　交番はさっきの道を直進だってさ」


    「聞いていませんから」


    　早希はおもむろにバッグを開けると、中から例の周辺地図を取り出した。


    「平たい良らさん。あとはお願いします」


    「うん」


    　僕はそれを受け取ろうと手を伸ばした。


    　その直前、横から長くてしなやかな手が地図を奪い去った。


    「飛べ。地平線の彼方かなたまで！」
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    　宗むな像かた宗そう助すけは一瞬のうちに地図で紙ヒコーキを折ると、優雅な手さばきでそれを空中へ飛ばした。


    　それは僕らの頭上をふわりと飛び越え、車道の往来へと紛まぎれてしまった。


    「……うん。けっこう飛んだな。自己新かもしれない。測っておけばよかったな」


    　彼は涼しげな表情で満足げに頷うなずいていた。


    「ひ、人のものをなんだと思っているんですか！」


    　早さ希きが我われに返ったように食ってかかった。


    「もしかして大事なものだった？　あんな紙キレが」


    　軽薄な態度で、まるで罪悪感がない。


    「そういう問題でなくて、人のものをいきなり捨てるのはおかしいでしょう。人として」


    「捨てたわけじゃない。無性に紙ヒコーキを飛ばしたくなったんだ。衝動ってやつかな」


    「そんなの知りません。拾ってきてください。今すぐに」


    「その間に俺から逃げるつもりだろう」


    「当然です」


    「オレはね、女の子の考えていることはほとんどわかるんだ。今の返事も予想していたよ」


    　早希は辟へき易えきとしたように大きくため息をついた。


    「いったいあなたの目的はなんなんですか？　恐きよう喝かつですか？」


    「心外だな。オレは純粋に君と仲良くなりたいと思っているだけなんだよ。もちろん親交を深めていったら、男女間の当然の帰結としてキスしたいとも思っている。もっとも、君さえよければ今すぐにでもいい」


    「「……………………」」


    　それは僕らをしばらく沈黙させるのに充分すぎる言葉だった。


    「……この人、文化が違いすぎますね」


    　早希は慎しん重ちように身を引きながら、僕に小声で囁ささやきかけてきた。


    「うん。やっぱり東京の人間って怖いね」


    「いいえ。これは場所ではなく、個人の問題ですよ」


    「それより、どうにかして逃げないと」


    「二手に別れて撒まきますか？」


    「それじゃ意味ないよ。向こうの狙ねらいは君であって、僕じゃない」


    「平たい良らさん。いっそのこと挑発してください。そうすれば状況が変わるんじゃないですか」


    「え、挑発？」


    「わざと怒らせるんです。運よく暴れ出したら、周りの人が取り押さえてくれるかもしれませんよ」


    「なんて言えばいいんだろう」


    「心の最も柔やわらかい部分に刺さって取れないような、辛しん辣らつな言葉をお願いします」


    「そんなこといきなり言われても、なかなか思いつかないよ」


    「がんばってください」


    「………………」


    　僕は意を決して宗むな像かた宗そう助すけへと向き直った。


    　息を吸い込んで、思い切って僕なりの中傷を投げつけてみる。


    「こ、この、腐ったレモン」


    「……それってどういう意味なんですか？」


    　訊きいてきたのは彼ではなく早さ希きだった。


    「え？　あ、ああ。確かレモンって腐っていても、外側の見た目はキレイなままらしいんだ」


    「つまり顔はいいかもしれないけど中身は腐っているぞ、と言いたかったわけですか？」


    「一応、そのつもり」


    「……まったく効果はないようですね」


    　中傷してやった当の本人はいたって涼しい顔のままだ。前髪の束を指でつまんで整えている。


    　と思っていたら、不意に前髪の合間から宗像宗助の視線が飛んできた。冷ややかな、無機物でも見るような目だった。


    「あのな、コウヘイ。さっきからおまえ、オレにガン無視されてるってことに気づいてないのか？　オレが男に興味ないのは知ってるだろう？　ましてやおまえのような陰いん鬱うつな奴はなおさらな。オレはおまえの相手をしている暇ひまなんてないんだ。わかったらこれ以上オレに話しかけんな。エネルギーの無駄だ。オレの耳の身にもなってくれ」


    「コウヘイ？」


    　聞き間違いだろうか。あるいは相手の言い間違いか。


    　僕は今の部分を宗像宗助に追及したかったが、彼はすでに僕から目を背そむけている。たぶん訊きいても答えてくれないだろう。


    　逃げ出すきっかけをつかめないまま、しばらくこう着状態になった。


    　宗像宗助は待つことを苦痛と思っていないらしく、常に涼しい顔を崩さなかった。


    　何度か隙すきを突いて離れようとしたが、その度たびに彼はしっかりと距離を詰めてくる。


    　このままでは日が暮れるまでつきまとわりかねない。そう本気で心配しかけた時だった。


    「サナ姉ねえ！」


    　突とつ如じよ、早希が声を上げた。


    　いつの間にか宗像宗助の右みぎ隣どなりに早さ苗なえ先輩が立っていた。


    　上に着込んだジャージのファスナーを首元までいっぱいに上げていて、ミニスカートからは細い素足が伸びている。


    　彼女はあいかわらず眠たそうな目をしながら、僕らへゆらゆらと手を振った。


    　それからおもむろに宗むな像かた宗そう助すけへと振り返ると、小脇に抱えていたそれをポンと彼に手渡した。


    「プレゼント・フロム・ミー」


    　それは真っ白いロール状の紙の束。トイレットペーパーだった。


    　吹ふき溜だまりのようなこの状況に、突如として出現した日用品。


    「なんだ？」


    　宗像宗助は端整な顔を惚ほうけさせて、自分の手の中のトイレットペーパーに見入っている。


    　僕もその見慣れた生活必需品に目が釘くぎ付づけだった。


    「いたぞ、こっちだ！」


    　高圧的な声を発しながら、駅員が人ごみを搔かき分けてやってきた。


    「あー、持ってる持ってる。やっと追いついたぞ」


    　駅員はトイレットペーパーを手にしている宗像宗助を左右から取り囲んだ。


    「いったいどういうつもりなんだ？　トイレットペーパーを持っていきなり逃げ出すなんて。おい、さっきの髪の長い女の子はどこに行った？」


    　駅員はキョロキョロと周囲を見回している。


    　気がつくとついさっきそこにいたはずの早さ苗なえ先輩の姿がない。


    「平たい良らさん！」


    　早さ希きが僕の背後から服の裾すそをグイと引っ張った。


    「今がチャンスです。走って！」


    　振り返ると早苗先輩はすでに早希の遥か後方へと走り去っていくところだった。


    「どうなんだ。君が命令して盗ませたんじゃないのか！」


    　前方では駅員による尋じん問もんが行おこなわれていた。


    　未いまだに状況はよくつかめなかったが、今はゆっくり考えている暇ひまはなさそうだ。


    　僕は意を決して踵きびすを返すと、早希とともに後方へと駆け出した。


    「あ、オイ！」


    　宗像宗助が声を上げたが、駅員に阻まれて追ってこられない。


    　早苗先輩は人ごみの中を軽やかにすり抜けていく。


    　僕らは荷物を抱えていて走りにくいというのに、まったくお構いなしだ。


    　むしろ僕らまで置き去りにしてしまいそうなほどの早さだ。


    　途中、僕は遅れ出した早希の荷物を肩代わりした。


    　僕と早希は、とにかく早苗先輩に置いていかれないようにするだけで精一杯だった。


    



    　いったいどれくらい走っただろうか。


    　うらぶれた公園の前で早苗先輩はようやく足を止めた。


    　僕は二人分の荷物を地面に下ろし、しばらく息を整えるのに専念した。早希にいたってはぐったりとその場にしゃがみこんでいる。


    　ガコン、ガコン、ガコン。自販機から立て続けに三つの音が響く。


    　顔を上げると早さ苗なえ先輩がコーラを僕へと差し出していた。


    「最近涼しくなってきたとはいっても、走れば疲れるよね。水分だって失われる。すなわち喉のどもよく渇くー。はい、どーぞ」


    「あ、どうも。いただきます」


    　僕は差し出された缶をつかんだ。けれども力がこもっていて引き抜けなかった。


    「もらえるんじゃないんですか？」


    「もちろんあげるよ。でも平たい良らくんもあたしになにかくれてもいいと思うんだ。世の中の基本は等価交換。数学の式だって要は天てん秤びんの図説でしょ？　イコールで繫つながないと世界のバランスは崩れちゃうんだー」


    「要はお金ってことですか？」


    「必ずしもそうだとは言わないよ。でもキャッシュも大歓迎。ドルもいいけど、円もいいよねー」


    　僕は素直に早苗先輩に百二十円を支払った。自分でもあきらめがよすぎるとは思ったが、たぶん抵抗したところで時間の無駄なのだ。


    「まいどー」


    　ようやくコーラを受け取ることができた。


    「お次は早さ希きだね。ほらほら、顔上げてー」


    　早希はしゃがんだままチラリとコーラを一いち瞥べつした。


    「……なんで炭酸なの？」


    「もちろんあたしが好きだから。でもって早希も好きだったでしょー？」


    「だからって、走った直後に炭酸ってことはないよ。適さない」


    「あたしは好きなものはオールシーズン、フルタイムでドンとこいだけどなー」


    　だいたい、と早希は忌いま々いましげに言う。


    「どうして姉さんの手から買わないといけないの？　すぐそこに自販機があるのに。わたしはわたしが好きな時に好きなものを買いたいの」


    「あららー。せっかくの姉妹交流の機会を蹴けってまで、機械に頼ろうというのかー。これまたキッカイな行動をー。あ、今のは機会と機械と奇怪をかけたんだからね。いわゆるトリプルミーニング？」


    「はいはい、よかったね。すごくいいと思う」


    　早希は辟へき易えきとした口調で頷うなずくと、僕へと振り返った。


    「すいません、平良さん。わたしのバッグからお財布を取っていただけますか？　真ん中でなくて、キーホルダーのついている側のポケットに……そこです。ありがとうございます」


    　財布を受け取った早希は自みずから自販機へと歩いていった。


    　そこで不意に彼女の動きは止まる。


    　不審に思った僕は歩いて行って彼女の隣となりに並んだ。


    　その自販機はメンテナンスが行き届いていないのか、ほとんどの商品が売り切れになっていた。それだけならまだいい。不思議なのはなぜかコーラまで売り切れていたことだ。おそらくさっき早さ苗なえ先輩が買った時にちょうど完売してしまったらしい。なんという出来すぎた偶然。


    　早苗先輩はニヤニヤしながら早さ希きへと呼びかける。


    「たとえ売り切れでもお値段は据すえ置おきの百二十円。妹用の良心価格設定で絶賛提供中ー」


    「………………」


    　早希は無言のまま、手にしていた百二十円を自分の姉に支払った。


    「売買成立ー。理想的な等価交換だったね。ってことで、それではカンパーイ」


    　早苗先輩は真っ先にプルタブを開け、まるで水でも飲むみたいにグイグイと缶を傾けていく。一方、僕と早希はゆっくりと味を確かめながら喉のどを潤うるおしていった。


    「そういえばドタバタしているうちに忘れてましたけど、改めてお久しぶりです。先輩」


    　親しき仲にも礼儀あり。本来なら再会して一番最初に言うべき言葉だった。


    「うんうん。くるしゅーない。よきにはからえー」


    　まんざらでもなさそうに早苗先輩は頷うなずいた。


    　彼女はクルッと体の向きを変えて、早希を正面から見み据すえた。


    「となると次のあいさつは早希ってことになるね。さあさあ、久しぶりに再会を果たした妹は、どんな感動的な言葉をプレゼントしてくれるのかなー？」


    　口元を悪いた戯ずらっぽく吊り上げている早苗先輩とは反対に、早希は生き真ま面じ目めな表情を崩さない。


    「確かに顔を合わせるのは半年ぶりかもしれないけど、時々電話だってしているじゃない。べつに改まって言うことは何一つないよ」


    「うわっ、かわいくないなー。これなら平たい良らくんのほうがよっぽどキューティクルだぞー」


    「……サナ姉ねえ。言っておくけどキューティクルは髪の毛の表皮のようなものであって、キュートの活用形じゃないからね」


    「へえ。そうなんだ」


    　と、思わず感心してしまったのは僕だ。


    「ふっふーん。平良くん。君もまだまだだねー」


    「女のくせに知らないサナ姉のほうがヤバイんだって」


    「そんなこと知らなくったって、べつに死ぬわけでもあるまいしー」


    　早苗先輩はゆるりと早希の言葉を受け流した。


    「あ、そういえばさっきのことですよ！」


    　僕がそう言うと、早苗先輩はしたり顔でうんうんと頷いた。


    「わかってるって。助けてくれてありがとうでしょー。その気持ちはあとで価値のあるなにかに換えてくれればいいからさー」


    「いや。まあ、それはそれで感謝はしてますけど、聞きたいのはどうしてトイレットペーパーだったのか、ってことです」


    「あー、なんだ。そっちか」


    　早さ苗なえ先輩はカリカリと頭を搔かいた。


    「ま、なんていうかたまたまだよね。平たい良らくんたちを駅に迎えに行った時、そういえばお気に入りのトイレットペーパーがなくなってたなーって思い出したわけ。だからついでにもらってくることにしたの。そしたらトイレを出たところでバッタリと駅員とエンカウントしちゃってね。それこそＲＰＧみたいに逃げてきたってわけ。あとはだいたい想像つくでしょー」


    「え、いや、ちょっと待ってください。なんでトイレットペーパーを駅のトイレから持ち出したりするんですか？」


    「あの駅のトイレットペーパーね、すっごく肌触りがいいの。なんていうか、モヘアって感じ？　あれを一度体感したら、もう二度とほかの紙には戻れないねー。あ、ちなみに鼻をかむ時に使ってるだけだよ。あしからずー」


    「質感について聞いているんじゃありません。駅の備品を取ってきたら、それはれっきとした犯罪じゃないですか」


    「あー、そのあたりは大丈夫。いつも拝借してくる時にトイレに百円置いてきてるから。トイレットペーパーってだいたい十二ロールで三百円くらいなんだよ。そうすると一つ百円ってわりと高いでしょー。なのにねー、あの駅員。そのことを知らずにあたしのことを追っかけてきたんだ。あーあ。しかもそれだけリスクを冒おかして持ってきたトイレットペーパーも、平良くんたちを逃がすために使っちゃったしなー。紙って本当に消しよう耗もう品ひんだよねー」


    　いろいろ指摘したい部分はあったが、きっと言うだけ無駄だろう。ともあれ早苗先輩が助けてくれたことには素直に感謝している。でなければ僕と早さ希きは未いまだにあの場から動けずにいたかもしれないのだ。


    「それにしても東京って、やっぱりあんな人ばっかりなんですかね？」


    「あんな人って？」


    「僕らにつきまとっていた男の人です。けっこう整った顔立ちの」


    「あー、宗むな像かた宗そう助すけね」


    「そうそう。確かにそんなふうに名乗ってましたよ。……って、どうして知ってるんですか！」


    「同じ大学の二年生なんだよね。でもって大学に行ってるとよく話しかけてくるんだ。あたしはたいてい無視してるけどねー。そうそう。彼にはキス・カウンターっていう通り名があるんだよ」


    「キス・カウンター？」


    「要はキス魔ってことね。自分がしてきたキスの数をカウントしていて、自慢してるって噂なんだー」


    「あ、そういえば早さ希きさんにも、いきなりキスを要求してきましたよ。あれには驚きました」


    「驚いたというより、生理的に気持ち悪かったです」


    　早希が横でボソッと呟つぶやいた。


    「だけど大学の女子の中では人気があるらしいんだよねー。要は顔がすべてを肯こう定ていさせるっていう典型なのかな。あたしから言わせれば、キスが好きっていうのは口こう唇しん愛あい期きを抜け切れていないお子様なんだけどね。ま、結論としては大学には変人がいっぱいいるってことだよー」


    「人のこと言えますか！」「人のこと言えないでしょ！」


    　またしても早希と声が重なった。


    　それから五分後、僕らは全員コーラを飲み終えて空き缶をクズカゴに捨てた。


    「さて、とー」


    　早さ苗なえ先輩は両腕を頭上に突き上げて伸びをした。


    「平たい良らくん。今の時刻は？」


    「午後三時ってところです」


    「うーん。微妙だな。どうしたもんかなー」


    「なにがですか？」


    「ねえ。今日はもう大学祭に行くのはあきらめて、あたしの部屋に行かない？」


    　早希が訝いぶかしげな顔をする。


    「なんで？　まだ三時台よ。大学祭って夕方くらいまではやっているんでしょ？　あたし、プラネタリウムが見たいんだけど」


    「そんなの明日でも明後日でも見れるよー。明日できることは今日しない。明後日できることは明日もやらない。これが大学生になったあたしがまず最初に決めた抱負なんだー」


    「……なんか怪しい。サナ姉ねえ、わたしたちに隠し事してない？」


    　それは僕も薄々感じ取っていた。早苗先輩はなにを考えているかわからないが、噓うそをつくのが上う手まいわけではないのだ。


    　早苗先輩はしばらくあらぬ方向を見つめていたが、やがて開き直ったように明るく答えた。


    「ありていに言うならば、道に迷ったみたいなんだよねー」


    「「はあ？」」


    



    　僕らはひたすら住宅に囲まれた路地を進んでいた。


    　宗むな像かた宗そう助すけに地図を紙ヒコーキにして捨てられたのが、まさかこんなところで影響するとは思ってもみなかった。


    「平良さん。すいません。ちょっと疲れちゃったんで、休んでもいいですか？」


    　三十分ほど歩き詰めたところで、早希が音ねを上げた。


    「あたしも疲れちゃったー。休も、休もー」


    　早さ苗なえ先輩が能天気な声で妹に賛同する。


    「サナ姉ねえはわたしたちが座っている間、周りを確認してきてよ。この辺りってサナ姉の庭のようなものなんでしょう。どうしてちょっと走っただけで、道がわからなくなったりするかなあ」


    「それだけ世界は広いってこと。狭いよりは広いほうがずっといい。大は小を兼ねる。ちなみにこの理屈ってどういうことだかわかる？　マトリョーシカ最高ってことだねー」


    「適当なことを言って誤ご魔ま化かそうとしないでよ」


    　僕は慌てて姉妹の間に入った。


    「まあまあ。喧けん嘩かをしても状況は変わらないよ」


    「べつに感情を昂たかぶらせているわけではありません。サナ姉……いえ、姉とはたいていいつもこういう話し方なんです。気にしなくても大丈夫です」


    「あ、べつに普段どおりの喋しやべり方でいいよ。ちゃんと通じてるから」


    　なんだか使い分けさせるのが悪いような気がした。


    「噓うそ、噓ー。この早さ希きはもう普段の早希じゃないよー。本家本元本気のブチ切れモードだよー。あー、怖い。怖いよー」


    「あることないこと言わないで。平たい良らさん。もちろん姉の言うことなんて信じてませんよね？」


    「うわー、早希の脅きよう迫はくが始まったー。平良くん、ピーンチ。どうする、どーするのかなー？」


    　僕は二人の顔を交互に見つめ、フウッとため息をついた。


    　これを言ったら早希は怒るだろうなと思いつつも、正直な気持ちを口にする。


    「なんだかんだ言って、仲がいいんだね」


    「違いますって！」


    　ふふふふふ、と早苗先輩は楽しそうに笑っていた。


    　それから再び歩き出したところで、ふと地面がアスファルトから剝むき出しの土に変わっているのに気がついた。周囲を見回すと、いつの間にか常緑樹に囲まれている。


    　また公園だろうかと思っていると、目の前に石造りの階段が見えてきた。その上には赤い鳥居がある。どうやら神社の境けい内だいらしい。


    「……あれ？」


    　僕はふと周辺の風景にデジャビュのようなものを感じた。


    「この辺り、どこかで見たことがあるような気がする」


    「そう言われてみると、わたしもそんな気が……」


    　僕に続いて早希もそう答えると、早苗先輩が負けじと「それならあたしもー」と手を挙げた。


    「とりあえず奥まで行ってみましょう」


    　僕らは鳥居をくぐって境内を進んでいった。


    　石畳はデコボコしていて歩きにくかった。これならいっそ舗装されていない道のほうがマシな気がする。次第に修行をしているような心境になってきた。


    「すごく間まの抜けている質問かもしれないけど、修行って神社でもするんだっけ？」


    　早さ希きに話しかけたつもりが、前を進んでいる早さ苗なえ先輩が勢いよく振り返った。


    「平たい良らくん、それ、本気で訊きいてるのかな？　だとしたら受験生はおろか、高校生も失格だぞー。神しん道とうの修行といったら、座ざ禅ぜん組んで痺しびれ切らして板切れでバーンでしょー」


    「それって仏教じゃありませんか？」


    「ん、そうだっけ？　じゃあ滝つぼで冷水に打たれるのはー？　あれこそ明めい鏡きよう止し水すいって感じでしょ。意味はよくわからないけどねー」


    「それも仏教のような……。あ、でもわかりません。なんか、自分の国の文化や宗教って、意外と知ってるようで知らないものですね」


    　僕個人の知識が浅いせいなのか、それとも誰もがこんな程度なのかはわからない。


    　さらに歩いていくと、やがて階段の頂上に社やしろの一角が見えてきた。


    「あ、わかった。平良さん、わかりましたよ！」


    「なにが？」


    「ここって全国的に有名な『森しん羅ら万ばん象しよう神社』なんです。テレビやネットで聞いたことありませんか？」


    　不意に僕の頭の中で、いつか見たテレビ番組のことが思い出された。


    「ああ、わかった。あれだろう？　どんなことにもご利り益やくのある、魔法のような神社ってやつ。神社なのに魔法とか言って、なんだか変だなって思ってたんだよ。それがここなのか。へええー」


    　僕と早希は予期せず有名な場所にたどり着いたことにすっかり盛り上がっていたが、早苗先輩は全然ここのことを知らないのかぼんやりとしている。と思いきや、彼女はずいぶん遅れてから両手をポンと打ち合わせた。


    「そっかー。ここが森羅万象神社だったんだ」


    「先輩も知ってるんですか？」


    「うんうん。これで一安心。二人とも喜べー。部屋に戻る目め処どが立ったぞー」


    「え、帰り道がわかったんですか？」


    「もうバッチリだよー。たぶんここから歩いて五分もかからないね。走り出したら九十秒ってところかな。というのもね、たぶんここはあたしが大学に通う途中にある場所なんだ。今まで何度も緑がモソモソしているところがあるなって思ってたんだけど、まさか神社だったとはねー。それにしても、はっはーん。こういう地理関係になっていたわけかー」


    　いまいち早苗先輩は一人だけで納得しているようだったが、とにかく道がわかったことは嬉うれしい。


    「さて、そうとわかったら帰ろうかー。お部屋があたしを～待っている～虎こ視し眈たん々たんと～♪」


    　早苗先輩は変なリズムの小唄を歌いながら、出口に向かって引き返し始めた。


    「ちょ、ちょっと待って！」


    　早さ希きが早さ苗なえ先輩の背中をつかんだ。


    「せっかく有名な神社に来たってのに、なにもしないで帰っちゃうわけ？　もったいない」


    「願いはすでにかなえられたんじゃない？　きっとあたしたちが道に迷っていることを察して、ここまで導いてくれたんだよー。ありがたいねー。ありがとうねー。とりあえず即席で祈っておこうか。インスタント・アーメン」


    「かなえられていないってば。だいたいまだお賽さい銭せんも入れてないし、ガラガラするやつも振ってない。というか、せっかくここまで来たのに途中で引き返すほうが失礼だよ。それにここの神社の真しん髄ずいはほかにもあるんだから」


    「正直、あたしもう足が疲れたんだよねー。できることなら十秒でも五秒でも早く部屋に戻ってリラックスしたいんだー。明日か明後日にでもまた来ればいいんじゃないかな。それが利巧な選択だと思うよ。またクレバー」


    　ちなみにクレバーは「利巧な」という意味だ。


    「サナ姉ねえのことだから、明日になったら絶対に面倒臭いって言うに決まってる」


    「わかったわかったー。だからそんなに本気で抗弁しないことー」


    　早苗先輩は方向転換をして、再び境けい内だいの奥へと歩き出した。


    「それで、参拝のほかになにがあるんだったっけ？」


    　僕は隣となりを歩く早希に訊たずねた。


    「お守りです」


    「そうだった！」


    　お守り。それは神社の霊れい験げんを持ち帰ることができる最高のお土産みやげだ。あらゆることにご利り益やくがあると謳うたう森しん羅ら万ばん象しよう神社では、安あん産ざん祈き願がん、縁結び、恋愛成じよう就じゆ、家内安全などなど、それこそあらゆる種類のお守りをそろえている。


    「なにそれ。美お味いしいのー？」


    　僕は階段を上りながらここの神社のお守りがいかに有名かを早苗先輩に説明した。しかし彼女はまるで信じようとはしなかった。


    　ようやく階段を最後まで上り切ると、正面に堂々たる本殿が現れた。左手側には柄ひ杓しやくの置かれた手ちよう水ず舎があり、右手側には小さな札所が見えた。


    「どれどれ。どれが噂うわさのお守りだってー？」


    　早苗先輩がいきなり札所に向かおうとするので、慌てて早希と一緒に引き止めた。


    「まずはこっちで手を洗ってから参拝をするのが普通なの。お守りはそれから。いきなりショートカットしないでよ」


    　面倒臭がる早苗先輩を引きずって、僕らは三人で参拝に挑んだ。


    　僕と早希はご縁があるようにと五円玉を選んだが、早苗先輩はなぜか小銭を一度に何枚か投げ入れていた。


    「何円入れたんですか？」


    「十三円。いわゆる忌いみ数かずってやつだね」


    「どうしてそんな嫌いやがらせのようなことを」


    「西洋の教会ってわけじゃないんだから、べつにいいでしょー」


    　それもそうか、と頷うなずいてしまったが、果たして納得してよかったのだろうか。


    　僕らは順番に鈴を鳴らした。


    　もちろん僕が祈願するのは大学合格だ。


    　まだ学校は決めていないけど、受験するからには落ちたくはない。


    　目を開けると早さ希きはまだ合がつ掌しようを続けていた。きっと彼女にも真剣にかなえたいものがあるのだろう。


    　ちなみに早さ苗なえ先輩はすでにその場を離れ、狛こま犬いぬの鼻を執しつ拗ように撫なで回していた。


    「……さて、それでは向かいますか」


    「うん」


    　僕は早希と一緒に札所へと向かうと、早苗先輩もふらふらとこちらに近寄ってきた。


    「あっ！」


    　早希が並べられているサンプルを見るなり声を上げた。


    「あ、ああ」


    　僕もすぐに早希が驚いた理由がわかった。


    　お守りは二種類のシリーズが並べられていた。一つはいかにも神社といった感じの縫ぬい取りがされた一般的なお守り。もう一つはキャラクターとのコラボレーションというやつだろうか。表面に雨ざらしアザラシ、裏面にかわいそうカワウソの絵柄が入ったお守りだった。


    　早希は今にも財布を丸ごと渡しかねない勢いで売り子さんに言った。


    「すいません。これください！　いくらですか？」


    　巫み女この格好をした売り子さんはニッコリと微笑ほほえんだ。


    「十三万円でございます」

  


  
    



    　　　第三章　早はや川かわ早さ苗なえの部屋


    



    「さっきの数字を聞いた時、てっきり幻聴かと思いました。もしくは売り子の巫み女こさんが桁けた数を読み間違っているんだろう、って」


    　日の暮れ出した住宅街の中、僕は早さ希きの言葉に何度も頷うなずきながら歩いていた。


    　先ほど森しん羅ら万ばん象しよう神社で早希が買おうとしたお守りは、何度売り子に確かめてみたところで十三万円という金額に変わりはなかった。


    　ではキャラクターがついていないほかのお守りはというと、こちらは一つ八万円。比較した場合は安いものの、どちらにしろ僕らのような一介の高校生にはとても手が出るような代しろ物ものではなかった。


    「まったくもって失望です。人の足元を見るのにもほどがあります」


    　早希が怒るのも無理はなかった。ただでさえ知名度の高い神社に来たうえに、自分の好きなキャラクターのグッズが置いてあったのだ。まさか大型テレビすら買えるような値段とは思うまい。


    「そんなにあんなチャチなキャラ物が欲しかったわけー？」


    　早さ苗なえ先輩が振り返って早希に訊たずねた。


    「いや、キャラグッズとはいってもですね、あのお守りはそれ自体れっきとしたご利り益やくが……」


    　僕が補足説明をしようとしたら、横から早希が遮さえぎるように手を上げた。


    「もういらない。あんなの、騙だまされているだけだもん。適当に動物くっつけておけば高くても買うだろうって、その魂こん胆たんがすごく嫌いや。仮に十万円つけるって言われたって、わたしは絶対にもらってやらない」


    　僕はいたたまれない気持ちになった。早希が本当にお守りをいらないと思っているのなら問題はない。しかし彼女が感情的な文句を言い続ける限り、それはやはりあきらめきれないということなのだ。


    　それにしても早希と一緒に出かけると、たいてい彼女はむつけてしまっている気がする。


    　とにかく、と早苗先輩は早希に呼びかける。


    「あんなエセお守りのことはさっさと忘れてさ、次の面白いことをせっせと考えなー。そもそもお守りなんかに頼らなくても、ここにもっと頼りがいのある存在がいるじゃない。平たい良らくんとか、あたしとか、あたしとかー」


    　なんだか持ち上げられているような、そうでないような。


    「おおっと。そんなことを言っている間に見えてきたぞー」


    　おもむろに早苗先輩が足を止め、前方を指差した。


    「本邦初公開。とくとごろうじろー。あれこそが早はや川かわ早苗の住まいだー」


    「え、ええっ？」


    「はあぁ？」


    　それは周囲の建物から明らかに高さの抜きん出た高層マンションだった。


    「……凄い、ですね」


    「ちょっと、サナ姉ねえ。なにあれ？　城？　要塞？」


    「ふっふーん。圧巻でしょー。壮観でしょー」


    　早さ苗なえ先輩は自慢げに頷うなずいていたが、不意に「……と、言いたいところだけどね」と言って苦笑いをした。


    「実はこれはあくまで景観にすぎないんだ。はい、こっち注目。よくよくあたしの指先を刮かつ目もくねー」


    　早苗先輩の右手の人差し指を見ると、それは第一関節でわずかに曲がっていた。そしてその指先の示す方向をたどってみると、高層マンションの横にある小さな三階建てのアパートに行き着いた。


    「……サナ姉。まさかあのチンマリしたハリボテのようなやつ？」


    「然しかりー」


    「築何年なんですか？」


    　早苗先輩は指を折りながら「一、二、三……」と呟つぶやいた。


    「正せい確かくには忘れたけど、たぶん平たい良らくんと早さ希きの年を足したくらいだったんじゃないかなー」


    　現時点で僕は十八、早希は十六だ。よって三十四年くらい。賃貸アパートの相場は知らないけれど、かなり古いことは認めざるをえないだろう。


    「わたしも平良さんのようにホテルに泊まろうかな……」


    　早希がぶつぶつと呟つぶやく。


    「コラー。建物を外見で判断するのは、人間を顔だけで判断するのと同じなんだぞー」


    「わたしはサナ姉の中身をわかったうえで言ってるの！」


    　姉妹喧げん嘩かなのか、ただ単にじゃれ合っているだけなのか。判断にちょっと困るところだったが、僕はとりあえず仲ちゆう裁さいに入っておくことにした。


    「まあまあ。せっかくここまで歩いてきたわけなんだからさ。とにかく中に入ろうよ」


    「だって今にも潰つぶれそうなボロアパートなんですよ？　中だって絶対に汚いに決まってます」


    「僕らが今日来ることはわかっていたわけだから、少しは掃除をしてくれていたはずだよ。……ですよね、先輩？」


    「それは開けてビックリのパンドラ的玉手箱ってところかなー」


    　早苗先輩はズンズンとアパートへと進んでいく。


    　しぶる早希をどうにか連れてアパートへ近づくと、いよいよ建物の古さが浮き彫りになってきた。壁にはヒビ、階段にはサビが浮いている。


    「あ、ちょっと待っててー。受信トレイの整理をするからー」


    「受信トレイ？」


    　ケータイでメールチェックでもするのかと思いきや、早さ苗なえ先輩は階段脇の郵便受けを開けた。Ｅメールではなくダイレクトメールのチェックだったらしい。


    「どれもこれもいらないものばっかり。ほとんどが風俗関係なんだよねー。まったく、せめて住人の性別くらい押さえてから投とう函かんすればいいのに。女にこんなの勧めてどうするんだかねー。あ、そうだ。平たい良らくん、欲しかったらあげるよー？」


    　早苗先輩は僕にピンクチラシを差し出した。


    「い、いりませんよ。やめてください」


    「せっかく東京に来たんだから、リビドーを解放させるのもいいんじゃないかな。あたしはべつにこの手のものが悪いとは思ってないよ。男は男としてかくあるべし。さあさあ、遠慮は無用ー」


    　つきあいきれないので僕はだんまりを決め込んだ。


    　それから僕らは、早苗先輩を先頭にして階段を上がった。


    　くぐもった音を立てるその階段は、天体観測部の部室へと伸びるそれと似ているような気がした。


    　早苗先輩の部屋は三階の３０３号室で、角部屋だった。


    「さあて、ご開帳ー。オープン・ザ・ヘヴンズ・ドアー」


    　彼女はドアノブに手をかけ、少しだけもったいをつけてから扉を開け放った。


    「ん？」


    　わずかな違和感。直後、僕はその理由に気がついた。


    「ちょ、ちょっと待ってください。今、鍵かぎをちゃんと開けましたか？」


    「鍵？　ちゃんと開いてるよー。でないとドアは開かないでしょー」


    「僕、先輩が鍵を開けるところを見ていないんですけど。まさかと思いますが、もともと鍵をかけていなかったなんてことは……ありませんよね？」


    「それがなにか？　だってここはあたしの部屋なんだぞ。ほかに誰が無断で入ってくるのー？」


    「泥棒とかですよ！　そりゃあ日本は世界的には安全な国だって言いますけど、ここって曲がりなりにも東京でしょう？　不用心にもほどがありますよ」


    「あいかわらず平良くんは心配性だなー。きっと家を出る時に鍵をかけたか気になって戻っちゃうタイプでしょー」


    「そういう問題じゃありませんから」


    　早苗先輩は僕の口を封じるように、人差し指をピンと立てた。


    「平良くん。いつか教えた『禁断の花畑式話法』を覚えてる？　人は禁じられるからこそ、禁きん忌きを犯したくなる。泥棒なら鍵のかかった部屋にこそ入りたくなる。これはもう不変で不偏な普遍の心理なんだよ。では、ここでクエスチョン。逆に部屋を開け放してしまったら？　アンサー。誰もなんとも思わないだろうねー。泥棒だってそそられないと思うよ。侵入しがいがないからねー。あたしはこれを『公然の花畑式心理』と名づけ……」


    「先に上がってるね」


    　早さ希きは早さ苗なえ先輩の脇を通り抜けて部屋に上がり込んだ。つきあっていられない、ということだろう。


    「やれやれ。マイペースな妹だなー」


    　自分のことを思い切り棚に上げて、早苗先輩は早希のあとに続いた。


    　最後に僕が部屋に上がると、まず通路に積み上げられた空き缶やゴミ袋に目が行った。キッチンには放置された洗い物やプラスチックトレイが散乱している。


    「汚いですね。予想はしていましたけど」


    　正直な感想を述べると、早苗先輩はしたり顔で指を振った。


    「次のエリアに入っても、まだそんな余裕を保たもっていられるかなー？」


    　通路の端では早希が無言で立ち止まっていた。


    　僕は彼女の横に並んでリビングの中を眺めた。


    「こ、これは泥棒……？」


    　にわかにはそこで人が暮らしているとは信じがたかった。ちょっとやそっとの乱れようではない。いったい何度、この部屋の中の重力は反転を繰り返したのだろう。そんな非科学的な現象さえ考えてしまいそうなほどの散らかりようだった。


    「いえ、これだけ根掘り葉掘りひっくり返す泥棒なんていませんよ。泥棒はもっとスムーズに仕事を行おこなうものですから。つまり、これはすべてサナ姉ねえの仕し業わざです」


    　早希が呆あきれつつも冷静な分析を下す。確かにいつ部屋の住人が帰ってくるかわからない状況で、ここまで徹底的に物を引っくり返していく泥棒がいるとは思えない。


    　リビングの手前から動けないでいると、うしろから早苗先輩がグイグイと背中を押してきた。


    「ホラホラー。うしろがつかえているぞー。まずはなんでもいいから入れー。でもってくつろげー。自分の部屋だと思っていいんだからねー」


    「いえ、無理ですよ。だって僕の部屋はここまで汚くないですし」


    　以下同文、と横にいる早希が言った。


    　それにしても座るところはおろか、足の踏み場さえ見つけるのに苦労させられた。


    　おっかなビックリ部屋の中を進んでいると、足の裏に「ゴリッ」という感触があった。


    　拾い上げてみるとそれはゴルフボールのようだった。しかしよくよく目を凝こらすと小さく数字が記されていた。一桁けたもあれば、二桁の数字もある。


    「ああ、それは九十九面体サイコロねー」


    「こんなもの、なんのために使うんですか？」


    「そりゃあもちろん、九十九の選択肢に迫られた時だよー」


    　果たして人生には一度に九十九の選択を迫られる局面があるのだろうか。まあ、要は雑貨ということなのだろうが。


    　ほかに気になったのは床に積み上げられた雑誌の山だった。一番上に置かれている物のタイトルは『月刊・雑誌の雑誌』。中を適度にめくってみると、その名のとおり各種の雑誌を特集した雑誌のようだった。


    　あいかわらず早さ苗なえ先輩の趣味は多彩というか、異彩というか、よくわからない。


    「平たい良らくん。本当にどこに座ったっていいんだからねー」


    　見ると早さ希きはすでに床に置かれた夢む印じるし良品の衣装ケースにちょこんと腰を下ろしていた。実の妹だけあって慣れたものだ。というか、遠慮がないというか。


    　僕はおっかなびっくり未開封のダンボールに腰を置いた。本当にそれくらいしか僕には座れるスペースが見つけられなかったのだ。


    「とりあえず二人とも、お腹空いたでしょう。これからあたしがお手製の料理を作ってあげるからちょっと待っててねー」


    「え、先輩って料理できるんですか？」


    「どうせレトルトかカップラーメンが関の山なんですよ」


    「コラッ、早希。実の姉をなめるなよー」


    「じゃあなにが作れるっていうの？」


    「あたしの作るカップラーメンは、そこらへんの馬の骨が作るカップラーメンとはわけが違うんだぞ。ちなみに豚の骨から作るのは豚骨ねー」


    「ほら。やっぱりカップラーメンの領域からは出られない」


    「カップラーメンの調理も立派な料理であることを、今から二人の前で証明してやるからねー」


    　早苗先輩はそう宣言してキッチンに移っていった。


    　戸棚を開ける音、ガスを点火させる音、袋を裂く音などが聞こえてくる。


    「まあ、下へ手たに早苗先輩独自の[image: ]作料理を出されるよりは、カップラーメンでよかったかな。既製品だとそうそう変なことにはならないだろうし」


    「そうあってくれればいいんですけどね」


    　ほどなくして早苗先輩がリビングに戻ってきた。


    「はい、どうぞ。三分は自己責任で測ってねー」


    　手渡されたのは割わり箸ばしと、オーソドックスな銘柄のシーフード味だった。受け取った容器はほどよく熱く、お湯の温度が足りていないということはなさそうだ。ただ、どことなく甘い匂いが漂っているような気がした。


    　早苗先輩は早希にも同じカップラーメンを渡し、自分は部屋の真ん中に置かれていたソファに腰を下ろした。


    「さて、そろそろいいかなー」


    　三分後、早さ苗なえ先輩が蓋ふたを剝はがし出したので、僕と早さ希きもそれに倣ならった。


    　その途端、甘い匂いが一気に部屋の中に充満した。


    「な、なんですか、この匂い？　そ、それにこのラーメン、妙にスープが茶色っぽいですよ」


    「茶色！　おー、流石さすがは平たい良らくん。一発で当てるとはねー」


    「は？　僕、べつになにも当ててなんかいませんけど」


    「今言ったでしょー。茶色って。そう。このカップラーメンにはお湯の代わりにミルクティーを注いだんだー。ティーは茶葉。茶葉は茶色。まさに名は体たいを表わすってやつだねー」


    「……これってもしかして、ミルクシーフードのパクリですか？」


    「パクリってひどい言い方だなー。せめてオマージュって言ってもらいたいね。それにちゃんとオリジナルの要素も入っているんだぞ。ミルクはミルクだけど、ミルクティーなんだー」


    　もはやなんと言ったらいいかわからない。僕はあきらめて割わり箸ばしを割った。


    「……まあ問題は味ですよね。美お味いしければなにも言いませんよ。もちろん味には自信があるんですよね？」


    「さあ。未知との遭遇ってやつ？　今日初めて作ったからねー」


    「え、ぶっつけ本番ですか？　ちょっと人体実験入ってません？」


    「平良くん、シーフード味は嫌い？」


    「いえ、わりと好きなほうですけど」


    「ミルクティーは？」


    「好きです」


    「じゃあ大丈夫でしょー。掛け算と一緒だよ。プラスとマイナスを掛けるとマイナスだけど、プラスとプラスを掛けるとプラスのまま。つまりこの美お味いしさは数学的にも保証されているってわけだー。Ｑ．Ｅ．Ｄ．！」


    　その理屈によると、嫌いなものと嫌いなものを掛けると好きになってしまうことになるが、断然そんなことはありえない。


    　チラリと横を窺うかがうと、早さ希きは黙々と箸を進めていた。


    「大丈夫？　無理してない？」


    「サナ姉ねえが家にいた時は、もっと変なのを食べさせられたりしてましたから。これはまだまだマシな部類ですよ」


    　ここで一人だけ拒こばむわけにはいかない。僕は仕方がなくそのカップラーメンに箸をつけた。


    　基本は市販のミルクシーフードと同じような味だった。ただのシーフードよりもスープがまろやかだ。ただし紅茶のテイストがブレンドされているので、洋風のようでもあり、中華風のようでもある。


    　つまり微妙だ、という一言に尽きる。


    　吐き出すほど不ま味ずくもないが、かといってそれほど味わい深くもない。そしてこういう判断が白黒つきかねないものほど、食べ進めるのに苦労するものもほかにない。


    「そろそろ宿に移ろうかと思います」


    　どうにか食事を終わらせたところで、僕は早さ苗なえ先輩に切り出した。


    「えー。いいじゃない。このままここに泊まっていっちゃいなよー」


    「そういうわけにもいかないでしょう」


    「なんだー、あたしの部屋が人が住むには値あたいしないところだとでも思っているのかー？」


    「そんなことは……まあ、そうですよね。正直なところ」


    「そこは否定しておこうよ。仮にも後輩としてさー」


    「それで僕が泊まるところってどこですか？　そんなに遠くないんですよね？」


    「ああ、宿ね。うん、ぜんぜん遠くないよー。むしろ近いね。すっごく。歩いて三分？　いや、二分？　ううん、一分かからないねー」


    「一分かからない？　まさか隣となりの部屋とか言いませんよね？」


    「惜しい。というか、実は移動しない。ここだよ、ここー」


    「は？」


    「お風呂とトイレはバッチリ完備。食事は朝と夜の二食付き。気になるお値段は、なんと無料。タダ。すわ、リーズナブル。いや、お金がかからないからリーズナレスかな。そんな英語があるかは知らないけどー」


    「いや、困りますって。流石さすがに女の人の部屋に泊まるってのは……やっぱりマズイですって」


    「あたしは気にしないぞー」


    「僕が気にするんです」


    「そうだ。テレビを見るんだったー」


    　早苗先輩はおもむろに僕に背中を向けて、近くのガラクタをあさり始めた。どこからともなくリモコンをすくい上げ、部屋の隅に押しやられているテレビの電源を入れた。


    「おー。ちょうど始まったばかりだよー。土曜ドキュメンタリーの『プロジェクト・マニアックス』。これ、たぶん東京でしかやってない番組でね、なんと今週は頭からキノコを生やした男の話なんだってさー」


    　その番組にはかなり興味をそそられたけれど、まずは宿のことを決めないといけない。


    「どうしたらいいと思う？」


    　早さ希きに相談を持ちかけると、神妙な顔つきで頭を下げられた。


    「すいません。こうなることは充分に予想できたことだったはずなのに。せめてわたしがあらかじめ確認しておくべきでした」


    「君が謝ることじゃないよ。それより問題はここに泊まるべきか、これから自分で宿を探しに行くかってことなんだ」


    「この辺りは住宅街のようですから、今から宿を探すのは難しいと思います。駅前まで行けばあるいは見つかるかもしれませんが、金額は決して安くないと思いますよ」


    「あきらめてここに泊まったほうが楽かな？」


    「それはそれでいいと思いますよ。本音を言うと、サナ姉ねえの相手を一人でするのは疲れるので、平たい良らさんがいてくれると助かりますね」


    　実際、今日は朝からいろいろあって疲れている。今から宿を探すのも面倒なので、いっそのこと泊まってしまいたい気持ちもあった。


    「あー、終わった終わった。今回もアホっぽかったけど面白かったなー」


    　早さ苗なえ先輩はテレビを消すと、首をぐるぐる回しながら立ち上がった。


    「さーて、風呂にドブドブ入るかなー」


    　彼女は部屋の中をヒョイヒョイとまたいで移動すると、エアコンの前に吊るしていたバスタオルを取り外した。


    　ふと彼女は僕の顔を見ると、なにかを閃ひらめいたように口元を歪ゆがませた。


    「ねー、平良くん。せっかくだから一緒にお風呂に入ろうかー？」


    　からかわれるとはわかっていたけれど、まさかここまで露ろ骨こつなセクハラ発言をされるとは思っていなかった。


    「ちょっと、サナ姉！」


    「あれれ？　もしかして早さ希きも一緒に入りたいのかなー？　え、平良くんもそのほうがいいって？　うおー、好色一代男めー」


    　なにも言ってないのに早苗先輩は勝手にあることないことをどんどん口にしていく。


    　僕は意を決してダンボールから立ち上がった。


    「近くに宿がないか、ちょっと探しに行ってきます！」


    



    　早希の言っていたとおり周囲はマンションやアパートばかりで、なかなか宿泊施設は見つけられなかった。


    　もっとも僕は本気で宿を探していたわけではない。


    　なんだかんだ言いつつも、僕はもう早苗先輩の部屋に泊まるつもりでいた。あとは二人の入浴が終わる頃まで時間を潰つぶせればいいだけだった。


    　暗い住宅街を彷徨さまよっていても仕方がないので、僕はネオンの光が空に滲にじんでいる方向へ歩いていった。たぶんそっちが駅前だ。そこならまだ開いている店があるかもしれない。


    　駅前は僕の予想以上に賑にぎわっていた。建物は煌こう々こうと光を発し、人通りに衰おとろえは見られない。僕の地元の駅前とはえらい違いだ。


    　午前中に早希と一緒に入ったモスドナルドを見つけた。


    　改めてまともな夕食をとっていなかったことを思い出す。もちろんロイヤルミルクティーシーフードはまともな食事としてカウントはしない。


    　もう一度モスドナルドもないだろうと思っていると、車道を挟はさんだ先に好よし野の家やを見つけた。


    　安心感のためか、足がついそちらに向いてしまう。


    　スクランブル交差点が青になり、僕は馴な染じみの店に向けて真っ直ぐに進んでいった。


    　不意に正面から歩いてくる人と目が合う。


    　僕は反射的に「マズイ」と思ったが、一度正面からぶつかった視線を今から外すことはできなかった。


    　交差点の真ん中で、僕らは互いに相手の前で立ち止まる。


    　傍はたから見たら、それは合わせ鏡のようだったかもしれない。


    「平たい良ら家けの人だね？」


    　話しかけてきたのは彼のほうからだった。


    「……そうです」


    「やっぱり。すぐにわかったよ」


    　それはそうだろう、と僕は内心で苦虫を嚙かみ潰つぶす。


    　青信号が点滅し、人々の足取りが速くなる。


    「どこに行こうとしていたのか、聞いてもいいかな？」


    「ちょっとそこの好野家で食事をしようかと思っていたところです」


    「ぼくも同行して構わないかな？」


    　僕は曖あい昧まいに頷うなずき、彼と一緒に好野家に入った。


    　カウンター席に座ってそれぞれ牛丼並盛りを注文すると、彼は丁てい寧ねいに自己紹介をしてきた。


    「ぼくの名前は平良公こう平へい。公に平らって書いて、公平って言うんだ」


    「公平さんですか」


    　僕は昼間の宗むな像かた宗そう助すけとのいざこざを思い出していた。つまり彼は僕とこの人のことを勘違いしていたのだろう。


    「君の名前は？」


    「僕は平良りょ……」


    　正直に答えそうになって、慌てて残りの部分を飲み込んだ。


    　彼と出会った瞬間、僕は平ひら子こさんの放った追っ手に見つかってしまったのかと思った。しかしよく考えてみれば、すべての親しん戚せきが僕を捜しているとは限らないのだ。


    　ただし親戚たちのネットワークを軽く見るつもりもないので、僕はとりあえず偽ぎ名めいを使っておくことにした。


    「平良、リョウスケです」


    「リョウスケってどう書くの？」


    「平良の良に、助すけっ人との助です」


    　どうにか行き当たりバッタリで答える。


    「ふうん。良りよう助すけくん、か」


    　店員がやってきて僕らの前に牛丼を置いていった。


    「良助くんって高校生だろう？」


    「ど、どうしてわかるんですか？」


    　僕は偽ぎ名めいがバレたのかと思い、危うく丼どんぶりを取り落としそうになった。


    「いや、なんとなくだよ。雰ふん囲い気きが謙けん虚きよっていうかさ。というか、ぼくの知っている親しん戚せきたちはほとんど年上のせいで、ちょっと態度が大きいんだよ。あ、これは内緒だからね」


    「公こう平へいさんはおいくつなんですか？」


    「ぼくは今、大学一年生さ。年は十九になったばかり。良助くんは？」


    「高校二年生で、十七です」


    　念のために学年と年齢も一つだけサバを読んでおく。


    「良助くんはこの辺りに住んでいるわけじゃないよね。今まで会ったことないものな。東京には遊びに来てるのかい？　それとも修学旅行？」


    「いえ、友達と遊びに来ただけです。今はちょっとだけ別行動中ですが」


    　修学旅行と答えなかったのは、詳しく聞かれた時に厄やつ介かいだと思ったからだ。


    　公平さんはそれからも次々と僕に質問を浴びせてきた。


    　最初はそれに緊張しながら答えていったのだけど、徐々に彼が僕のことを疑っているわけではないことがわかってきた。


    　丼が空からになったところで、公平さんはおもむろに僕に謝ってきた。


    「なんかいきなりベラベラ話しかけて悪かったね。実はぼく、ここ最近大学に行ってないんだよ。不ふ登とう校こうっていうか、引きこもりっていうかさ。友達もいないんだ。そんな時に急に年の近そうな親戚の君を見つけてね。ちょっと話を聞いてもらいたいと思ったんだよ。まあ、ほとんどこっちが質問してばかりだったけどね」


    「いいえ。いいんですよ」


    　実際、どうやって時間を潰つぶそうか迷っていたのは事実なのだ。


    　それになんとなく僕は彼のことを憎めなかった。僕の話を最後までちゃんと聞いてくれるし、勝手な思い込みで否定してきたりもしない。僕の言葉を事実として受け入れてくれている。親戚の中にもまともな人がいることがわかって、僕は嬉うれしくなった。


    「あのさ、もしよかったらぼくの……いや、ごめん。なんでもないよ」


    「いいですよ。言ってみてください」


    　僕は自信なさそうにしている公平さんを促うながした。


    「そう？　え、えーと、もしよければぼくの悩みを聞いてくれないか？　場所を変えて」


    「いいですよ。少しくらいなら時間があります。僕でよければなんでも相談に乗りますよ」


    「本当かい？　あ、でもあまり気持ちのいい話じゃないかもしれないよ」


    「同じ親しん戚せきの仲じゃないですか。気にしなくていいんです」


    「ありがとう。じゃあ、お言葉に甘えさせてもらおうかな。そうだ。お詫わびと言ってはなんだけど、ここの代金はぼくが持つよ」


    　僕はありがたく公こう平へいさんにおごってもらうことにした。


    　それから僕らは店を出て、近場のファミレスへ移動した。


    　途中、僕は公平さんに偽ぎ名めいを使ってしまったことを悔いるようになってきた。


    　いっそのこと、今からでも打ち明けてしまおうかと迷う。


    　彼が僕のことをどのようにほかの親戚から聞いているのかわからないが、きっと僕の話をちゃんと聞いてくれるはずだ。


    　でも、言わなくて正解だったのだ。


    



    　アパートに戻ると二人はすでに入浴を終え、寝巻に着替えていた。


    　早さ苗なえ先輩は襟えりのついた星柄のパジャマ。早さ希きは少し大きめのフリース姿で髪を乾かしていた。


    「ずいぶん遅かったね。本当にどこかに泊まりに行っちゃったのかと思ったよー」


    「ちょっと予期せぬ出来事がありまして……」


    　僕は早苗先輩の部屋に入ると、空いているスペースに腰を下ろした。
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    「おやおや、そんなにフラフラしてどうかしたのかなー。まさかムラムラして本当にピンクチラシのお店に行ってきたとか？　ホントのことを言いなー。ホラホラ」


    　早さ苗なえ先輩のからかいも、今では軽く受け流せる。彼女には遊び心はあっても、僕への悪意は一切存在しないのだ。


    「……駅前で親しん戚せきに会ったんです」


    「親戚!?」


    　早さ希きがドライヤーを止め、険しい顔で振り返った。


    「いや、たぶん平ひら子こさんたちにはバレてない。その人も、べつに僕を捜していたわけではなかったんだよ。ただ単にこの辺りに住んでいる大学生で、たまたま町で出くわしたってだけだね。一応、こっちの名前は伏せておいたけどね」


    「ということはその人と話をしたんですか？　危ないですね。そんなのすぐに逃げるのが一番じゃないですか」


    「目が合っちゃったんだよ。そんな状態からいきなり逃げ出したりしたら、露ろ骨こつに相手に不信感を与えるようなものだからね。一緒に話をしたのも、流れに身を任せたほうが安全だと思ったんだ」


    「それで、どんな話をしてきたんですか？」


    「言ってみれば悩み相談の類たぐいだったんだけど、それが凄かった。最初は穏やかでいい人だと思っていたんだけど、話の途中からだんだん豹ひよう変へんしていってさ。最後はもう愚ぐ痴ちじゃなくて、恨うらみ節ぶし以外の何物でもないって感じだったよ」


    　僕は公こう平へいさんからされた相談事を思い出す。


    　まず彼は平たい良ら家けの顔の呪のろいについて不満を述べた。


    　同じ境遇に置かれているだけあって、その話は共感して聞くことができた。


    　次に彼は今年から始まった大学生活のことを語った。


    　なんでも入学してすぐに同じサークルの女の子と親しくなり、一度はつきあう直前まで行ったらしい。しかし告白を決意して向かったデートで、その女の子がサークルの先輩と一緒にいるのを目撃してしまった。しかも悪いことにその先輩は女ったらしで有名な人だったという。公平さんはショックを受けて、それから引きこもるようになってしまったという。


    　当時のことを思い出してしまったのか、公平さんの口調は徐々に卑ひ屈くつになってきた。平良家の境遇、自分を裏切った女の子、彼女と会っていたサークルの先輩をさんざんののしった。


    　快こころよい話ではないにしろ、ここまでは聞くに耐えないほどではなかった。


    　しかしそれから急に僕の名前が出た。


    　公平さんは僕が平良良りよう平へいという人物を知らないと思ったのか、とても詳しい説明をしてくれた。その上で彼は僕に対する恨み辛つらみを陰湿に語り出したのだった。


    「ぼくは彼が憎いんだ。聞くところによると、彼は早希ちゃんという部活の後輩とつきあっているらしいんだ。ほとんど同じ時期に女の子と親しくなりながら、ぼくは彼女と決別し、彼は関係を進展させた。最近まで同じような境遇にあった身として、もしも彼に会うことがあれば、ぼくはこう言ってやりたいんだ。平良家の呪いはいつか必ずおまえに追いつく。彼女と楽しくやっていられるのは今だけだぞ、ってね」


    　彼は僕の正体を見抜いているのではないかと疑った。しかしどうやらそんなこともなく、ただ愚ぐ痴ちを言いたいだけのようだった。


    　僕が我慢強く話を聞いたのがよかったのか、公こう平へいさんは別れる時には憑つき物が落ちたみたいに清すが々すがしい表情になっていた。


    「君って聞き上じよう手ずなんだね。年下なのにすごく話しやすかったよ。ありがとう。君とはまた会って話がしたいな。次は君の話でも聞かせてくれよ。じゃ、またね」


    　そうして僕は公平さんと別れた。時計を見ると一時間半が経過していた。


    　……そんなこんなを、僕は早さ希きと早さ苗なえ先輩にかいつまんで説明した。


    「こう言ってはなんですが、本当に平たい良らさんの親しん戚せきの方々は偏屈な人が多いですね」


    「まったくだよ。せっかく話のわかる親戚に会えたと思ったのに、ほかの人たちとなにも変わらなかった。むしろもっとたちが悪かったかもしれない」


    　しかしそんなことを話した直後なのに、早苗先輩はいきなり不吉なことを言った。


    「あたしは会ってみたいなー」


    「ど、どうしてですか？」


    「というか、その公平っていう人に限らず、平良くんの親戚一同に会ってみたいなー。だって面白そうじゃない。同じ顔なんでしょ？　特に平良くんの顔、ってところがいいよね。これといって特徴のない顔なのに、顔のことで悩みを抱えているってなんだか逆説的だよね。ねえねえ。そういえば七月頃に早希が巻き込まれた事件があったんでしょ？　その時のことを詳しく教えてよ。あたし、すごく興味があるなー」


    「いや、これは面白がるような話じゃありませんから」


    「いいから、いいから。話して聞かせて笑わせてー」


    　結局、いつだって僕は早苗先輩に押し切られてしまうのだった。

  


  
    



    　　　第四章　大学祭二日目・前半


    



    　昨夜は午前三時近くまで早さ苗なえ先輩の遊び相手をさせられた。


    　ただでさえ一昨日も満足に寝ていなかったというのに、親しん戚せきについての話を強要されたり、ＵＮＯをやったり、早苗先輩が作ったという双すご六ろくにつき合わされたりと、なんだか昼間よりも忙しかったような気がする。


    　そんな状態だというのに、僕と早さ希きが先に目を覚まし、早苗先輩はいつまで経っても起きてくれないというのはいったいどういうことだろう。


    　結局、早苗先輩を起こしてアパートを出たのはほぼ正午になってからのことだった。


    　ちなみに、早苗先輩の今日の格好はエンジ色のニットパーカにショートパンツ。一度昨日と同じ服装で出て行こうとしたところ、早希に執しつ拗ように止められたのだった。


    　早希曰いわく、「ファッションは自分のためのものである以上に、一緒に歩く人のためのもの」とのことだった。


    　早苗先輩の通う大学は、彼女のアパートから徒歩十分くらいの距離にあった。


    　大学祭告知の看板が立てかけられた正門を通過すると、活気に満ちた大学キャンパスが僕らを迎え入れた。


    　初めて足を踏み入れた大学の印象は『高校よりもとにかく広い』だった。


    　正門から少し歩くと、模擬店が膝ひざを突き合わせるようにしてひしめいているスペースがあった。店員は全員大学生らしく、呼び込みも活気に満ちている。


    「いろいろ見るのもいいけどね、まだ朝ご飯も食べてないことだし、まずは食べ歩こうか。学食もやっているけど、学祭と言えばやっぱり模擬店だよねー」


    　僕らはまず焼き鳥やホットドッグ、焼きそばなどの定番メニューでおおかたの食欲を満たし、それからはややマイナーなものへとシフトチェンジさせていった。ウサギ肉のスープとか、アイスメロンパンとか、ハバネロチュロスとか。


    　もちろん食べ物ばかりではない。時おりキグルミが通りかかって催し物のビラを渡してきたり、路上でジャグリングをやっている人がいるなど、歩く端から目を楽しませてくれた。


    　一時間ほど外を見て歩いて少し疲れたので、僕は早苗先輩に提案をした。


    「先輩。屋内展示とかはやってないんですか？　ちょっと落ち着いたものを見たいですね」


    「いいよ。で、なにか見たいのはあるのかなー？」


    　早希がここぞとばかりに手を挙げた。


    「プラネタリウム！　スーパーリアル３Ｄマルチビジョンの！」


    「ふむ？　そんなのあったかなー？」


    「サナ姉ねえ、本当にここの学生？　モグリでなくて？」


    「あー、もしかしてあれかな。はいはい。あった、あったね、あったかもー。そういや入学してすぐに施設案内とやらで見せられたんだった」


    　僕らは早さ苗なえ先輩についてキャンパスを進んだ。しかし行けども行けども目的の場所にたどり着かない。心なしか同じ景色を何度も見せられているような気がする。


    「サナ姉ねえ。もしかしてまた道に迷ってるんじゃない？」


    「そういう言い方は適切じゃないぞー。あたしが迷ったんじゃなくて、大学の敷地が広すぎるんだよ。それに、ホラ。今日は大学祭だからあっちこっちゴチャゴチャと様変わりしちゃってるわけね。だからいつもとなんか勝手が違うんだよー。たぶんね」


    「昨日の今日で、またこういう展開？　いい加減に……」


    　その時、不意に早さ希きはピタリと足を止めた。


    「……この音楽は」


    　おもむろに僕らを置いて走り出す。


    「ちょ、ちょっと。どこに行くんだよ？」


    　僕は慌ててあとを追ったが、往来の人々に阻はばまれてあっという間に早希の姿を見失った。


    　辺りは人、人、人。しかも同世代が多いので、どうしても人の見分けがつきにくい。


    「完全に見失ってしまいましたね。……って、先輩？」


    　振り返ると早苗先輩の姿も見えなくなっていた。


    「……まったく。二人とも自分の好きなように動きすぎだよ」


    　僕は近くのベンチに座り、ため息をついた。


    　ふと、どこからともなく聞き覚えのある音楽が耳に届いた。疾走感がありながら、どことなく懐かしい。


    「このメロディーってなんだっけ？」


    　僕はベンチから立ち上がると、導かれるように音源のほうへと歩いていった。


    　途中でその曲がなんであったか思い出す。僕と早希が敬愛するアーティスト、パルプ・オン・キッチンのアルバム曲だ。


    　体育館の脇を抜けると、広大なグラウンドの中央にステージが組まれていた。周囲はすでにギャラリーでひしめいており、さしずめ人々の海に浮かぶ孤島のようだった。


    　早希はそのギャラリーの最後列にいた。隙すき間まから前を覗のぞこうとして、体をひょこひょこと左右に揺らしている。


    「急にどこに行ったかと思ったよ」


    　僕が横に立つと、彼女は前方から目を離さないまま言った。


    「平たい良らさん。ステージに立っている人は見えますか？　わたしからはちょっと見えないんです」


    「うーん。生あい憎にく僕のところからも見えないな。背の高い人が前のほうに並んでいるんだよ」


    「さっきからループしているこのイントロ、なんだかわかっていますよね？」


    「当然だよ。パルプだろう。でもどうなんだろうね。本物かな？」


    「可能性はありますよね。アーティストが大学祭に呼ばれることってよくあるらしいですから」


    　早さ希きが興奮ぎみに喋しやべっていると、早さ苗なえ先輩がゆったりとした足取りで僕らに追いついてきた。


    「いきなり餌えさにつられたモルモットのように走り出したかと思ったら、目的地はこんなところか。ミーハーだなー。ちなみにミーハーの語源は熱狂的なファンのミーちゃんとハーちゃんをまとめたものだと言われているんだよ」


    「今はそんなことにまったく興味がないから」


    　早希は早苗先輩のトリビアをあっさりと切り捨てた。


    　不意にステージで奏でられていた曲が転調した。


    「始まりますね。いよいよですよ」


    　早希は頰ほおを微かすかに紅こう潮ちようさせていた。


    　今はまだステージ上のアーティストが確認できないが、歌が始まればすぐにわかるだろう。そしてもしもそれがパルプ・オン・キッチンならば、僕らにとって初のパルプのライブになる。


    　ついにボーカルの声が響いた。


    　人々は拳こぶしを振り上げ、衝動に突き動かされるようにして跳ね始めた。


    　ステージの周りは気象の荒れた海のように大きくうねる。


    　それは僕がこれまで体験してきた中学や高校の音楽祭とはまるで違った迫力だった。


    　でも、それは決して僕の内側まで響いてくることはなかった。


    「……違いますね」


    　早希が素っ気なく呟つぶやいた。


    「うん。そうだね。これっていわゆる、学生による……」


    「アマチュアのコピーバンド」


    　夢は現実の前であっさりと潰ついえた。まあ勝手に勘違いした僕らが悪いのだけど。


    「……戻りましょう。これ以上聞くのは時間の無駄です」


    「うん。そうしようか」


    　僕らはその場から離れようとしたのだが、いつの間にかギャラリーがうしろにも詰めかけていて、身動きが取れなくなっていた。仕方がないので曲が終わるまで待つことにした。


    「……あれ？」


    　ところが聞いているうちにその曲が悪くないような気がしてきた。


    　最初は本物でないせいで裏切られたような気持ちになったが、メンバーの演奏技術はそこそこだったし、ボーカルの声も意外と伸びることがわかってきた。


    「これはこれで、普通に上う手まい部類なんじゃないかな」


    　早希が信じられないとばかりに僕へと振り返った。


    「平たい良らさん、あんなパクリ連中のことを認めるんですか？」


    「普通に腕はいいよねって話だよ。個人的な感情は抜きにしてもさ」


    「わたしはこんなの認めませんよ。パルプの曲は他人がノリで演奏したりしていいものではないんです。それにこんなに大勢の前で、プロの曲を我が物顔で演奏するという神経がわたしには理解しかねます。自己満足ならカラオケでやれって話です」


    「いや、ここは大学祭のステージなんだから、なにを歌おうと自由だと思うけど」


    「わたしは平たい良らさんほど寛容にはなれません」


    　今はなにを言っても無駄のようだったので、そっとしておくことにした。


    　きっと早さ希きも自分が間違ったことを言っているのはわかっているはずだ。ただどうしても気持ち的におさまりがつかないのだろう。


    　ほどなくしてパルプのコピー曲は終わった。盛大な拍手が巻き起こる。


    「さあ、今のうちに抜けようか」


    　ほとんどの人たちはまだその場に留とどまっていたが、曲が終わってギャラリーの密度は緩ゆるくなっていた。僕らはゆっくりとではあるが、徐々に外へ向けて進んでいく。


    　もう少しで抜け出れるという時、マイクのスイッチが入ってＭＣが始まった。


    「みんな。今日はオレのために集まってくれてありがとう。でもオレのバンドが一番最初ってのは悪かった。これだとどうしても次からのバンドが下へ手たに聞こえてしまうものな。だから先に彼らの名誉のために言っておこう。彼らの歌は悪くない。オレの歌が上う手ますぎるんだ」


    　その傲ごう慢まんなトークは僕を振り返らせるのに充分すぎた。


    　少し移動したおかげか、ステージ上をしっかり見通すことができた。首からギターを下げて、マイクを握っているボーカルは昨日の町中で出会った男、宗むな像かた宗そう助すけだった。


    「あれは昨日の変態？」


    　早希にも彼の姿が見えたのだろう。


    「あんな軽薄な人間がパルプの曲を歌うだなんて。こんなの、こんなの……冒ぼう瀆とくです」


    　堂々と不平をこぼす早希にも困ったが、それ以上に厄やつ介かいだったのは周囲にいる彼のファンらしき女性たちだった。早希の発言を聞きつけて、トゲトゲしい視線を僕らへと注いでいる。


    「ここはまず、いったん外に出よう」


    　僕は慌てて早希の手を引いてギャラリーから脱出した。


    　ライブステージから離れ、人ひと気けの少ないベンチを見つけて早希を座らせる。


    「許しがたいです」


    　早希はそこでもしばらく不平を呟つぶやき続けた。


    「怒っても仕方ないよ。それより僕らはプラネタリウムを見に行く途中だったじゃないか」


    　僕は話題を変えようとしてみたが、無駄だった。


    「生あい憎にくそんな気分じゃありません。それにこんな状態で行っても楽しめないのは目に見えていますから」


    　これはもうほとぼりが冷めるまで待つしかないとあきらめかけた時、おもむろに早さ苗なえ先輩が早さ希きの前に立った。


    「コラ、早希。せっかく平たい良らくんが気を遣ってくれているのに、いつまでも一人で拗すねてるんじゃないの。いい加減にしないとあたしだって立りつ腹ぷくするぞー」


    　早苗先輩は早希の鼻をむんずとつかみ、空いてる右手を振りかざした。


    　パチン、と乾いた音が響く。


    「……痛い」


    　早希は涙目になって顔を手で押さえ込んだ。


    「せ、先輩。いくらなんでも叩かなくても……」


    「教育的制裁は加えたけど、叩いてはいないよー。こうやったの」


    　早苗先輩は左手で自分の鼻をつまみながら、右手でそれをパシッと払ってみせた。


    「あたしは昔から早希を叱る時はこうやってきたんだ。これ、地味に痛いんだよ。ツーンとするしね。でも、一番こたえるのは主に精神面だろうねー」


    　要は鼻をつねり上げただけなのだが、確かに屈くつ辱じよく的な怒られ方だと思った。


    　そしてなんだかんだと効果はあったらしく、早希の愚ぐ痴ちはピタリと止まっていた。


    「はい、早希。ごめんなさいはー？」


    　しばらく早希は恨うらみがましい視線を早苗先輩に送っていたが、やがてポツリと呟つぶやいた。
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    「……ごめんなさい」


    「よしっー」


    　早さ苗なえ先輩はわしわしと早さ希きの頭を乱暴に撫なでると、仕切り直すように顎あごを上げた。


    「早希も改心したことだし、そろそろ次の場所に移ろうか。ただし行き先はあたしが決めるねー。今までのは大学のごくごく表面。これから裏面だー」


    



    　早苗先輩は二号館と記された建物に僕らを導いた。敷地の中でもひときわ古めかしく、歴史を感じさせる場所だった。廊下は静まり返っていて、外の喧けん騒そうはほとんど届いてこない。


    「ここって学祭とは関係ない建物なんじゃないですか？」


    　廊下の壁には講義の教室変更の連絡や、サークルの会員募集のビラが無造作に貼られている。


    「声を上げて騒ぐだけがお祭りじゃないんだよー。ほら、そことか、こことか、そこことか、ちゃんと見世物をやっているでしょう。ただしほとんどが文化部だから、どれも地味なものばっかりなんだけどね」


    　教室のドアには『マジック披ひ露ろう会』とか『アマチュア人体模型展』とか『珈琲コーヒー部のきき珈琲』などと掲示がされていた。しかしどこも外のような呼び込みはなく、あまり中に入ろうという気にはさせられなかった。


    「おっとっと。通りすぎるところだった。ここだ、ここー」


    　早苗先輩はおもむろに足を止めると、『写真部展示場』と記された教室のドアをノックもせずに開けた。


    　入り口のすぐ脇には、受付らしき女の人が椅い子すに座って読書をしていた。四方は窓ごと暗幕で覆おおわれており、一定の間かん隔かくで山や川のモノクロ写真が飾られている。


    「……ここが、なんなんですか？」


    　僕はいくつか写真を見て回ったけれども、これといった感想を持つことができなかった。


    「どうかな？　ズバリ感想を聞かせてもらおうかー」


    「退屈」


    　僕の横で写真を見ていた早希がキッパリと切り捨てた。


    　正直な感想を述べることは悪いことではない。でも、近くに受付の人がいるのだから少しは遠慮すべきだと思った。


    「その感想で正しいんだよー」


    　早苗先輩はそう言うと、いきなりヤモリのように壁に張りついた。


    「せ、先輩。なにやってるんですか？」


    「ちょっと入り口をねー。確かこの辺りにあるはずなんだけどねー」


    　両手をベタベタと暗幕に這はわせていく。


    　奇行を咎とがめられやしないかと受付の人を見たが、彼女は黙々と読書に徹していた。敢あえて見ないようにしているだけかもしれないが。


    「ディスカバリー・チャンネル！」


    　早さ苗なえ先輩は景気よく叫ぶと、勢いをつけて暗幕をめくり上げた。


    　そこには隣となりの部屋に通じる扉があった。


    「隠し扉発見！　さあ、入った入ったー」


    　あくまで受付の人は無言である。


    　僕は屈かがみ込んで早苗先輩が持ち上げている暗幕の裾すそに頭を入れた。


    「ねえねえ。これってスカートの奥にもぐりこむような感じがしてこないー？」


    「生あい憎にく僕はそこまで想像力が豊かじゃありませんので」


    　僕は早苗先輩の言葉を適当にさばいて、隣の部屋へ移動した。


    「………………」


    　部屋の奥には事務机が置かれており、そこにトラが一匹、背筋を伸ばして腰かけていた。といっても体はカジュアルな男の人の格好で、頭だけトラの被かぶり物をしている。ファンシーというより、地味にリアルな顔つきだった。


    「あ、ちょっとかわいい」


    　あとから部屋に入ってきた早さ希きが呟つぶやく。が、指摘するところはそこではないと思う。


    「どう、ビックリしたー？」
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    　一番最後に早さ苗なえ先輩が部屋に移ってきた。


    「ビックリっていうか、意味がわからないんですけど。なんか頭しか被ってないみたいですし」


    「いや、キグルミってけっこう動きづらいんだよ。正直しんどいの」


    　おもむろにトラが喋しやべった。でも、まあ中身は人なのだから当然喋るだろう。


    　早苗先輩はトラの人の傍かたわらに立つと、僕らに説明を始めた。


    「紹介するね。彼はアングラ系バクチサークル『タイガー・オッズ』を一人で切り盛りする敏びん腕わん会長。その名は……トラさんでいいんだっけ？」


    「そうそう。そのへんのディテールはこだわらないから」


    「だってさ。しかしてその実体は、うちの大学の学生部執行委員長の久く保ぼさんだー」


    「あ、ダメダメ！　それは言っちゃヤバイんだって！」


    　トラの人は慌てて手をブンブンと振った。


    「あー、今のはＮＧでしたか？　でも大丈夫。この二人はあたしの後輩で、まだ高校生ですからー」


    「いやいや。部外者のほうがマズイ。やっぱり委員長がイリーガルなことに手を染めてるって噂うわさになったらヤバイっしょ」


    　正直、トラの人の正体に興味はない。ただ早苗先輩に振り回されている様子を見て、妙にシンパシーを感じてしまった。生徒会長というからには早苗先輩よりも年上のはずなのに。


    　エヘンエヘン、とトラの人はわざとらしい咳せき払ばらいをした。


    「ま、とにかく今のは聞かなかったことにしてくれないかな？　三秒で忘れてくれ。三、二、一、ポカン。というわけで改めて名乗らせてもらうよ。自分はバクチサークル『タイガー・オッズ』を運営している名もなきトラです。よろしく。ここはあらゆることを賭かけにして楽しんでしまおうという、フリーダムでマンダムな遊び場だ。普段はもっとこぢんまりと活動しているんだけど、今日はせっかくの大学祭だからね。教室を借りてちょっとした賭と博ばく場じようを開いているんだ。もっとも知っている奴だけしか入ってこれないように偽ぎ装そうはしているけど」


    「あらゆることを？」


    　てっきり博ばく打ちというからには、トランプや麻雀マージヤンなどをするところだと思っていた。


    「多少に限らず。大小問わず。些さ細さいなことから大事なことまで。万ばん物ぶつ。八や百お万よろず。エブリバディ。なんでもござれ。それこそ自分の命さえ賭けてもいい。ただし、そん時ゃ人生崖がけっぷちだけどね。ハーハハハ」


    　早さ希きが眉をひそめて僕に訊たずねた。


    「良りよう平へいさん。今のって、どこか笑えるポイントがありましたか？」


    「わからない。たぶん普段からテンションが高めの人なんじゃないかな」


    　エヘンエヘン、とトラの人は再び咳せきをした。


    「賭で人生崖っぷち、ってとこだよ。カケとガケ。濁だく点てんあるだけで。わからない？　最近の高校生はボキャブラリーが貧弱なの？　もっと日本語愛そうよ、ベイベー」


    　追つい随ずいを許さないというか、追随したくないテンションだ。


    「……もしかしてサナ姉ねえはこんなサークルに所属しているわけ？」


    「ノーノー。時々立ち寄るくらいだよ。節度ある頻ひん度どでたしなむ程度だから安心しなー」


    　そう言って早さ苗なえ先輩は僕らの背後に回り込み、肩を同時にポンと叩いた。


    「そんなわけで二人とも、どうかな一緒に。一見くだらない遊びだけど、これはこれでけっこう面白いもんだよー」


    　と言われたところで胡う散さん臭くさいし、いまいちなにをするのかよくわからない。早苗先輩はしつこく勧誘してきたが、僕らは最後まで首を縦たてには振らなかった。


    「うーん。仕方がないから一対一でやろうか、久く保ぼさん」


    「だからヤバイから。マジで」


    　早苗先輩は傍かたわらのパイプ椅い子すを開き、事務机を挟はさんでトラの人の前に座った。


    「お題はそっちでテキトーに決めてもらっていいよー。あ、でもとりあえずうしろの二人にもわかりやすいやつをね。途中で興味を持って参加してくれるかもしれないしー」


    「それならこんなのはどうだ？　最近、学食のＤ定食にはカエルのモモ肉がチキンと称されて出されているという噂うわさがある。その真相を学食のおばちゃんに直じかに訊きいてみよう。選択肢は二つ。イエスかノーかだ」


    「いいよー。それで行こう。あたしはイエスねー。賭け金は千円でどうだー」


    「よし、じゃあこっちはノーな。待ったなしだぞ」


    「いいよー」


    「ちょ、ちょっと待ってください！」


    　僕は慌てて二人の話に割って入った。


    「学食。カエルのモモ肉。真相。賭け金は千円って、いったいなんの話をしているんですか？　まさかそれが賭かけなんですか？」


    「そうだよー。賭というのは必ずしもトランプやらチップを使わなくていいんだよ。[image: ]意工夫次第でどんなことだって面白おかしくなるわけー。それともなにかな？　ギャンブルなんてやっちゃいけませんよー、的なピュアフルハートなことを言い出すつもりー？」


    「ピュアフルだろうとなかろうと、私的なギャンブルは駄目ですよ。それに、先輩がむざむざお金をドブに捨てるようなことをするのは見逃せません」


    「んんー？　まるであたしが負けてしまうかのような言い方に聞こえるぞー」


    「よくよく考えてみてください。いまいち細かい状況はわかりませんけど、要は学食でカエルの肉を使っているかどうか、っていう話でしょう？　ここ最近、食に対する安全って特に騒がしいじゃないですか。まあカエルの肉なんて使っていないと思いますけど。いや、仮に万が一使われていたとしても、いったい誰がそんなことを認めるっていうんですか。せめて賭けるならノーでしょう」


    「はーん。なるほどねー。ぜーんぜんそこまで考えてなかったなー。平たい良らくんってホントに客観的だねー。学者さんになれるんじゃないかー？」


    「わかってくれましたか」


    　僕はホッと胸を撫で下ろした。


    　しかし一瞬でも早さ苗なえ先輩を説得できたと思った自分が馬鹿だった。


    「それでもあたしはやっぱりイエスだなー。久く保ぼさん、イエスでよろしくねー」


    「なんでですか！」


    　僕は声を上げずにはいられなかった。


    「平良くんのアドバイスは参考になったよー。理屈もわかるし、正しいと思う。でもね、それだとやっぱり面白くないんだな。現実的妥だ当とう性でお金を増やしたいのなら、堅実にアルバイトでもやってるよー。だってわざわざリスクつきのギャンブルをするんだよ。ドキドキワクワクしたいよね。だからあたしはこっちを選ぶんだー」


    　僕はしばらく言葉を発することができなかった。でも、徐々にこれが早苗先輩という人間なのだと思い出す。


    「もう勝手にしてください。負けてから千円を悔やんでも知りませんからね」


    　僕はうしろに下がって早さ希きの隣となりに立った。


    「すいません。不ふ肖しようの姉で」


    「いいんだよ。こういう人だってわかっているから。まあ、久しぶりでちょっと面食らったところはあるけどね」


    　僕らは部屋の隅に置かれていたソファに座り、黙って事の成り行きを見守ることにした。


    「それじゃあさっそく学食に電話をかけるか。どっちがかける？」


    「面倒臭いことは全部そっちにお任せするよー」


    　トラの人は引き出しから電話帳を取り出し、机の上の固定電話で番号をプッシュした。すると電話機を通して「プルルルル」という呼び出し音が響いた。ちゃんと周りにも通話内容が聞こえるように設定しているらしい。ちなみに受話器はキグルミの頭を少しだけズラして内側に入れている。


    『はい。もしもし。なんの用？』


    　不ふ機き嫌げんそうなおばさんの声が応じた。


    「お忙しいところすいません。ちょっとしたアンケートにお答えしていただきたいんです。お手間は取らせません。イエスかノーかで答えてくれるだけでいいんです。よろしいですか？」


    『なにさ？　さっさと用件を言ってちょうだい。お鍋が焦こげちゃう』


    「失礼しました。では、質問を。そちらのＤ定食の鶏とり肉にくにカエルのモモ肉が使われているという噂うわさがありますが、真しん偽ぎのほどはいかがなものでしょう？」


    『またそれかい！　ここ最近、いっつもそればっかり聞かれるんだよ。うるさいったらありゃしない。もうイエスでいいよ、イエスで。あんたたちはそう言ってもらいたいんだろう？　イエス！　イエス！　イエス！　じゃあね。こちとら忙しいんだ！』


    　物凄い剣幕で電話は叩き切られた。


    「……と、いうわけだそうだ」


    　トラの人は受話器を置くと、早さ苗なえ先輩にあっさりと千円札を手渡した。


    「まいどー」


    「……え、えええ？」


    　なにが起こっているのか僕にはさっぱりわからなかった。


    「どうしたの、平たい良らくん。どう見てもあたしの完全勝利だったでしょー」


    「だ、だって、今のって明らかに学食のおばさんは噓うそを言ってたじゃないですか。面倒臭いから、そういうことでいいよ、って。だからこの場合、本当は早苗先輩の負けなんじゃないですか？」


    「噓か真まことかなんて、べつにどっちでもいいんだよ」


    　サバサバとトラの人は言った。


    「べつに俺が知りたいのは真実なんかじゃない。そんなもの、状況やタイミング、視点によってどうとでも変わってしまうからな。もしかしたら電話をかけるのがあと一時間遅かったら、おばちゃんの返事も変わっていたかもな。でも、それでいい。この浮き沈みの激しい世の中で、ある一瞬の事象を用いて賭かけをする。二度と同じ賭はできない。これが俺にとってはかけがえのない興奮なんだ。勝敗なんてぶっちゃけ二の次さ」


    「……この人、かなり危険ですね」


    　横で早さ希きがボソッと呟つぶやいた。


    　僕も心の中で同意する。たぶん何度も賭をやっているうちに、賭そのものの行為が楽しくなってしまったのだろう。いわゆる中毒だ。


    「もしかして先輩も、楽しめれば負けてもいいと思ってるんですか？」


    「まさか」


    　呆あつ気けないほどの即答だった。


    「あたしの理想はどっちもだね。いついかなる時だって勝つつもりで賭けるし、ドキドキワクワク楽しめればなおいい。間違っても負けるつもりで勝負なんかしないよ。そのへん、久く保ぼさんと一緒にしないでねー」


    「だからトラな」


    　彼の訂正など、もはや誰も聞いていなかった。


    



    　タイガー・オッズでの賭はそれから二回ほど続いた。


    「あ、ブルブルしてるー」


    　そろそろやめてくれないかと思っていたら、早さ苗なえ先輩はおもむろにケータイを取り出した。


    「もしもし。え、なに？　よく聞こえないー。ブチブチ言ってる。ちょっと待っててねー」


    　早苗先輩はいったんケータイを耳から離し、トラの人にお門かど違ちがいな文句を言った。


    「ここの部屋、電波が悪いぞー」


    「俺のＰＨＳは問題なく使える。ケータイは廊下の窓付近に行けば充分入ったと思うな」


    　早苗先輩が出て行くと、部屋の中が急に静まり返った。


    「どうだい。早はや川かわが席を外している間に、代わりに君たちもなにかやってみないか？」


    「結構です」


    　早さ希きがキッパリと断った。そういえば彼女は昔、ギャンブルは命をかけてもやらないと宣言していた。


    「そんなに頭ごなしに否定しないでくれよ。ギャンブルっていったって、自分の裁量に見合う程度に楽しめばいいだけなんだから。そうだ。できればこれに参加してくれないか？」


    　久く保ぼさんは引き出しの中から一枚の紙を取り出した。一応、見るだけということで受け取った。


    「……なんですか、このリストは？」


    　その紙には二十人近い人の名前がズラリと列挙されていた。見たところすべて男の名前だった。そして横には学年、学部、クラス、所属サークル、意味不明な数字がそれぞれ並んでいた。


    「明日行おこなわれる予定の『イケメンコンテスト』の出場予定者名簿だ。受付は明日の正午までだから、まだ人数は増えるかもしれないんだけどな」


    「これを使ってなにをするつもりなんですか？」


    「それこそルールは単純。この中から優勝者を予想するだけだ。一応この大会を説明するとだな、うちの大学祭の伝統行事で、たぶん一番規模の大きいイベントだ。それを利用して盛大な賭け事を開催しようと目もく論ろんでいるわけだよ。なあ、せっかくうちの大学祭を見に来たんだからさ。記念と思って一枚嚙かんでいってくれよ」


    「と言われましても、僕らはここの大学の学生じゃないんですよ。顔もわからないのに、イケメンコンテストの投票なんてできません」


    「ああ悪い悪い。うちの大学のイケメンコンテストって顔の審査はないんだ。出場者はいろんな種目で競うことになるんだけど、要は男の中身を試すイベントってことさ」


    「同じことですよ。外見だろうと中身だろうと、出場者のことを知らなければ賭けようがありません」


    「必ずしもそうとは限らないのさ。紙をよく見てくれ。出場者の横に数字が書かれているだろう？　それが現時点での人気度だ。数字が小さいほうが人気が高く、大きいほうが人気がない。つまりオッズだ」


    　どちらにしろ参加する気はなかったので、ザッと目だけ通す振りをしてリストを返すつもりだった。しかし僕の視線は図らずもとある出場者のところに釘くぎ付づけになった。


    「あ、こいつって！」


    　早さ希きも気づいたらしく、忌いま々いましげにその名前を指で突いた。


    「あちゃー。そいつはなー」


    　トラの人は苦々しい声を出した。


    「そいつのこと知ってんの？　それともやっぱりオッズが異様に低いから気になった？」


    「知っているというか……」


    　僕がなんと説明しようか迷っていると、続きを早希が受け継いだ。


    「ムカツクんです」


    「確かにムカツク奴だわな」


    　トラの人はあっさりと同意し、紙に書かれた『宗むな像かた宗そう助すけ』という文字をピシピシと叩いた。


    「こいつの人気はスゲーんだ。というのもさ、こいつは去年の優勝者なんだよ。おかげで今年のコンテストの盛り上がらなさっていったら。みんながみんな、宗像宗助にばかり賭けていく。おかげで一極集中状態だ。こんなんじゃ、運営している俺だってつまらんさ。なあ、だから君たち、大穴にでも賭けてくれないか？　今なら一番オッズの低い奴に賭ければ……おお、なんと八倍だ。どうだい？　ドリーム、つかんでみないか？」


    「遠慮しておきます」


    　どちらにしろ宗像宗助以外の人は知らないのだ。知らない人に、しかも本人の了解も得ないで賭けをする気にはならない。


    「ふうん。残念だな。あーあ、誰でもいいからもっと、こう、ロマン溢あふれる愚おろかな賭かけをしてくれる愛すべきバカとかいないかねえ」


    　その時、ドアが開いて早さ苗なえ先輩が戻ってきた。


    　彼女は僕らを見るなり有う無むを言わせぬ口調で言った。


    「二人とも。お好み焼きが食べたくない？　もちろん食べたいよねー」


    



    　早苗先輩が向かったのは正門とは間ま逆ぎやくの方角にある、駐輪場の一部を利用したスペースだった。そこにもいくつか屋台は出ていたが、正門側に比べると数が少なく、そして人通りも乏とぼしかった。


    「お、いたいたー」


    　早苗先輩が向かったお好み焼きの屋台は妙に大きなテントを利用していた。周囲の屋台はたいてい屋根と支柱だけなのに、そこだけ風かざ除よけ用の布が張られている。


    　中では眼鏡をかけた小柄な女の人があくせくと動いていた。


    　早苗先輩は彼女の背中に向けて陽気な声をかけた。


    「円つぶら谷やちゃーん。おはよー。なにやってんのかなー。もしかしてつまみ食い？　お店の人がそんなことするのはご法はつ度とだよー」


    　振り返った店員さんは早さ苗なえ先輩を見るなり、眼鏡越しの瞳を溢あふれんばかりに潤うるませた。


    「……は、早はや川かわさぁん」


    　カウンターの横を抜けて早苗先輩に飛びついてくる。


    「ひどい。ひどいよぉ。でも、きてくれてうれしい。おなかすいたよお。ばかぁ。ありがとう。でも、もっとはやくきてもらいたかった」


    「うんうん。ごくろうさまー。にしても、なんだね。円谷さんのエプロン姿、ずいぶん板についてきたんじゃない？　これならきっと、もうどこに行っても恥ずかしくないアレになれるよ。あたしが保証するー」


    「もしかして、立派なお嫁さんになれるってこと？」


    「腕のいい板前になれるであろうー。板についてきたから板前ねー」


    「そ、そんなのべつになりたくないよっ。そんなことより」


    　円谷さんと呼ばれた女の人は、頰ほおをリスみたいにプーッと膨ふくらませた。


    「早川さん、今までどこに行ってたの。もう大変だったんだよぉ。お客さんはどんどん来るし、油がはねて手に火傷やけどしちゃうし、釣り銭は切れちゃうし、トイレもなかなか行けないし、なによりアタシ、まだお昼ご飯も食べてないんだ。もうお腹ペコペコ。お腹が背中にくっついちゃう」


    「ハングリーでアングリーなわけねー。ついでに気性が荒くなってグリズリー？」


    「そうだよ。もうガオーッだよ。爪があったらガリッとしちゃうよ。寝たフリしてたって襲おそっちゃうよぉ」


    「そうそう。クマって寝たフリが効かないんだよねー。正しい対処法は、視線を合わせたまま、刺激しないように素早く慎しん重ちように後じさる。リー、リー」


    「とか言いながらジリジリと逃げていかないで。さあ、遅れてきた理由を説明して。ちゃんと聞いてあげるから」


    「いやー、ちょっといろいろあってねー」


    　早苗先輩はチラリと僕と早さ希きを一いち瞥べつした。


    「とにかく細かく説明しようと思えばできなくもないんだけどさ、面倒臭いからこの二人に聞いといてー。きっとあたしが説明するよりもずっと的確に教えてくれるはずだから」


    　初対面同士だというのに、いきなり問題を丸投げされてしまう。


    　そんなことを言われても、たぶん彼女のほうだって困ってしまうだろう。


    　ところが円谷さんは急にまじまじと僕の顔を見つめてきた。


    「平たい良らくん！」


    「は、はいっ！」


    　声の大きさに驚いて、僕は思わず背筋をしゃんと伸ばした。


    　僕が瞬まばたきしている間に円つぶら谷やさんは僕の手をつかみ、ブンブンと上下に振り回した。


    「平たい良らくん、平良くん、平良くん！」


    「はい。はい。はい」


    　僕は馬鹿正直に返事をしていたが、ふと気がついて質問を試こころみた。


    「平良の、誰をお呼びですか？」


    「そんなの決まってるよ。平良公こう平へいくん。君だよ、君」


    　僕は黙って首を左右に振った。薄々そうかもしれないとは思っていたけれども、まさかここで公平さんの知り合いに出会ってしまうとは。縁があるというか、因いん果がとでもいうか。


    「僕は平良公平さんではありません。紛まぎらわしくて申し訳ありませんけど」


    「それって新手のドッキリ？」


    「いえ、そんなことはありません」


    「それなら君は誰ってことになるの？」


    「たぶん公平さんの親しん戚せきってことになります」


    「名前は？」


    「平良良りよう平へいです」


    　プーッ、と円谷さんはおおっぴらに吹き出した。
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    「平たい良らくぅん。いくらなんでもそんな安あん直ちよくな回答はないよ。偽ぎ名めいを語るにしても、もうちょっと凝こった感じにしようよね？　なんなら今度、一緒に考えてあげよっか？　すっごくカッコイイやつを」


    「いや、だから本当に僕は……」


    「わかったよ。良りよう平へいくんね。うん、ＯＫ。平良良平くん。そういうもう一つの自分ってやつもたまにはありだよね。ペルソナって言うのかな？」


    　円つぶら谷やさんは一人で納得したように深々と頷うなずいた。それから不意に顔を上げて言う。


    「そんなことよりね、平良くんにずっと訊ききたいことがあったんだ。質問してもいいかな。あのね、どうしてここ数か月、全然学校に来なくなっちゃったの？　電話しても繫つながらないし、お家に行っても出てくれないし。アタシ、ずっとずっと気になってたんだぁ」


    　僕は公こう平へいさんが昨夜、鬱うつ々うつと語ってくれたことを思い出す。たぶんサークルで親しくなった女の人というのは、この円谷さんのことなのだろう。しかしそうなるとデート当日に彼を裏切ったのも彼女なのだ。にも拘かかわらずこの親しげな笑顔。よくわからない。


    「……ですからそれは本人に直接聞いてください」


    「アタシは真ま面じ目めに訊いてるんだよ？　マジなんだよ」


    　いよいよ返事に困っていたら、カウンターに一人の客がやってきた。


    　円谷さんは素早くカウンターに戻ると、テキパキと作り置きのお好み焼きを客に販売した。最初は幼い印象があったが、実はけっこうしっかりしているようだ。


    「ついでにあたしたちにも一つずつよろしくー」


    　客が立ち去ると、早さ苗なえ先輩が便乗するように注文を出した。


    「かしこまりました。合計三つですね。しめて千五百円になります。……って、どうして早はや川かわさんが並んでるのぉ」


    「ほら、もう三時。おやつの時間だよー」


    「アタシはまだお昼ご飯も食べてないんだよ。ひどいよ。ひもじいよぉ」


    「ご飯がないならお好み焼きを食べればいいじゃなーい」


    「そんなことより、早く店番替わってよ。ここって本当は早川さんのお店のはずでしょ。どうしてアタシばっかり店番してるのかな。おかしいなぁ。おかしいよねぇ？」


    「先輩のお店!?」「サナ姉ねえの店!?」


    　僕と早さ希きは同時に早苗先輩に振り返った。


    「なんだー。そのワンダーって感じの表情は。心外だぞー」


    「いくら模擬店とはいえ、先輩が経営ってありえないでしょう」


    「わたしもそう思う。駄目。無理。絶対に向いてない」


    「向いているも向いていないも、現にここに店舗がドーンと建っているでしょー。これは夢でも幻まぼろしでもなく、紛まぎれもない現実なんだぞー」


    「これは店舗というよりテントです」


    「おやおや、上う手まいこと言ったつもりかー？」


    「あ、いえ。今のは偶然です。というか先輩。現にほとんどこのお店を空けていたんでしょう？　今日だってずっとこの人に押しつけていたってことですよね？」


    「昨日は途中まで真ま面じ目めにやってたんだよー。だから迎えに行くのが遅れたんだー」


    「今さら取ってつけたように言っても説得力がないよ。どうせその時はわたしたちのことを普通に忘れていただけなんでしょう。わかってるんだから」


    「失礼なー。あたしはいつだってすべてのことに頭を使っているぞー」


    　そんな水掛け論をしていたら、円つぶら谷やさんが「……あのぅ」と白い手を上げた。


    「ごめん。アタシ、気が遠くなってきたっぽい。たぶん、今、すごく血けつ糖とう値ちが低い。ご飯、食べてくるね」


    「あー、そうだったー。うん。あとはあたしに任せなさい。精一杯目一杯、力の限りエネルギーを補充してきてねー。ついでに大学祭を楽しんできなー。昨日から全然見て回ってないでしょー」


    「……うん。行ってくる。それじゃ、またね。公こう平へいくんも、またね」


    　円谷さんは僕らに手を振りながら、覚おぼ束つかない足取りでキャンパスの中心部へ歩いていった。


    　ふと気がつくと、早さ苗なえ先輩が僕を見て口元をニヤニヤと歪ゆがめていた。


    「やーやー、平たい良らくん。君、間違いなく円谷ちゃんに愛されてるねー。ラブラブだねー。彼女、全然気づいていなかったねー。それにしても本物の……公平くんだっけ？　つまりそれだけ似ているってことなんだろうねー。気になるなー。できれば並べて見てみたいよ」


    「やめてください。確かに勘違いされたままってのは困りますけど、もう一度公平さんと会うのは危険すぎます。滅多なこと言わないでくださいよ」


    「かといってさー、このまま円谷ちゃんを勘違いさせておくってのは、このあたしでさえ忍びないと思うよー。それにホラ。早さ希きがメラメラと嫉しつ妬との炎をたぎらせているー。さっき円谷ちゃんに手を握られて、デレデレしてたのが悪かったんだろうねー」


    「メラメラなんかしてないし、平良さんだってデレデレしてないよ」


    　早希は平然と早苗先輩の茶々を切り捨ててくれた。


    　とはいえ円谷さんの誤解は解かないといけないのは事実だ。


    「先輩はさっきの人とはどういう繫つながりなんですか？」


    「同じ学部のクラスメイトだね。本名は円谷円まどか。オリエンテーションの時に隣の席だったんだー。ねえ、気づいてた？　彼女、眼鏡をかけているんだよー。あれを見てあたしはピンピンピーンときたわけね。この子は頭がいいに決まってる。友達になっておけば、きっとテストで重ちよう宝ほうするだろうってねー。ほら、大学生は人脈が重要ってよく言うじゃない？　実際、前のテストの時は助かったなー」


    「……それにしても先輩。大学に入ってやっぱり変わりましたか？」


    「そうかな？　べつにそんなこともないと思うけどなー」


    「いえ。なんていうか、さっきのバクチサークルの人といい、今の円つぶら谷やさんという人といい、先輩にしては知り合いが多いなって思いまして。なんだか失礼な言い方ですけど」


    「ホントに失礼だなー。平たい良らくん。君は知らなかったかもしれないけど、高校の時のあたしの人脈は凄かったんだぞー。それはもう、陰の理事長すらも裏で糸を引くくらいの……」


    「噓うそばっかり」


    　早さ希きが冷ややかに言った。


    　それから僕らはテントの中へと移動した。


    　中は思った以上に広かった。長テーブルが二つほど置かれていて、隅のほうにはパイプ椅い子すが重ねられている。並べればまるでちょっとした会議ができそうだった。


    「なんだか無駄にスペースありません？」


    「はっはっはー」


    　早さ苗なえ先輩は珍しく苦笑いをした。


    「実はこのテントを借りる時、間違って一番大きいやつを頼んじゃったんだよねー。それで仕方がないから昨日の昼間はここを食堂スペースとして開放してみたのね。するとお好み焼き一つでいつまでもくつろぐ無遠慮な奴が出てくるわけよー。だからもう面倒臭くなってそれもやめちゃったんだー」


    　なにはともあれ広いに越したことはない。


    　僕と早希が椅子に座っていると、早苗先輩はカウンターに置かれている古めかしいレジスターを開けてお金のチェックを始めた。


    「うーん。思ったよりも売り上げが悪いなー」


    　しばらく一人でぶつぶつと呟つぶやいていたが、不意に早苗先輩は僕らに振り返った。


    「そうだ。せっかくだから新メニューの開発しようかー」


    「新メニューもなにも、ここにはお好み焼きを作る最低限の設備と材料しかないわけですよね？」


    「だからそれを今から三人で考えるんだよ。三人寄れば文もん殊じゆの知恵って言うでしょー。ん？　文殊？　そうだ！　もんじゃ焼きにすればいいのかー」


    「先輩はもんじゃ焼きの作り方を知ってるんですか？　僕は知りませんけど」


    「水分が多ければもんじゃ、少なければお好み焼きってことじゃないのかなー？」


    　料理人が聞いたら本気で怒り出しかねないことを、早苗先輩はサラリと言う。


    「絶対に違うと思いますね。わからないことをやるのはやめましょう。食材の無駄になります」


    「それならロイヤルミルクティーでも混ぜようかー？」


    「サナ姉ねえ。わたしから一言だけ言わせて」


    「どうぞー」


    「混ぜるな、危険」


    「あー、もううるさいなー。そんなこと言うのなら二人が実際に作ってみせなー。口を動かすより手を動かせー」


    　早さ苗なえ先輩はそう言って僕と早さ希きにヘラを押しつけてきた。


    「今から二十分間ずつ時間をあげよう。その間に最低一つ、新しいお好み焼きを作ること。いい？　これは義務。できなかった奴は……解かい雇こだ、解雇ー」


    　解雇もなにも、僕らはそもそも雇用されていないのだけど。


    　僕はため息をつきながらカウンターの横に置かれている材料を手に取った。


    　鉄板はまあまあ大きかったので、僕と早希が一度に並んでも各おの々おの調理をする余裕はあった。


    「わかっていると思うけど、優先するのは味よりも見た目のインパクトだからねー。そこんところ忘れないようによろしくー」


    　普通は逆だと思うが、もはや指摘するだけ無駄だろう。


    　僕は少し考えたのち、まず普通にお好み焼きを作った。そしてそれをヘラで十個くらいに切り分ける。


    「できました」


    「おー、早い。どれどれー。見せなさい。んー？」


    　早苗先輩はもともと半開きの目を、ピントを絞るようにさらに半分ほど細くした。


    「これのいったいどこが新メニュー？」


    「一口サイズのお好み焼きです」


    「んんー？」


    　仕方がなく僕は自みずからこの新メニューの解説を行おこなった。


    「お好み焼きの食べ方って、もともとある程度の大きさで作っておいて、それを切り分けて食べ進めるっていうスタイルじゃないですか。でもそのせいで、いささか厚ぼったいイメージがありますよね。実際、小麦粉でできているわけですから、パンや麵めん類るいの仲間のようなものじゃないですか。でも、こうして最初から一口サイズに分けておくことで、食べやすさ、手軽さをアピールしようとしているわけで……」


    「小さい、小さいなー」


    「え、ああ。もう少し大きいほうがよかったですか？」


    「違う違うー。そんなことを言ってるんじゃなくて、平たい良らくんのその発想が小さいって言ってるのー。小さい。せせこましい。みみっちい。こういう時、人間としての器うつわの大きさも出ちゃうよねー」


    　僕のお好み焼きを眺めていた早希が、おもむろに手を動かし始めた。


    　途中までは一見普通のお好み焼きと変わらない。しかし生地が固まりきる前に彼女は僕と同じように分割すると、それを一つ一つ鉄板の上でコロコロと丸め出した。


    「……タコ焼き風、お好み焼き」


    　ちょっと自信なさげに早さ希きは言った。


    　遊び心はあると思う。しかしこれを商品として売るのはちょっとどうだろう。


    「駄目だ駄目だー。二人にはイマジネーションってもんがない。もっと、こう、天地を揺るがすような斬ざん新しんなものは作れないのー？　ガッカリだぞー」


    　早さ苗なえ先輩はそう言いながら早希の作った丸型お好み焼きをパクリと口に運んだ。


    「だいたいタコが入ってないじゃないかー。タコの入っていないタコ焼きなんてタコに失礼でしょーが。このタコー」


    　そこで早希は負けじと言い返した。


    「だってタコなんてもとからないんだから仕方ないじゃない。というよりも、人のものにケチをつけるくらいなら、サナ姉ねえが実際に作ってみればいいでしょう。口だけなのはどっちかそれでわかることになるよ」


    「よーそろー。やってやろーじゃないかー」


    　早苗先輩は腕まくりをする振りをして、両手にヘラを握った。


    　彼女にしてはずいぶんと自信があるように見えた。


    　それから待つこと三十分。


    　テーブルの上に出されたお好み焼きは、確かに普通のお好み焼きではなかった。外見はまだしも、尋常ではない匂いを発していた。


    　もしかしたら食べ物ですらなかったかもしれない。

  


  
    



    　　　第五章　大学祭二日目・後半


    



    　新メニューは結局のところすべてお蔵くら入いりになったけれど、僕と早さ希きが作った分は三人でおやつとして食べた。早さ苗なえ先輩の作った分は封印。きっとあとで処分することになるだろう。


    「喉のどが渇きましたね。わたし、ジュース買ってきます」


    　早希がテントから出ていくと、早苗先輩は「ふ、ふわー」と言って長テーブルにつっぷした。


    「お腹が満たされたらなんだか眠たくなっちゃったなー。今日は朝っぱらに叩き起こされたことだし、ちょっと惰だ眠みんをむさぼることにするよー。店番よろしくねー」


    「え、でも僕、お金の受け渡しとかやったことないんですけど」


    「受験生なんだから、計算くらいはできるでしょー。レジは旧式のものだから、見たまんまやっていけばたぶん大丈夫。あ、ちなみにお釣りを間違って少なめに渡しちゃうぶんにはオーケーだけど、多く渡してしまうのだけは用心してね。要は客が損しても、こっちが損しなければいいから。じゃ、よろしくー」


    「いや、どっちも駄目でしょう。というか、レジの操作をもっと詳しく教え……」


    　僕の話を最後まで聞かず、早苗先輩は早くも寝息を立てていた。まるで冗談のような早さだが、思えば高校の時からこんな調子ではあったのだ。


    　それにしても、よくもまあこんなところでスヤスヤと眠れるものだ。


    「オイ」


    　外で誰かを呼ぶ声が聞こえた。でも僕はそれを外の喧けん騒そうだと思って放っておいた。


    「オイ、って言ってるだろうが、オイ！」


    　声が荒々しくなり、僕はハッと顔を上げた。


    　店先に三人組の客の姿があった。


    　早苗先輩を一いち瞥べつしたが、まるで起きる気配はない。


    「すいません。お待たせいたしました」


    　僕は急いでカウンターへと移動した。


    　直後、三人組の真ん中の男を見て思わず言葉を漏もらした。


    「……宗むな像かた宗そう助すけ」


    　彼はひどく億おつ劫くうそうに僕の顔を見た。


    「なんだ、公こう平へい。またおまえか？」


    「公平？　ああ、はい」


    　彼が僕のことを公平さんだと勘違いしていることを思い出す。もっとも自分のことを説明する気もなかったので、そのまま黙っていることにした。


    　宗像宗助のうしろでは二人の仲間らしき男たちが薄ら笑いを浮かべていた。一人は青くカラーリングした髪を肩まで伸ばしており、もう一人は金髪をハリネズミのように逆立てている。たぶん一緒にライブに出演していたバンドメンバーなのだろう。


    「いくつお買い上げでしょう？」


    　僕はできるだけ事務的な対応に徹することにした。


    「公こう平へい。おまえに用はないが、こんな庶民的な食い物にもオレは興味はないんだ。簡潔に言うぞ。早はや川かわ早さ苗なえを呼べ」


    「……生あい憎にく今どこにいるかわからないんですよ」


    　僕はテントの奥で寝ている早苗先輩の姿を隠すように、さりげなく立ち位置を調節した。店先からは屈かがみ込まない限り奥まで見通せないが、念のためだ。


    「それなら電話で呼び出しな」


    「あの人はあまり電話に出ないんです。ケータイを持ち歩いていないこともけっこうあるみたいですからね」


    「だったら捜しに行ってこい。足を使えよ、足を」


    「僕、店番中なんですけど」


    「模擬店なんて真ま面じ目めにやるだけ恥ずかしいってことがわからないかね。さっさと行ってきな」


    　うしろの二人がドッと沸いた。


    　僕は店の中から彼らを冷ややかに見つめていた。


    　宗むな像かた宗そう助すけはそんな僕を見て意外そうに首をかしげた。


    「なんだよ。行かないのか？」


    「行きませんね」


    「それってこのオレの意に背そむくっていうことなのか？」


    「どうして僕があなたの命令を聞かなければならないんですか？」


    「ハーッハッハッハハ！」


    　宗像宗助は唐とう突とつに高らかな笑い声を上げた。


    「おまえ、ここ何か月か見ないうちに変わったんじゃないか？　心なしかクールだぜ」


    　よくわからないが機き嫌げんをよくしたみたいだった。下した手てに出なかったのがよかったのかもしれない。


    　と思いきや、唐突に宗像宗助の表情から笑みが消えた。


    「だが、面白くねえな」


    　突然、宗像宗助はカウンターに積んでおいたお好み焼きのパックを奪い取った。蓋ふたを荒々しく開けて、中身を素手でつかみ上げる。


    　なにをするのかと思いきや、彼は声を上げながら大きく振りかぶった。


    「落ちてろ、クズカゴの奈落まで！」


    　まさかと思った瞬間、お好み焼きは空中を舞っていた。それはややカーブがかかりながら通行人の間を突き抜ける。そして向かいの建物の入り口脇に置かれていたクズカゴに入った。


    「おおーっ！」


    　うしろの二人が盛大に拍手をする。


    　僕は呆あつ気けにとられてしばらく声を発することができなかった。


    「……お、お金は？」


    　本当はそんなことを聞きたかったわけではないが、あまりにも呆気にとられて、そんな言葉しか発することができなかった。


    「当然払ってやるよ。いくらだ？」


    　僕は店頭に書かれている金額を告げた。


    「ホラよ、フリスビー代。サンキュー」


    　宗むな像かた宗そう助すけはカウンターの上に硬貨をパチンと置いた。


    「うちではフリスビーなんか売ってません」


    　僕はそのお金を突き返した。少なくともそんな名目で受け取るわけにはいかない。


    「なんだ？　怒ってるのか？　ダサイぞ。ちょっとしたお遊ゆう戯ぎじゃねえか。エンターテインメントだよ、エンターテインメント。ほら、周りを見てみな。今のでここの店が注目されたじゃないか。おっ。ちょうどキャッチコピーを思いついたぜ。『飛び抜けた美う味まさのお好み焼き』ってのはどうだ？　名コピーだろう」


    「ふざけないでください」


    「ユーモアの通じない奴だな。いいから受け取れよ。それで解決だろう。買ったものをどう扱おうと客の勝手だ。食い物だからって必ず口に入れなきゃいけないわけでもない。個人の自由にケチつけるつもりか？」


    「そういう問題ではありません」


    「じゃあどういう問題だっていうんだ。ちゃんと言語化しろよ。文化的な人間らしく、感情を言語に置き換え、オレに伝達してみせろ」


    　冷静な時なら、もしかしたらそれもできたかもしれない。でもこの時は感情がうねるばかりで、口だけがパクパクと空回りするだけだった。


    　宗像宗助はそんな僕を見下すように口元に微笑を浮かべていた。


    「はいはいはい。お買い上げでございますかー？」


    　急に横から声がしたかと思いきや、いつの間にか僕の隣となりに早さ苗なえ先輩が立っていた。


    「なんだ。早はや川かわ。奥にいたのかよ」


    「おやおや。宗像大先輩じゃないですかー」


    　早苗先輩は飄ひよう々ひようとした調子で宗像宗助に話しかけた。


    「早川が屋台をやってるって聞いたから見物に来てやったんだ。売れ行きはどうだ？」


    「いやー、ぼちぼちですねー。最初は小麦粉にチョチョッと水と熱を加えるだけでお金かね儲もうけができるなんて、すわ錬れん金きん術じゆつって思ったものですけどね。でも見つからないんですよ、賢者の石が。つまり期待したほどには売り上げは伸びてないってことですけどー」


    「屋台なんて金じゃなくて思い出作りのためにやるんだよ。にしても、どうしてこんな奴と一緒にやってるんだ？　なんならオレに声をかけてくれれば手伝ってやったんだぜ。そのほうが客の入りも断然よくなるだろうに」


    「大先輩は忙しいかと思いましてね。バンドだってやっていたみたいですしー」


    「ってことは見に来てくれたんだな？」


    「たまたま通りかかっただけですよ。でもって、なにがいいのかキレイさっぱりわかりませんでした。なんというか、心にも体にも伝わってくるものがないんですよー。ハートにもミートにもビートしないと申しますかー」


    「ハッ。ろくに音楽のことも知らないくせに言ってくれるな」


    「ところで昨日はあれからいかがおすごしでしたかー？　鉄道警察の取調べの感想、ぜひとも聞かせてもらいたいですねー」


    「ああ、べつにたいしたことはなかったさ」


    　宗むな像かた宗そう助すけは余裕の表情を崩すことなく話を続けた。


    「最初はやっぱり誤解されていたみたいでさ、なんかいろいろと怒鳴られたりしたよ。でもオレがちゃんと順を追って説明したら、すぐにわかってくれたさ。論理的に話せばたいていの人間は理解してくれるんだ。あ、そうそう。早はや川かわのことはチクッてないから安心しな。オレが上う手まく誤ご魔ま化かしておいてやったよ」


    「それはそれはご丁てい寧ねいにどうもー」


    　早さ苗なえ先輩はそこで少しだけ姿勢を傾け、僕の耳元に囁ささやいた。


    （要領がいい奴ってムカツクなー）


    「オッ。そうだ」


    　おもむろに宗像宗助が思い出したように言った。


    「早川に伝えようと思っていたことがあったんだ。明日の大学祭最終日に行おこなわれるイケメンコンテストのことを知っているか？」


    「プログラムに書いてあったのは知ってますけど、それ以上は知らぬ存ぜぬ心得ぬー。そしてたいして興味もありませぬー。そんな感じですけど、なにか？」


    「じゃあ説明してやるよ。明日の午後二時から、うちの大学祭のメーンイベント、その名も『イケメンコンテスト』が開かれる。出場資格者はうちの大学の男子な。ただし院生は除く」


    「ふむふむ」


    「一般的なイケメンコンテストと違うのは、評価項目にルックスがないってことだな。知力、体力、運などなど、多種目総合判定で行われる。この競技はうちの大学が[image: ]立して以来五十年の伝統があって、優勝者は社会的成功が運命づけられているという噂うわさもあるんだぜ」


    「で、それがなんだっていうんですかー？」


    「予想がつかないか？　オレは明日、そのイケメンコンテストに出場するんだよ。すでにエントリーもすませている」


    「大先輩って意外と暇ひま人じんなんですねー。それで、いったい何位を目指しているんですか？」


    「むしろ教えてくれ。優勝以外に狙ねらう価値があるものってあるのか？」


    「はー、優勝狙いですか。これまた大きく出ましたねー」


    「無理だと思うか？」


    「そうですねー。ぶっちゃけ言うと無駄でしょうねー。だっていろんな分野に秀ひいでてないといけないわけですよね？　もしも顔だけのイケメンコンテストだったら、まだ宗むな像かた大先輩が優勝だったかもしれませんけどー」


    　まるでその言葉を待っていたと言わんばかりに、彼の目が妖しく光った。


    「じゃあ賭かけをしないか？　そんなに自信をもって言い切るなら問題ないだろう？　聞くところによると、おまえ。時々タイガー・オッズに行って時間潰つぶしをしているそうじゃないか。こういうこと、好きだろう？」


    「ほーう、勝負。それは宗像大先輩が何位を取るかってことですかー？」


    「ルールはシンプルにしようぜ。オレが優勝するか、しないかってことでいい。どうだ。やるか？」


    「なにを賭けますかー？」


    「そうだな。オレが勝ったらおまえから祝福のキスをもらうか」


    「はあ？」


    　突然の条件提示に、僕は思わず声を上げてしまった。


    　流石さすがはキス・カウンターとでも言おうものか。


    　こんな要求、普通なら恥ずかしくてとても口には出せないだろう。


    　まあ、誰もこんな条件では勝負に乗ったりはしないだろうが。


    　と思っていたら、早さ苗なえ先輩はあっさりと快かい諾だくした。


    「いいよー。受けて立とうじゃないかー。それこそ大きな大きなクジラのように真っ向からねー」


    「な、なんで……？」


    　僕が呆気にとられていると、そこにペットボトルを抱えた早さ希きが戻ってきた。


    「どうしたんですか、平良さん。……あっ！」


    　早希は宗像宗助の姿を見るや否いなや、ペットボトルの一本を構えて、臨戦体勢を取った。


    「君は昨日の……」


    　宗像宗そう助すけは早希と早苗先輩の顔を見比べると、すぐに納得したらしくニヤリと笑った。


    「なるほどね。君たちは姉妹だったのか。昨日は気づかなかったけど、どうりでこのオレが気になったわけだ」


    　早さ希きは宗むな像かた宗そう助すけを迂う回かいするようにして店の中に入った。


    　僕は早希にこれまでの流れを手短に説明する。


    「はあ？　優勝したらサナ姉ねえから祝福のキス？　いよいよわからない人ですね。だいたいまともな女性なんてもっとほかにいるでしょうに。どうしてよりにもよってサナ姉を選ぶんですか？　趣味悪いですね。バカなんでしょうか」


    　早希は宗像宗助に向かって喋しやべってはいなかったが、彼は勝手に話に応じて無理やりに会話を成立させてしまった。


    「バカってのはひどいな。確かに君のお姉さんはちょっと変わり者かもしれないけど、ルックスは非常に優れているよ。オレが言うから間違いない。そしてそれはつまり、妹の君のことも褒ほめているってことだ。もしかして君は自分の魅力に気づいていないのかな？　それなら教えてあげよう。早希ちゃんだっけ？　君もお姉さんに負けず劣おとらずかわいいよ」


    「それはそれは」


    　早希は冷ややかに宗像宗助の言葉を受け流した。


    　しかし宗像宗助は早希のつれない態度もまったく意に介さない。


    「そうだ。君も明日のイケメンコンテスト、ぜひ見に来てくれよ。オレが優勝する様を見届けて欲しいな」


    「無理ですよ」


    　早希はキッパリと言った。


    「あなたのような傲ごう慢まんな人間が優勝するとはとうてい思えません。歌をちょっとばかり上う手まく歌えるみたいですね。ほかにも特技がいくつかあるのかもしれない。でも、そんなことで人の上に立てるほど世の中は甘くはありませんよ」


    「その根拠はあるのか？」


    「そんなこと、いちいち理屈で説明するまでもありません」


    「説明はできないってことかな。それじゃあただのやっかみとなにも変わらないね」


    　早希はキッと宗像宗助を睨にらみつけたが、言葉を返すことはできなかった。


    「根拠ならあるぞー」


    　不意に早さ苗なえ先輩が会話に舞い戻ってきた。


    「へえ？　それじゃあ今ここで聞かせてもらおうかな。それってつまりオレを負かす奴がいるっていうことだろう？　優勝候補として興味があるね。ああ、そうだ。すっかり言うのを忘れていたけど、実はオレ、去年のコンテストの優勝者なんだよね」


    　早苗先輩はそれを聞いてもまったく動じなかった。もともと知っていたのか、そんな情報などなんとも思っていないのか。


    「去年の宗像大先輩は幸運だったんですよー。だってその時にはまだ真の実力者が入学していなかったんですからねー。でも残念。今年はもう彼が来てしまった。宗像大帝国はたった一年で崩ほう壊かいの時を迎えてしまうのですねー」


    「ふうん。で、そいつは誰なんだよ。オレの知ってる奴か？」


    「知っているもなにも、手を伸ばせば届くってほどの至近距離ですよー」


    「まさかとは思うが、こいつってことはないよな？」


    　宗むな像かた宗そう助すけは僕を疑わしげに指差した。


    「然しかりー。彼こそが今年のイケメンコンテストの覇は者しや、平たい良らくんだー」


    「……公こう平へいが？　ハッ！」


    　宗像宗助は呆あきれたように肩をすくめた。


    「こんな覇気のなさそうな奴がか？　早はや川かわ、おまえ眼鏡でも作ったほうがいいんじゃないか？　なんならいい店紹介してやるぜ」


    「あたしはこう見えても両目ともに二・〇なんですねー。心配は無用の長物ー。というより、明日のイケメンコンテストは、顔は関係ないってさっき言ってたでしょう。いきなり矛む盾じゆんしてるようですけど、オツムのほうは大丈夫ですかー？」


    「人間なんてのは顔を見ればたいていどういう奴かわかるもんなんだよ。そしてそいつは優勝なんかできる器じゃないね」


    「とか言いながら、もしかして公平くんにビビッてるんじゃないですかー？」


    「ハッ。いいさ。おまえがそいつを推おすっていうなら勝手にすればいい。でもな、ただ無責任に推薦しているだけじゃ面白くない。そこでさっきの賭かけにルールを追加しないか？　オレがそいつに負けたらなんでも言うことを聞いてやろう。本当になんでもだ。しかしオレがそいつに勝ったら、そうだな……」
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    　宗むな像かた宗そう助すけはチラリと早さ希きを一いち瞥べつした。


    「おまえとのキスのほかに、早希ちゃんのキスもセットでもらおうか」


    「どんな条件だろうと構わないですよ。だってあたしたちが勝つことに変わりはないんですからねー。ドンとこーい」


    　早さ苗なえ先輩はまたしても一瞬のうちに承しよう諾だくしてしまった。


    「流石さすがにそれはマズイですって！」


    　僕の抗議を頭からスルーして、早苗先輩は早希へと振り返った。


    「いいよね、早希？」


    　いいわけない。


    　ただでさえ姉に振り回されることを嫌っている彼女のことだ。


    　当然断るものと僕は思い込んでいた。


    　しかしある意味、早希はやはり早苗先輩の妹でもあったのだ。


    　彼女は口を真ま一いち文もん字じに結んだまま頷うなずいた。


    　当然僕は驚いた。おののいた、とさえ言っていい。


    　僕は彼女ならこの賭がいかに無む謀ぼうで、なおかつやる意味がないかを冷静に判断できていると思っていた。


    　しかし僕の予想は外れた。つまり早希は全然冷静ではなかったのだ。


    「あ、ちなみにあたしたちが勝った場合の要求も今のうちに出しておきますねー。さっき、負けたらなんでもやるって言ってましたよね？」


    「ああ。労働だろうと、金だろうと、なんでもいいさ。ああ。もちろん表向きは恥ずかしくて言えないようなことでもいいぜ。『本当は好きなんです。でもそんなこと言えないから、命令するわ。あんた、あたしとデートしなさい』とかな。クハハハッ」


    「ご安心をー。そんな屈折したことは太陽系がグランドクロスを起こしたって言い出しませんから。あたしの要求はシンプルです。こちらが勝ったら、あたしたちの前から消えてください。それだけですねー」


    「消える？」


    「はい。二度と姿を現さないで欲しいってことですねー」


    　早苗先輩の口調はあいかわらず飄ひよう々ひようとしたものだったが、その言葉からは珍しく彼女の明確な拒否感が伝わってきた。


    「ふうん。オレも嫌われたもんだな。ま、べつにそんなことで傷ついたりしないがね。むしろオレのことを嫌っている女をキスせざるをえない状況に追い込む。……うん、これは燃えるな。萌える、なのかな？　いいさ。なにも問題はない。その条件で行こうぜ」


    「オーケーですよー」


    「ああ、そうだ。口約束だけじゃ心配だから、念ねん書しよを今ここで書いてもらおうか」


    「契けい約やく書しよだろうが念書だろうが自じ然ねん薯じよだろうが、なんでもござれー」


    　早さ苗なえ先輩は宗むな像かた宗そう助すけの仲間が用意した紙とペンであっさりとサインをしてしまった。


    「こいつはこっちで保管させてもらうぜ」


    　宗像宗助は念書を胸ポケットにしまうと、袖そでをまくって腕時計に視線を落とした。


    「もうこんな時間か。それじゃあ明日を楽しみにしているよ。また会おうぜ」


    　宗像宗助は仲間を引き連れて、店の前から去っていった。


    「さて、とー」


    　早苗先輩は首の骨をポキポキと鳴らした。


    「さあさあ、二人とも。お店の営業を再開させようかー。そろそろ午後四時だね。学祭は六時までだから、もうちょっとだけがんばろーかー。お金をガッポリ稼かせいだら、ちょっとは還元してあげるから。おっと。その前に早さ希きが買ってきたジュースを飲まないとー」


    　早苗先輩は早希からコーラを受け取り、ペットボトルのフタをポンと外した。


    「……勝算は、あるんですか？」


    　腰に手を当ててグイグイとコーラを飲んでいる早苗先輩に僕は訊たずねた。


    「なんのー？」


    「イケメンコンテストのですよ。公こう平へいさんの名義を使って、僕を出場させるつもりなんでしょう？」


    「そうそう。よくわかってるねー。あたしと早希のキスがかかってるんだよ。これは負けるわけにはいかないねー。応援するし、頼りにするよ。行け行けメーン」


    「あの、激励とかでなくて、僕はどうしたらいいんですか？　具体的に」


    「ガッツ。勇気。ビート。コスモ。オーラ。いろんなものを集めて燃やしてがんばるんだー」


    「いや。精神論とかでなくて。だって普通にやったら確実に負けるでしょう？」


    「それは今から考えよう。主に平たい良らくんと早希がねー」


    　僕は本気で頭が痛くなってきた。


    



    　それから十分後、円つぶら谷やさんが屋台に戻ってきた。


    　ちょうどお好み焼きのストックが尽きかけていたので、メインの作り手が戻ってきてくれて助かった。


    　十七時近くまでは販売は順調だったものの、それ以降は客足がパッタリと止んだ。


    　周囲は徐々に夕焼けの色に染まっていき、屋台を開いていた人たちも徐々に片づけを始めていた。


    「ふいー。そろそろ今日は店じまいかな。チャッチャと片づけて、あたしたちも家に帰ろうかー」


    　店の奥でほとんど寝ていた早さ苗なえ先輩はやはり最後も自みずから動こうとはせず、もっぱら僕らに片づけの指示を出してくるばかりだった。円つぶら谷やさんは鉄板洗いを、僕と早さ希きはゴミの分別をさせられた。


    「あっ、プラネタリウムを見るのを忘れてた！」


    　早希が唐とう突とつに叫び、早苗先輩を恨うらめしそうに睨にらみつける。


    「思えばこのお店の手伝いばかりさせられていたから、行くことができなかったんだ。なのにどうしてサナ姉ねえだけ全然働いていないわけ？」


    「それはね、あたしがこの店で一番偉い人だからー。いわゆるボス。ラスボスだ」


    　二人がちょっとした言い争いを始めてしまったので、僕は一人でゴミ袋を担かついで所定のゴミ捨て場に向かった。


    　ゴミを置いた帰りに鉄板を洗い終えた円谷さんと鉢合わせた。いかにも危なっかしく抱えているので、代わりに僕が持つことにした。


    「やっぱり公こう平へいくんはとっても優しいね。頼まなくっても重い物を持ってくれるもん」


    「……まあ、こういうのは男として当然だと思いますけど」


    「公平くんはこれからどうするの？　すぐにお家に戻るの？」


    「僕は早苗先輩のアパートに……」


    　泊まる予定、という残りの言葉を僕は慌てて飲み込んだ。円谷さんは未いまだに僕のことを公平さんだと信じ切っている。こんな状態でそんな発言をしてしまったら、余計な誤解を生んでさらに面倒臭いことにならないとも言い切れない。


    　僕は今一度、自分が公平さんではないことを言ってみた。


    「さっきも言ったと思うけど、僕は平たい良ら公平でなくて平良良りよう平へいなんですよ。そのあたり、わかってくれました？」


    「うん。だからペルソナとか別人格とかってやつでしょ？　スタンドってのとは違うのかな？　あとで詳しく教えてもらいたいなぁ」


    　まったく話が伝わらない。このままでは永久に誤解を解けないような気がしてきた。


    　お店の前に戻った僕は、テントの中で座っている早苗先輩へと足早に歩み寄った。


    「先輩。なんとかしてくださいよ。このままだと円谷さんはずっと僕のことを公平さんだと思い込んだままになってしまいます。僕も大変ですけど、なにより円谷さん本人のためにもよくありません。友達なら本当のことを教えてあげてくださいよ」


    「ふーむ。どうにかしないとなー」


    　早苗先輩は真剣な面おも持もちで首をひねった。意外にも僕の悩みがストレートに通じたのかと思ったが、彼女の視線はテーブルの上に置かれたお好み焼きに注がれていた。


    「うーん。結局これ、どうしたらいいかなー。平たい良らくんも早さ希きも食べてくれないし、さっき円谷ちゃんに聞いたら笑顔で断られるしー。ねえ、平たい良らくん。今一度訊きくけど、この早はや川かわ早さ苗なえスペシャルお好み焼き、食べてくれる気はないー？」


    　それは早苗先輩が数時間前に新メニューとして作ったお好み焼きだった。冷めて匂いが薄らいでいたが、一度でもそれを嗅いだ身としてはとても食べられそうな気がしない。


    「何度言われても返事は変わりません。遠慮しておきます。僕だって命は大事ですから」


    「この臆病者めー」


    「自分で食べようとは思わないんですか？」


    「それだと食べた人のリアクションが見られないから、つまんないんだよねー」


    「鏡を見ながら食べればいいと思います」


    　僕の意見は完かん璧ぺきにスルーされた。


    「うーん。それにしても微妙に困ったなー。ニーズがないか。かといって捨てるのも気が進まないしなー。一口もつけずに捨てるってのは、やっぱり人として大きく間違ったことだよねー」


    　たぶん早苗先輩も宗むな像かた宗そう助すけがお好み焼きを投げ捨てたところを見ていたのだろう。いくら失敗した料理だからといって、このまま捨ててしまったら彼と同じになってしまう。


    「ま、必ずしも今ここで決断する必要もないかー」


    　早苗先輩はおもむろにパックを取り出し、お好み焼きを移して輪ゴムでパチンと閉じた。そして近くのダンボールの上に置いた。


    「迷ったら決断しないで先送りにする。これも一種の選択だよねー。とりあえずこの処分は明日考えるよ。どうせ夜は寒いだろうから、そう簡単に腐らないだろうしねー。夜の外気は天然冷蔵庫ー」


    　問題を自己完結させて上じよう機き嫌げんになった早苗先輩は、僕の相談事をキレイさっぱりスルーしたままテントから出ていった。あいかわらず自分本位のペースである。


    　あとからテントの外へ出ると、円つぶら谷やさんが早苗先輩に話しかけているところだった。


    「早川さん、夕ご飯はどうするか決めてる？　アタシね、最近美お味いしいイタリアンのお店を見つけたんだ。なんとカルボナーラ味のピッツァがあるんだよ。珍しくない？　ほかにもたくさんいろんな種類のパスタもあって、内装もすごくお洒落しやれで、雰ふん囲い気きも落ち着いていてとてもいいの。よかったら、ここにいるみんなでどうかなぁ」


    　円谷さんは店の魅力を伝えようと精一杯説明に努めていた。


    　早苗先輩は「ふんふん」と頷うなずきながら話を聞いていたが、最終的に首を左右に振った。


    「生あい憎にくだけど、円谷ちゃん。あたしたちはこれから行くところがあるんだー」


    　絵に描いたように円谷さんは顔を曇らせてうつむいてしまった。


    「あっ、そうなんだ。ごめんね。もしかして邪魔だった？　全然雰囲気読めてなかった？」


    「そんなことないよー。むしろあたしとしては、ぜひとも円谷ちゃんも一緒にそこに来てもらいたいんだー」


    「えっ、どこに行くのぉ？」


    　円つぶら谷やさんは顔を上げ、パアッと表情を輝かせた。


    「お店じゃないよ、お部屋だよー」


    「え、誰の？」


    　早さ苗なえ先輩は思わせぶりにチラリと僕に視線を寄越した。


    「公こう平へいくん宅を、突撃訪問ー」


    



    「駄目ですって。やめてください。止まってください」


    　僕の制止をまったく聞き入れず、早苗先輩はズンズンと日の落ちた通りを進んでいく。


    「いーのいーの。すべてはこのあたしに任せなさーい」


    「確かに誤解を解きたいと僕は言いましたよ。なんとかしてくださいとも言いました。でも……」


    　早苗先輩よりさらに数メートル前方には、スキップするように歩いていく円谷さんの背中がある。


    「いいかな？　これは平たい良らくんのためでもあり、円谷ちゃんのためでもあるけれど、早さ希きのためでもあるんだよー」


    「どういうことですか？」


    「平良くんがずっと円谷ちゃんとデレデレしていると、早希の精神衛生上悪いってことー」


    　早希はいちいち反論してられないと思ったのか、これといってなにも言ってこなかった。


    「だからっていきなり公平さんのところに行くことはないじゃないですか。リスクが高すぎます。それもいろんな意味で」


    　僕は昨夜町で出会った公平さんのことを思い出した。


    　年も近いし、話もちゃんと聞いてくれるし、とても親近感の湧く人だった。


    　でも、世の中に対するネガティブなオーラは今まで出会った人の中で群を抜いていた。


    　しかもやっかみとはいえ、彼は平良良りよう平へいという存在、つまり僕のことをかなり憎んでいる。


    　今ではほかの親しん戚せき以上に、彼と顔を合わせたくはなかった。


    「公平くん。おそいよぉ」


    　車道を渡った先で円谷さんがブンブンと手を振っていた。


    　いっそのこと逃げ出してしまいたかったが、流石さすがにそれははばかられた。


    　仮にそんなことをしても早苗先輩はこのまま公平さんの家に行ってしまうのだ。ある意味、そちらのほうがなにが起こるかわからなくて怖い。


    　横断歩道を渡ろうとしたら青信号が点滅したので僕は足を止めた。


    　すぐ横を歩いていた早苗先輩はそのまま向こうへ渡ってしまう。途中で信号が赤になっても焦あせらず急がず、終始マイペースな足取りだった。


    「車が来ないからといってああいうふうに渡っていると、そのうち自分が渡る時は車は通らない、と人は思い込むようになるそうです。そしてそういう人が事故に遭あうわけですね」


    　うしろを歩いていた早さ希きが僕の横に立った。向こうの歩道には円つぶら谷やさんと早さ苗なえ先輩。こちら側は僕と早希とで分断されている。


    「どう思う？」


    　僕は早苗先輩の行動について訊たずねてみた。


    「正直、わかりませんね。もともと理解の範はん疇ちゆうを超えている姉でしたけど、東京に来てから拍車がかかったというか、タガが外れてしまったというか。確かに円谷さんの誤解を解くためにはこうするのが一番手っ取り早いのは認めますけど、それに伴うリスクはたぶん無視してるっぽいですね。それになによりわからないのが、どうしてわざわざ円谷さんの誤解を今、解かなければならないのかってことです。そんなことよりもっと優先するべきことがあるはずなのに」


    「明日のイケメンコンテストでどうやって宗むな像かた宗そう助すけに勝つか、ってことだよね」


    　僕はもう何度もそのことを考えてきた。しかしまったくといっていいほどいい案は浮かんでこない。


    「こういう時こそ森しん羅ら万ばん象しよう神社のお守りを買えばいいのかな。必勝祈願とか」


    「案外そのためにお金集めをすることが、今できる最も有効な努力なのかもしれませんね」


    「そうかもしれない、と同意してしまいそうなのが哀しい」


    　信号が再び青になり、僕らは向こう側の歩道の二人と合流した。


    「あれれぇ？」


    　円谷さんが足を止めて前方のマンションを指差した。


    「公平くんの部屋、電気がつけっぱなしだよぉ？」


    　それは横幅の広いマンションで、どっしりと僕の視界の三分の一を埋うめていた。どうやらその中の一室が公平さんの部屋らしい。少なくとも早苗先輩よりはいいところを借りているようだ。


    「もう。駄目だよ。今どき電気代だってバカにならないんだから」


    　僕にお門かど違ちがいな説教をして、円谷さんはマンションへと歩いていく。


    　僕はたまらず早苗先輩に懇こん願がんした。


    「やっぱり引き返しましょう。こんな荒療治は間違ってます」


    「手術が成功して、患者が死ぬケース？」


    　早希が的確な比ひ[image: ]ゆをしてくれたが、早苗先輩は揺るがない。


    「なんだかあれだねー。部屋にいかがわしいものを出しっぱなしにしておいて、それを見られないようにがんばって訪問を断る健康優良男子って感じだね。そしてあたしはそういう奴をからかうのが大好きなんだー」


    「いや、全然違うでしょう。今から行こうとしてるのは僕の部屋じゃないんですから」


    　その時、円つぶら谷やさんが再び声を上げて足を止めた。


    「え、え、ええぇ？」


    　ブルブルと震える指でマンションの一室を指差している。


    「い、いま、イマ、今。黒い影が、ねえ、見てた？　チラッと、公こう平へいくんの部屋の窓に。と、通ったよねぇ？　あれって大きさからすると、ひ、ヒト？　ってことは、ドロボー？」


    　公平さんの部屋に公平さんがいるのは当然のことなので、事情のわかっている僕ら三人はまったく動じない。


    「ケーサツに電話しなきゃ！」


    　円谷さんはバッグの中からケータイを取り出した。


    「早まらないで！」


    　僕は慌てて彼女の手を止めた。


    　ただでさえ問題が山積みなのだ。ここで警察なんか呼ばれたらたまらない。


    「なんで？　どうして？　ドロボーだよ。犯罪者だよ。もしかしたらもしかしたら、テロリストかもしれないんだよ。なのにこのまま放っておくの？　通帳と判子を盗まれて、今月の仕送り全部引き出されちゃうかもしれないんだよぉ」


    　ここで本物が部屋にいると言ったところで通じないだろう。


    「も、もしかしたら友達が勝手に上がり込んでいるのかも」


    　僕は適当にデッチ上げようとしたが、円谷さんは納得しなかった。


    「公平くんのいない間に？」


    「え、うん、まあ、そういうことになるかな」


    「駄目だよ。そんなの友達なんて言わないよぉ。任せて。ここはアタシがなんとかしてみせるから」


    　円谷さんは僕の手を振りほどくと、ケータイをバッグの中にしまい、代わりにお好み焼きのヘラを取り出した。


    「汚れが落ち切らなかったから家で洗うつもりだったの」


    　円谷さんは大きく腕を広げて深呼吸を始めた。恐怖のバロメータが振り切れてしまったのか、円谷さんは妙にやる気だった。


    「アタシ、公平くんのためにもがんばる。行くよ。こっちは四人。数的優位。だから絶対に負けないんだぁ！」


    　そう言うと円谷さんはマンションのエントランスへと突っ走っていった。「数で勝まさる」と言っておきながらいきなりの単独行動だ。


    「大人しそうな人だと思っていたんですけど、極限状態になると周りが見えなくなるタイプなんですね」


    　早さ希きの冷ややかな感想には僕も同意するが、このまま放っておくわけにはいかない。


    　僕らは円つぶら谷やさんのあとを追ってマンションの中に入った。


    　正面の階段から人が駆け上がっていく音が聞こえたが、右手にエレベーターがあったので僕らはそれに乗った。部屋番号はわからなくても、さっき円谷さんが指差していたのは最上階の八階だとわかっている。


    「普段は見たまんまおしとやかな子なんだけどねー。こんな円谷ちゃんは初めて見たなー」


    　僕らがエレベーターを降りると、手前から数えて五つ目のドアの前にすでに円谷さんが待機していた。


    「どうやらカギはかかっていないみたい。一、二の、三、ハイで飛び込みましょう。行くよっ。三、二、一、ゼロッ！」


    　もはや自分でなにを言っているのかわかっていないのかもしれない。


    　円谷さんはドアを荒々しく開け放ち、特殊警察よろしく土足で中に駆け込んだ。


    　照明を灯ともしていない薄暗い廊下に、屈かがみ込んでゴミ袋をまとめている人影が一つ。


    「闖ちん入にゆう者、成せい敗ばいなりぃ！」


    　円谷さんは人影に向けてお好み焼きのヘラを振り下ろした。


    　女の子の細腕とはいえ、曲がりなりにも武器は金属製。当たりどころによっては相当なダメージを与えることになるだろう。


    「うわっ！」


    　人影は悲鳴を上げて横に飛びのいた。


    　が、勢い余って壁に激突してしまい、「ぐえっ」とカエルのような悲鳴が上がる。


    　攻撃を外した円谷さんは勢い余ってゴミ袋に頭から突っ込んでしまう。


    　正直、見ていられないほどの空回りだった。


    「「こ、このテロリスト……」」


    　互いの顔がわからないまま、暗闇の中の二人は同じ言葉でののしった。


    　パチッ、と天井の電球が灯ともる。


    　僕の傍かたわらで早さ希きが廊下のスイッチを押していた。


    「つ、円谷さん？」


    「公こう平へいくん？」


    　二人は互いの顔を見て、珍奇な声を上げた。


    「な、なんで？　どうして円谷さんがここに？」


    「そういう公平くんだって、さっきアタシのうしろにいたよね？　どうして中にいるのぉ？　もしかしてテレポーテーション？」


    　二人は同時に僕のほうへと振り返った。


    「……公平くんが、増えてる？」


    「そんなわけないから」


    　公こう平へいさんが円つぶら谷やさんに冷静にツッコミを入れる。


    　彼は立ち上がると僕を見て口元をほころばせた。


    「えっと、君は確か良りよう助すけくんだったよね。昨日の夜、町で会った」


    「……ええ。そうですね」


    　彼の表情は再会を喜んでくれているみたいだった。


    　しかしこれから起きることがわかっていたので、僕は彼に合わせて笑うことができなかった。


    　案の定、彼の視線は入り口に立っている早さ希きへと移る。


    「え、あれ？　君ってどこかで……。写真？　そうか、写真で見たことがあるんだ。親しん戚せきからもらった……ん？　ってことは、早はや川かわ、早希……？　え？」


    　公平さんはしばらく狐きつねにつままれたような顔をしていたが、やがて僕に視線を戻した。


    「まさか、良助くん。君が……」


    　僕は彼の目に負ふの感情が灯る瞬間を目まの当たりにした。


    



    「君がここのところ親戚の間で有名だった良りよう平へいくんか。なるほどね」


    　部屋に上げてもらったものの、公平さんの態度はおよそ歓迎とは言いかねるものだった。


    「そうそう。飲み物出してなかったね。ちょっと待ってて」


    　彼は椅い子すから立ち上がり、水道水をコップに注いで戻ってきた。


    「……で、なに？　わざわざ自分のカノジョを自慢するために、ぼくの部屋くんだりまでやってきたわけ？　円谷さんに案内までさせて？」


    「違います。そんな意図はまったくありません。それに僕らはそもそもつきあっていませんから」


    「そんな意図はまったくありません。それに僕らはそもそもつきあっていませんから……か」


    　公平さんは背もたれを軋きしませて、ゆっくりと僕の言葉を反復した。


    「でも、意図がまったくないとは言わせないよ」


    　公平さんはずっと僕のほうを向いているのだが、その目は濁っていてなにを見ているのかよくわからない。


    「これはぼくの個人的志向とはべつの話だけどね、早希ちゃんは世間一般的に見てかなりの美少女だ。写真を見た親しん戚せきは誰もが口をそろえて言っているし、実際に高校でも評判は悪くないんだろう？　つきあっているかいないかの真しん偽ぎは後回しにするにしても、それだけ人気のある女の子と一緒にいるのは、年頃の男子なら嬉うれしくないとは言わせない。反論できるかい？」


    　公平さんは思ったよりも感情に振り回されるような怒り方はしなかった。


    　しかしひっそりと、そしてネチネチと僕に嫌いや味みを言っていた。


    　僕は公平さんの部屋を見回した。


    　早希はベッドの端に浅く腰かけている。


    　円つぶら谷やさんはよほど混乱してしまったのか、床の上にぼんやりと正座したままだ。


    　そして肝心の早さ苗なえ先輩はというと、壁かべ際ぎわのキャビネットや本棚を勝手に物色している。時おりなにかに手を伸ばしては「おー、『月刊廃墟クライシス』。この号、買い逃のがしていたんだよねー」などと楽しそうな声を上げている。


    　公こう平へいさんは少し迷惑そうな顔をしていたけれど、敢あえてつっこまないようにしていた。


    「ま、べつにぼくは君を責めるつもりはないんだ」


    　公平さんは机の上から耳みみ搔かきを取り出すと、つまらなさそうな顔で耳掃除を始めた。


    「あくまでぼくは、呪のろわれた平たい良ら家けの境遇を幸運にも脱することのできた平良良りよう平へいという現象を嫌悪しているだけであって、君という人格を批判するつもりはないよ。だからぼくがどうこう愚ぐ痴ちったところで気にしなくていい。全然気にしなくていい。噓うそっぽく聞こえるかもしれないけど、噓じゃない。信じてくれていい」


    「はあ」


    　いったい僕にそれ以外のどんな返事の仕方があっただろう。


    「ところでこれは興味本位なんだけど、どうして良りよう助すけなんていう偽名を使ったんだい？」


    　下へ手たに誤ご魔ま化かそうとするだけ泥どろ沼ぬまになると思ったので、僕は素直に答えることにした。


    「公平さん以外の親しん戚せきの人たちに、東京に来ていることを知られたくなかったんです。良助という名前に意味はありません。適当です」


    「本当かな？　良平と良助というのはかなり字じ面づらが似ているよね。これはぼくの仮説にすぎないけれど、もしかして君はぼくに気づいてもらいたかったんじゃないか？　本当は自分が良平であることをさ」


    「まさか。そんな気持ちは全然ありません」


    「意識的にはそうかもしれないけど、無意識的にはどうだろうね」


    　そんなことを言われたら、肯定も否定もできなくなってしまう。


    「あーあ」


    　彼はおもむろにガリガリと頭を搔かいた。


    「ま、なにが一番辟へき易えきするかっていうとさ、こんなことを年下の君にネチネチと言っている自分なんだ。わかっているんだ。なのにグチグチ言ってしまう。最悪だ。軽けい蔑べつしてくれていい。いや、してくれ」


    　まるで手がつけられない。大学生というものはこうも変な人たちなのか、あるいは早苗先輩の周りが変人ばかりなのか。僕にはまったくもって手に余ることだらけだ。


    「え、ええと、ええとね！」


    　円谷さんが立ち上がり、努めて明るい声を出した。


    「人間の悪い部分だけに注目しちゃうと、確かに気が滅入っちゃう。それは誰にだってあることだと思うよ。でもね、全部が全部、悪いことばかりじゃないと思うんだ。いいところだって探せば誰だってあるんだよ。昔の偉い偉い荀じゆん子しが言っているよ。人間は生まれながらにして善よきものである、って」


    「あれ？　それって……」


    「荀子は性せい悪あく説を説いた人です。性せい善ぜん説は孟もう子し」


    　キッパリと早さ希きが訂正してしまった。


    「え？　……あっ！」


    　早希も早希だが、円つぶら谷やさんも円谷さんであからさまに「間違ってしまった」という顔をしている。


    「べつにどっちだっていいんだ。ぼくが性しよう悪わるな人間であることに変わりはないんだから」


    「そ、そんなことないっ」


    　円谷さんはがんばって巻き返しを図る。


    「公こう平へいくんは優しい人だよ。今はちょっとバイオリズムが低迷しているだけなんだよ。誰だってそういう時期はあるよ。大だい殺さつ界かいとか天てん中ちゆう殺さつとかね」


    「もともとぼくはこの程度の人間なんだ。それ以上でもそれ以下でもない。いや、それ以下はあっても、それ以上はないっていうほうが適切だね」


    「ううん。公平くんはこんなんじゃないよぉ」


    「買いかぶりだよ。ねえ、ぼくの最近の趣味を教えてあげようか？　まず感動系とホラー系のＤＶＤをそれぞれ一本ずつ借りるんだ。この中身をわざと入れ替えてレンタルショップに返すんだよ。もちろん管理番号のシールも貼り替える。するとディスクは入れ替わったまま棚に戻る。それをゆくゆく誰かがレンタルしていく。そして感動しようと思ってＤＶＤを見た人が、血みどろのスプラッター映像を目まの当あたりにしてしまうわけだね。ぼくはこういう遊びをここ最近ずっとしているんだ。……頭の中でだけど」


    　実際にやっていないのはよかったけれど、無む垢くな円谷さんを追い詰めるには今の話は充分だったようだ。


    　円谷さんは顔を曇らせて、泣き出しそうな声で言った。


    「ねえ、いったいどうしちゃったの？　四か月前の公平くんはどこにいっちゃったの？」


    　公平さんの肩がピクッと震えた。


    「……………………だ」


    「え、なに？」


    「……誰のせいだと思っているんだよ？」


    「な、なんのこと？」


    　円谷さんはおどおどと訊たずねた。


    「誰のせいで、ぼくがこうして引きこもるようになったと思ってる？　君をデートに誘ったあの日、宗むな像かたと一緒にいてデレデレしていたくせにさ！　ぼくがあの時どれほど傷ついたのか、君は知らないだろう。知らないくせに知ったような口を利きくな！」


    　体を石のように強こわ張ばらせてしまった円つぶら谷やさんは、それ以上なにかを言うことはできなかった。


    　室内は時間が止まったように気まずい沈黙で満たされる。


    　が、その中を一人だけ自由に移動する人がいた。


    　早さ苗なえ先輩はゆらりと公こう平へいさんの背後に回り込み、いきなり彼の頭にむんずとつかみかかった。


    「なっ、なんだ？　なにをするんだ？」


    「そんなにイライラするとハゲちゃうよー。頭にくると、ストレスも一緒に頭にきちゃうんだー。ギョギョッ。ちょっとつむじのあたりがヤバイかもね。ドーナツ化現象の兆候が見られるぞー」


    「や、やめろっての！」


    　公平さんは耳まで真っ赤になりながら、立ち上がって早苗先輩の両手を振り払った。


    「フォッフォッフォッ」


    　早苗先輩は両手でチョキを作り、意味不明な小唄を披ひ露ろうした。


    「エビは熱すると赤くなる～♪」


    　それから彼女は公平さんが退どけた椅い子すを占せん拠きよした。まるでこの部屋の主であるかのように悠ゆう然ぜんと。


    　公平さんは早苗先輩を指差して僕に訊ねる。


    「さっきから敢あえて聞かなかったけど、この人はいったいぜんたい誰なんだ？」


    「公平さんと同じ大学の学生で、僕の先輩です。名前は早はや川かわ早苗」


    「同じ大学？　早川？　確か早希ちゃんも早川っていう苗みよう字じじゃなかったっけ？」


    「そうです。あの人は彼女の姉なんです」


    「それならそうと最初から言ってくれ」


    　公平さんは早苗先輩を警戒しながらも、一応納得したみたいだった。


    　しかしそこで急に早苗先輩がおかしなことを口走り出したのだった。


    「そう。あたしは早さ希きの姉。妹と一緒に平たい良らくんにいつも泣かされているんだー」


    「なにを言ってるんですか？」


    　僕がキョトンとしている傍かたわら、過か剰じよう反応を示したのは公平さんだった。


    「ま、まさか、それは姉妹丼どんぶり!?」


    「なんですか、それ」


    「え、あ、いや。それは、その……」


    　公平さんは急にうろたえ出し、モゴモゴと口ごもった。


    「どういう意味だかわかる？」


    　僕が早希に訊たずねると、彼女は「おそらくスラングなんでしょうけど」と留意してから、冷ややかな調子で説明を行おこなった。


    「姉と妹、どちらとも性的な関係を有している、という意味合いだと思われます」


    「はあ？」


    　いつの間にそんなところに話が飛んでしまったのだろうか。


    「先輩。なんでそんな事実無根な噓うそをつくんですか？　しかもいきなり」


    「だって事実なんだもの。そうでしょー、良りよう平へいくん」


    　早さ苗なえ先輩は急に僕の名前を呼んできた。さも親密さを強調せんばかりに。


    「……本当、なのか？」


    　公こう平へいさんの目がよりいっそう濁っていく。


    「真まに受けないでください」


    　しかし僕がどんなに否定したところで、公平さんは疑いを深めていくだけだ。


    　僕は早希に否定してもらおうと目を向けた。


    　彼女はコクンと頷うなずいて、公平さんに向かって口を開いた。


    「姉の言っていることは……」


    　不意に早希は口の動きを止めた。


    　彼女の視線の先をたどると、早苗先輩が意味ありげな瞬まばたきをしていた。


    　モールス信号？　いや、モールスかどうかはわからないが、アイコンタクトを送っているのは確かなようだ。


    　早希はあきらめたようにため息をつくと、すまなさそうに僕を見たあと、公平さんに向き直った。


    「……そうです。良平さんはわたしとサナ姉ねえ、どちらともつきあっています。しかも同時進行で」


    　明らかに言わせられている感じだった。


    　うんうん、と早苗先輩は満足げに頷うなずいている。


    「そうそう。良平くんってホントにひどいんだー。せめて一人ずつにしてもらいたいよねー。なのに彼ったら二人同時なわけよー。最低のクズなんだなー。そのくせして表面は純じゆん粋すい無む垢くな高校生を装っているところが憎いよねー。あー、いっそのことこんな男のこと、忘れてしまいたーい。でもできなーい。あたしたち姉妹は愛欲のルツボを進むウツボ船なのよー」


    　傍かたわらでは円つぶら谷やさんが頰ほおを赤らめながら口元を押さえている。


    「……姉妹同時に関係を持っちゃうなんて、スゴイ」


    「いや、だから違うんですって」


    　しかし僕の言葉をまともに聞いてくれる人はこの場には一人もいなかった。


    「……許さない」


    　地の底から響くような声で公平さんが言った。


    「……調子に乗りやがって。なんだよ。なんだってんだ。こうなったらみんなにあらいざらい言いつけてやる」


    　公こう平へいさんはケータイを取り出してボタンを荒々しくプッシュした。


    「や、やめてください」


    　止めに入ろうとする僕を、早さ苗なえ先輩が間に入ってきて「まあまあ」と押し留めた。


    「どいてください。このままだと親しん戚せきを呼ばれてしまうんです。彼らの行動力は尋じん常じようではありません。今連絡を受けても、明日には平気で現れるような連中なんです」


    「どっちみちもう無理だよー。仮にここでケータイを取り上げても、彼は絶対に電話をかけるのをあきらめないと思うよ。だってもう目がマジだもん。だからここは素直に放っておいたほうが無難だね。これ以上下へ手たに怒らせて、刃物でも出されたら怖いでしょー」


    「でも！」


    「さて、それよりそろそろおいとまするとしようかー」


    　僕は早苗先輩に押し出されるようにして玄関へと向かった。


    　早さ希きはもう部屋の外に出ていて、円つぶら谷やさんはおろおろしながらも僕らのあとについてきた。


    「あ、もしもし。公平です。実はお伝えしなければならないことがありまして……」


    　ドアを閉める時、中から電話の繫つながったらしい公平さんの声が聞こえた。

  


  
    



    　　　第六章　親しん戚せき召しよう喚かん


    



    　翌日、またしても早さ苗なえ先輩を起こすのに苦労したけれど、どうにか十時頃にアパートを出ることができた。


    　キャンパスに向かって歩いていると、うしろから「ポテテテテ」という音が近づいてきて、スクーターに乗った円つぶら谷やさんが僕らの横に並んできた。


    「おはよう。早はや川かわさん。早さ希きちゃん。良りよう平へいくん」


    　早苗先輩は未いまだに眠気が抜け切らないらしく、ナチュラルに円谷さんのあいさつをスルーした。


    「おはようございます」


    「どうも。おはようございます」


    　代わりに早希と僕があいさつをしておいた。


    「えっと、その、良平くん。昨日はずっと勘違いをしていてごめんね」


    　円谷さんはスクーターを降りて、僕の横を歩き出した。


    「いいんですよ。見ないとわからないことってあるんですから」


    「ううん。良平くんは何回も違うって言ってたのに、信じようとしなかったアタシが悪いんだ」


    「大丈夫です。気にしてませんから」


    「あ、そうそう。アタシったら今日の朝ね。スクランブルエッグを作ろうとしたら火加減間違っちゃってね。ちょっと目を離した隙すきに黒い煙がモクモク上がって、危うく警報機にスクランブルされちゃうところだったんだぁ」


    　僕らはまるで昨夜のことなどなかったかのように、差し障さわりのない会話に興じた。


    　しかし徐々に足を進める以上、キャンパスは確実に近づいてくる。そしてスーパーの角を曲がったところで僕はついに現実に直面させられた。


    「うっ！」


    　反射的に傍そばの電信柱に身を隠す。


    　キャンパスの正門前に、六、七人ほどの人間が固まって立っていた。服装はそれぞれ異なっており、パッと見ただけではただの待ち合わせをしている集団にしか見えない。しかしほぼ全員が顔を帽子や眼鏡で覆おおっているのが怪しかった。


    「平たい良らさん。もしかしてあれって……」


    　早希がハッと気づいたように僕の顔を見上げた。


    「……うん。認めたくないけど、間違いない。もう到着してたんだ」


    　なにより決定的だったのは、彼らの中に平ひら子こさんの姿があったことだ。彼女だけは素顔（といっても特殊メイクだけど）を自信げにさらしている。


    「それにしたって早すぎる」


    　僕は苦々しく呟つぶやいた。


    　公こう平へいさんが連絡をしたのは昨日の夜だ。いかに今日が祝日とはいえ、いい年をした大人たちがどうしてこうも迅じん速そくに集まってしまうのだろうか。七月の騒動の時もそうだったが、彼らの結束力の強さは尋じん常じようではない。


    　僕が二の足を踏んでいると、早さ苗なえ先輩が素知らぬ顔で前へと進み出した。


    「待ってください。あそこにいるのが親しん戚せきなんです」


    「あー、やっぱり？　良りよう平へいくんの反応でそうじゃないかな、っては思っていたんだー」


    「先輩。ここは迂う回かいしましょう」


    「それはあまり賢明とは言えないなー。逃げても人は追ってくるよ。むしろ逃げるからこそ人は追ってくるのかもしれないけどねー」


    　確かにこの場での接触を回避できたとしても、彼らはそう簡単には僕を捜すのをあきらめないだろう。とはいえ、自みずから出向いてやるつもりもない。


    「それに、せっかくここまで来てもらったんだから、あいさつの一つでもしないことにはねー」


    「え、来てもらった？」


    　意味がわからなかったが、早苗先輩はそれ以上の説明をしてくれなかった。


    「あ、あのぅ」


    　円つぶら谷やさんが横からおずおずと話しかけてきた。


    「話に割り込むみたいで悪いんだけど、あそこにいる人たちがどうかしたの？　もしかして悪い人たち？」


    　早苗先輩は安心させるように柔やわらかく笑った。


    「ううん。べつにたいしたことじゃないから大丈夫ー。円谷ちゃんは先に駐輪場にバイクを置いてきて。そのあとでテントに集合ねー」


    「う、うん。わかった」


    「そうだ。あたしたちより先にテントに着いたら、テーブルに椅い子すを並べておいてくれない？　もしかしたら大口顧こ客きやくをショータイすることになるかもしれないから。そしたら今日のお店はイッツ・ショータイムだぞー」


    「よくわからないけど、わかった」


    　円谷さんはスクーターに乗ると、軽快なエンジン音を響かせて走り去っていった。


    　円谷さんの姿が見えなくなると、早苗先輩は僕らへと振り返る。


    「さーて、二人とも。ここから先が嫌いやだったら、あらかじめテントに行っててもいいよ。あたしは今から彼らとちょっと話し合いを試こころみるんだー。気分は、そう。懇こん談だんするからコンダクターってところかな？」


    「コンダクターは指揮者って意味。サナ姉ねえの意識のほうが混こん濁だくしてるんじゃない？」


    「おっ、あんたもなかなかやるようになったねー」


    　早さ苗なえ先輩は嬉うれしそうに早さ希きを称たたえている。


    　これからどうしたものか、僕はしばらく考え込んだ。


    　正直、親しん戚せきたちとは一秒たりとも接触したくない。しかし早苗先輩を一人で行かせるほうが心配だ。


    　親戚と早苗先輩。それこそ「混ぜるな危険」なのかもしれない。


    「……僕も行きます」


    　僕は腹をくくって早苗先輩と一緒に行くことにした。どうなるかわからないからこそ、成り行きを自分の目で確かめなければならないと思った。


    「それならわたしも」


    　早希も僕と早苗先輩のあとについてくる。


    「無理につきあわなくてもいいんだよ？」


    「大丈夫です。だってここで逃げたら、これからもずっとあの人たちから逃げ回らなきゃいけないみたいで癪しやくですから。それに……」


    「それに？」


    「案外、サナ姉ならあの人たちをどうにかしてしまうかもしれません」


    　僕は飄ひよう々ひようとした足取りで前を進む早苗先輩の背中を見た。


    　頼りがいがないわけではない。でも期待をすると透すかされる。かと思いきや、よくわからない気まぐれで助けてくれることもある。要は早苗先輩は僕にとって潰ついえないミステリーだ。


    　正門へと進んでいく僕らに最初に気がついたのは、ハンチング帽を被かぶった親戚だった。


    「ん？　あれって良りよう平へいくんじゃないか？　おおっ！　早希ちゃんもいる。おい、おおおーい！」


    　ハンチング帽の親戚は妙にフレンドリーに手を振ってきた。


    　正門の前で立ち止まると、親戚たちがワラワラと集まってきた。


    「早希ちゃん、久しぶりだねえ。元気だったかい？　あいかわらずかわいいねえ」


    「この前は本当にごめんね。あれから俺たちみんなで話し合ってさ。もう君たちには迷惑をかけないようにすることに決めたんだよ。だから安心していいんだよ。おじさんたちは怖くないから」


    「へえー。君のこと初めて見たけど、写真よりも断然カワイイなあ」


    　彼らの言葉を聞いていると、どうやら七月の騒動の時にいなかった親戚も混ざっているらしかった。ちなみに父親の姿はなかった。前回のこともあるから、流石さすがに自じ粛しゆくしたのだろう。


    　不意に親戚の人垣が割れて、平ひら子こさんが僕の前へと進み出てきた。


    「二日ぶりね、良平くん。忽こつ然ぜんと家から姿を消したりするから、みんなで心配していたのよ。それがまさか早希ちゃんと一緒に東京に遊びに来ているとはねえ。君もなかなかやるじゃない」


    　どう弁解したところで無駄だと思ったので、僕は敢あえて黙っていた。


    　平ひら子こさんはそれから早さ希きへと振り返った。


    「早希ちゃん、お久しぶり。三か月ぶりかしら？」


    「百十五日ぶりです。ですからほぼ四か月と言うべきですね」


    　早希の正確すぎるカウントにさしもの平子さんもたじろいだようだった。慌てて神妙な顔つきになる。


    「あの時はごめんなさい。反省しているわ」


    「なら、どうしてまたわたしたちの前に現れたんですか？　はっきり言って迷惑なんです」


    「今回はべつにあなたたちに干かん渉しようするつもりで来たわけじゃないのよ。ただ、良りよう平へいくんが急に家出をしてしまったから、私たちが彼のお父さんの代わりに連れ戻しに来たわけ。不良少年はきちんと保護するのが大人の務めなのよ」


    「こんなに大勢で、ですか？」


    「東京は広いもの。人を捜すのには人手がいるわ。結果的にこうしてすぐに見つかったからよかったけれどね」


    「それがいわゆる建前というやつですか。本当はまたわたしたちのことに首を突っこもうとしているんでしょう？」


    「そういうことは仮に思ったところで、口に出さないのが美び徳とくというものよ」


    　二人の間の空気がピリピリと張り詰めている。


    　早希は一度こうと決めたら、自分からは絶対に視線を外さない。そして平子さんも負けじと顔を背そむけなかった。


    　不意にその緊張に満ちた空間に何食わぬ顔で入り込む人物がいた。早さ苗なえ先輩だ。


    「お取り込み中のところ失敬しますねー。ちょっとあたしの主張を聞いてもらえないかなー。えーと、代表者ってこっち？　どっち？　あっち？　そっち？　それともやっぱりこっちかなー？」


    　早苗先輩は親しん戚せきたちを順々に指差していき、最終的に平子さんに人差し指を突きつけた。


    「あなたは誰？　喋しやべり出す前にまずは自分の名前を名乗りなさい。それが初対面の人間に対するマナーというものよ」


    　平子さんは冷ややかな視線を早苗先輩に向けた。が、早苗先輩はまったく動じることなく、飄ひよう々ひようと自己紹介を行おこなった。


    「あー、どうもすいません。あたしは早はや川かわ早苗と申します。ここの大学に通う一年生。でもってこの早川早希の姉をやってます。こんなところでいかがですかねー？　はい、それではお姉さんのターン。自己紹介よろしくー」


    「早希ちゃんのお姉さん？」


    　平子さんは虚を突かれたみたいに目を見開いた。


    「……良平くん。本当なの？」


    「ええ。そうなんです」


    「異母姉妹ってことでなくて？」


    　よっぽど早さ希きの姉としてのイメージが結びつかなかったのだろう。直接本人に訊たずねないところが、平ひら子こさんの混乱ぶりを物語っていた。


    　早さ苗なえ先輩はその隙すきを見逃さない。


    「直に話しかけている人を無視して横の人とコソコソ話すというのは、いい大人としてはいかがなものでしょうねー。もしかして人と目を合わせて話せないタイプの人だったりしますか？　対人恐怖症とかー」


    「断じて違うわ！」


    「ならお名前を。さあお名前を。いざお名前を」


    「……平たい良ら平子よ」


    　平子さんは憮ぶ然ぜんと名前を告げた。


    　すると早苗先輩は間かん髪はつを容いれずに質問をたたみかける。


    「お年はいくつ召されてますかー？　ちなみにあたしはまだ十九ですけどー」


    　平子さんは眉根をピクッと震わせた。


    「いいかしら？　そういうのを人前で聞くのは相手に失……」


    「あ、はい。つまりはそういうお年頃なんですね。了解してしまいました。これ以上の追及は自じ重ちようします。失礼しましたー」


    　平子さんに叱しつ責せきされるよりも早く、早苗先輩は質問を撤回した。


    「………………」


    　平子さんは感情のやり場を失い、悔しそうに黙り込む。


    　すっかり早苗先輩のペースだった。


    「へえー。早希ちゃんのお姉さんなのかあ」


    　沈黙を埋うめるように、親しん戚せきたちがわらわらと早苗先輩に話しかけ出した。


    「顔が似ているなあとは思っていたけど、雰ふん囲い気きは全然違うんだねえ」


    「ええ。よく言われます。奔ほん放ぽうなほうがあたしで、生き真ま面じ目めなのが妹。そういうふうに覚えてくれれば楽だと思いますねー」


    　早苗先輩は笑みさえ浮かべながら親戚たちと話をしていたが、それは酷ひどく似つかわしくない光景だった。早苗先輩が初対面の人間に対してこんなにフレンドリーであるはずがない。明らかになにかを企たくらんでいるとしか思えなかった。


    「とりあえずこんなところで立ち話もなんですから、みなさんこれからあたしのお店に来ませんか？　サービスしますよー」


    「店ってなんの？」


    「お好み焼きの屋台です。ま、どうするかは親戚さんたちのお好み次第ですけどー」


    「おおー。学祭って感じだな。行こう行こう」


    　親しん戚せきたちはゾロゾロと早さ苗なえ先輩についてキャンパスの中に入っていった。


    　僕も彼らについていこうとしたら、平ひら子こさんが一人だけ門の外で立ち止まっていた。


    「……え、えーと、行かないんですか？」


    　平子さんはしばらく黙りこくっていたが、やがて意を決したように顔を上げた。


    「ふん。面白い子じゃないの」


    　平子さんはツカツカと靴くつ音おとを響かせて、先に行った人々を追った。


    



    「さあさあ。奥のほうへドンドンどうぞー」


    　僕らが追いつくと、早苗先輩は親戚たちをテントの中へ導いているところだった。


    　店のカウンターの前では円つぶら谷やさんがオドオドしながらその様子を眺めている。


    「この人たちみんなお客さんだったの？　早はや川かわさんって顔が広いんだね。凄いなぁ。凄いねぇ」


    　いったい早苗先輩はこれからなにを始めるつもりなのだろうか。


    　早さ希きも黙って首を左右に振るだけだった。


    　そのままぼんやりと店の前に立っていると、早苗先輩が顔を出してきて「はいはい、みんな早く入るー」と手招きをしてきた。


    　テントの中にはもともと長テーブルが置かれていたが、今はそこにパイプ椅い子すも並べられていた。この場には僕、早希、早苗先輩、円谷さん、平子さん、あとは七人の親戚たちを含めて合計十二人いたが、全員難なく座ることができた。


    「みなさんすっぽりおさまったようですねー」


    　早苗先輩は満足げに頷うなずくと、おもむろに「ところで」と言って両手をパンと打ち合わせた。


    「実はここでちょっと良りよう平へいくんの親戚さんたちにお願いがあるんですねー。シンプルに言います。みなさん、フェイスオープンをお願いできませんか？」


    「「「「「「「ええっ？」」」」」」」


    　親戚たちは戸惑ったように顔を見合わせた。


    「早苗ちゃんってもしかして俺たちの秘密を知ってるの？」


    「ええ。そのあたりは良平くんから念入りに聞き取りを行おこないましたので。今ではけっこう詳しいつもりです」


    「大丈夫？　頭でわかっているのと、実際に目まの当あたりにするのとはけっこう違うよ？　興味本位だとしたら、たぶん見ないほうがいい」


    「大丈夫ですよー。自分で言うのもなんですが、あたしはけっこう心が強いほうなんで。妹からはよく鈍どん感かんだとそしられたりするんですけどねー」


    「本人がそこまで言うならいいかな。ちょうどここなら周りから見られないみたいだし」


    　テントは出入り口を除いて風かざ除よけの布で覆おおわれているため、結果的に周囲からの視線を遮さえぎることにも役立っていた。


    　親しん戚せきたちは互いに頷うなずき合うと、一いつ斉せいに顔を覆おおっているものを外し始めた。


    「あれれ？　なにが始まるの？」


    　テントの隅のほうに座っていた円つぶら谷やさんが目をパチパチと瞬しばたたく。


    「あ！　ちょっと待っ……」


    　僕が慌てて親戚たちを制止しようとしたが、すでに彼らは素顔をさらしていた。


    「え、ええっ？　えええええっ！」


    　案の定、声を上げたのは円谷さんだった。


    「りょ、良りよう平へいくんが、いっぱい？　一、二、三、四、五、六、七。七人？　ってことは、良平くんも含めると……八人！」


    　円谷さんはフラッと椅い子すから倒れかけたが、横にいた平ひら子こさんが即座に彼女の体を支えてくれた。


    「まったく危なっかしいわね。気の小さい人がいるならちゃんと外に出しておかないと。ところでこの子はいったい誰なの？」


    「公こう平へいさんの友達です」


    「ああ、彼の。ふうん」


    　平子さんはつまらなさそうに言うと、円谷さんをしっかりと椅子に座らせ直した。


    「……っ…………っ……くっ……」


    　掠かすれ声が聞こえたので早さ苗なえ先輩のほうに振り返ると、彼女はうつむいて小刻みに肩を震わせていた。一瞬泣いているかのように見えたが、すぐに笑いを嚙かみ殺しているのだとわかった。


    「プハァッ！　もう駄目だー。ハッ、ハハハッ。アッハッハッハー」


    　早苗先輩は決壊したダムのように笑い出し、それだけでは耐え切れないとばかりにバシバシとテーブルを叩く。


    「いやー、笑える。頭ではわかっているつもりだったけど、実際に並んでいるのを見るとやっぱりこれは凄いなー。破壊力あるよ。クラッシャーだ。あー、涙出てきた。泣けるー。これは笑いあり、涙ありの一大スペクタクルだね。ハリウッドもビックリだー」


    　早苗先輩はひとしきり笑い転げたあと、目尻を拭ぬぐいながら息を吐いた。流石さすがに笑い疲れしたようだ。


    「……うん。いいものを見せてもらった。ふう。さて、そろそろ本題に移ろうかな」


    「本題？」


    　親戚たちが訝いぶかしげに首をひねる。


    「ええ。フェイスオープンしてもらったのは、これからお願いすることが可能かどうかの確認だったわけですねー。あくまで本命は別にあります」


    「なんだっていうの？」


    　平ひら子こさんが親しん戚せきを代表して訊たずねる。


    　早さ苗なえ先輩は頼み事とは思えないほど軽やかに言った。


    「みなさん、イケメンコンテストに出てくれませんかー？」


    



    　首をかしげる親戚たちへの細かい説明は僕が行おこなった。というか、途中で説明が面倒臭くなった早苗先輩が僕に丸投げしてきたのだけど。


    　彼女の計画はこういうことだった。


    　イケメンコンテストにはこの大学の学生しか参加できない。そこでまず僕に公こう平へいさんの名義を使って出場させようとした。しかしこれだけでは勝てないので、僕と同じ顔の親戚たちを呼び寄せた。一人ではとうていかなわないことでも、複数がそれぞれ自分の得意分野で戦えば勝率がグッと上がるに違いない。『多た勢ぜいに無ぶ勢ぜい』ならぬ、『多勢は優勢』とでも言おうものか。


    　親戚たちは最初はあまり乗り気ではなかった。しかし説明が宗むな像かた宗そう助すけのことに移ると劣等感を刺激されたのか、急に親身になって耳を傾けてくれるようになった。


    「女にまったく苦労していない才色兼備のイケメン？　そんな奴が俺たちの早さ希きちゃんと早苗ちゃんのキスを狙ねらっている？　ふざけるな。そんな奴は認めん。許せん。粛しゆく清せいしてやる」


    　みるみる親戚たちは感情的になり、あっという間に「打倒、宗像宗助！」というシュプレヒコールが湧き上がった。


    「みんな、ちょっと待ちなさい」


    　そんな中、平子さんだけは一人冷静だった。


    「良りよう平へいくんたちの言い分は理解したわ。できれば助けてあげたいとも思う。でも、それに協力したところで私たちはどういう利益が得られるわけ？　まさかノーリターンってことはないわよね？」


    「協力してくれないんですか？」


    「そうは言ってない。きちんと報ほう酬しゆうを提示してもらいたいと言っているだけよ」


    　同じ親戚の仲じゃないですか。


    　そんな言葉が口から出かかったが、慌てて僕は飲み下した。


    　そもそもこの言い方は七月の騒動の時にさんざん親戚たちが口にしてきたことだ。少なくとも僕はそんな都合のいい頼み方はしたくない。


    　とはいえ、僕が平子さんに対して有効な交こう渉しよう材料を持っていないのも事実だった。


    「確かに報酬はあったほうがいいよなあ」


    　平子さんの意思は親戚全体のそれと同等だ。一度はやる気だった親戚たちも徐々にクールダウンしていった。


    「それではこういうのはいかがですかー」


    　早苗先輩が人差し指をピンと立てた。


    「この勝負に勝つことができたら、一番活躍してくれた人にあたしのキスをさしあげようかと思います。間接なんかじゃない、直じか張ばりのを。これでモチベーション上がりますか？　まー、あたし如ごときのキスで恐きよう縮しゆくなんですけどー」


    　いったんテントの中は沈黙。それから一変、親しん戚せきたちの叫び声が轟とどろいた。


    「や、やるぜ！」


    「俺もだ！」


    「任せなさい！」


    　親戚たちは全員僕よりも年上のはずだ。にも拘かかわらず彼らはまるで子供のようなはしゃぎっぷりだった。


    　もっとも今、憂うれうべきところはそこではない。


    「ちょっと待ってください、先輩！」


    　僕は慌てて早さ苗なえ先輩に言った。


    「それだと勝負に勝とうが負けようが、先輩はどっちみち誰かにキスしなきゃいけなくなるんですよ。わかって言ってるんですか？」


    「まー、そういうことになるんだろうね」


    「借金を返すために借金をするようなものですよ？　まるで日本の国こく債さい発行みたいじゃないですか」


    「でも、ほかにいい案はないでしょー？」


    　僕は押し黙る。否定するのは簡単だけど、代案を出すのは難しい。


    「それにさー、仮にどっちかの方向に倒れるのが決まっているのなら、少しでもマシな受け身を取れるほうを選びたいよね。わかるー？」


    「わかりません」


    「宗むな像かた宗そう助すけにキスするくらいなら、良りよう平へいくんと同じ顔の人にするほうがベターってことだねー」


    「同じ顔といっても、彼らは親戚です。他人なんです。それに僕の顔なら問題ないってことでもないでしょう」


    「そうかな？　あたしはべつに悪くないと思っているけどねー」


    「は？」


    　早苗先輩は微笑しながら僕を見つめている。


    　それはつまり僕とのキスなら問題ない、ということなのだろうか？


    「サナ姉ねえ！」


    　横から早さ希きが憮ぶ然ぜんとした声を発した。


    「おっとっとー。早さ希きに聞こえちゃったかなー。これは困った。失言、失言っとー」


    　早希は呆あきれたように両手を腰に当てた。


    「すぐ隣となりにいるのに、なにが聞こえちゃったよ。白々しいにもほどがあるよ。だいたいわたしたちをからかう暇ひまがあるならもっといろいろ考えてよ。結果的に親しん戚せきの人たちは協力してくれることになったみたいだけど、これだけじゃまだまだどうなるかわからないんだから」


    「こう見えてもあたしは考えてるんだよ。実際、ここまではすべてのあたしの計画通りに事が運んだわけだしねー。でしょ、良りよう平へいくん？」


    「計画通りというか、結果オーライというふうにしか思えませんけど」


    　そんなことを話していたら、平ひら子こさんが鋭い声で僕を呼んだ。


    「そんなところで油売ってないで、こっちに来て参加しなさい。イケメンコンテストは競技がいくつもあるんでしょう？　場合によってはあなたが出なきゃいけないかもしれないのよ」


    　親戚たちはすでに一か所に集まって人選について話し合っていた。


    　僕は慌ててテーブルに向かう。


    　とはいえ、僕なんかの出る幕があるのだろうか？


    



    　イケメンコンテストは以下の順番で合計九種目にわたって開催される。


    　キャンパスの外周をマラソンで競う『ぐるりのこと』。対戦型テレビゲームで行おこなう勝ち抜き戦、『ヴァーチャルがリアリティー』。実物の机を用いたジェンガの『机上の机』。じゃんけん勝負の『ラッキー・フォーチュン・ディスティニー』。腕うで相撲ずもうならぬ指相撲、『ゴールデン・フィンガー・レスリング』。女性をエスコートする『レディース・マナー』。目隠しをしながら触った品を当てる『お触り・ジェネレーション』。お菓子の大食い競争『スイーツ・ストック・ストマック』。そして最後が学力テストの『キャンパステスト』である。


    　体力や知力が問われるものもあれば、運頼みにしか思えない種目までさまざまだ。


    　しかし思ったよりも人選に時間はかからなかった。


    　親戚たちがそれぞれ自分に向いている種目を申告し、平子さんがテキパキと采さい配はいを揮ふるう。


    　その結果、全九種目のうち八つが三十分も経たないうちに決定した。親戚たちが一人一役ずつ。平子さんも特殊メイクを外して『レディース・マナー』に出ることになった。


    　どうしても適任者が選出できなかったのは最後の『キャンパステスト』だった。


    「うーん。この中には頭に自信がある人はいないようね」


    　平子さんは腕を組みながら、チラリと僕を一いち瞥べつした。


    「良平くん、あなた受験生だったわよね？　これに出て勝つ自信はないの？」


    　慌てて首を左右に振った。一介の高校生にすぎない僕が大学生に勝てるとは思えない。しかも相手は去年の優勝者だ。首席レベルの学力があると見てまず間違いないだろう。


    「ふん。仕方がないわね。こうなったら応援を呼ぶことにするわ」


    　平子さんはケータイをパチンと取り出した。


    「もしかして公こう平へいさんを呼ぶんですか？」


    　おもむろにその名前を口に出したのは、彼もここの学生だったことを思い出したからだ。


    「まさか」


    　平ひら子こさんはケータイを耳に当てながらきっぱりと否定した。


    「あの子は駄目よ。ちょっとは頭が切れるかもしれないけど、最近なにか嫌いやなことがあったらしくて、周りに負ふのオーラをばら撒まくのよ。その点、今から私が連絡する人は安心よ。凄く能力の高い助すけっ人とを呼び出してあげるから」


    　それから平子さんはあっという間に九人目の親しん戚せきに話をつけてくれた。一時間ほどで到着するとのことだった。


    「さて、これでコンテストの人選は完了ね。ところでほかになにかしておかないといけないことはある？」


    　平子さんにそう訊きかれて、僕はハッと重要なことを思い出した。


    「エ、エントリーをまだすませていません！」


    「バカッ。どうしてそんな重要なことを先に言わないのよ。何時まで？」


    　慌ててケータイで時間を確認して、ホッとため息をつく。


    「まだ大丈夫でした。十二時までなのであと一時間あります」


    「まったく、心臓に悪いわね。また忘れると困るから、今すぐエントリーしてきなさい」


    「はい」


    　僕は早さ苗なえ先輩のところに行って、コンテストの受付場所について訊たずねた。


    「たぶん運営本部のテントだと思うよー。五号館の隣となりだね」


    「……って言われても、僕にはわかりませんよ」


    「それなら円つぶら谷やちゃんに案内してもらいなー。おおーい。ちょっとー」


    　円谷さんは店頭に立ってぼんやりと店番をしていた。


    　早苗先輩が運営本部に僕を連れていくように言うと、彼女は短く「うん」と頷うなずいた。


    　僕は円谷さんと一緒にキャンパスの中を進んだ。


    　かなりぼんやりしているようなので声でもかけようと思ったら、ほどなく歩いたところで彼女のほうから僕に話しかけてきた。


    「……ビックリしちゃったなぁ。公こう平へいくんと良りよう平へいくんだけでなく、親戚さんたちまで顔が似ていたんだねぇ」


    「黙っていてすいません。本当なら昨日、公平さんの部屋に行った時に一緒に説明しておけばよかったんでしょうけど」


    　円谷さんは穏やかに首を左右に振った。


    「いいの。それよりもショックだったのはね、公平くんっていろんなことを隠していたんだなぁ、ってわかったこと。……ううん、違うか。アタシが全然そのことに気づけなかったことが悔しいんだぁ。自分を呪のろっちゃいたい」


    「昨日の、公平さんの言葉を気にしてるんですか？」


    「言ったっけ？　アタシと公こう平へいくんはちょっと前まで同じサークルに所属してたの。宗むな像かた宗そう助すけっていう人はそこの先輩。アタシは公平くんとも仲がよかったけど、当時、宗像先輩にもちょっと憧あこがれていたんだ。だから公平くんにデートに誘われた日、待ち合わせの途中でたまたま鉢合わせした宗像先輩とつい長々と話し込んじゃったの」


    「でも、それから何事もなく別れたんでしょう？」


    「うん。でも、それを公平くんはどこからか見ていたんだね。あの日、公平くんは来なかった。それどころかその日を境に、彼は大学にも来なくなったの。なのにアタシはそれを自分のせいだとは考えてこなくて、のうのうと昨日まで生活していたんだ。知らないことは仕方がないことかもしれないけど、気づけないことは罪だよね。公平くんはこんなアタシはもう許してくれないよねぇ」


    　僕はしばらく考えたあと、足を止めて円つぶら谷やさんに言った。


    「きっと大丈夫ですよ。公平さんが円谷さんのことを本当に嫌っているんだとしたら、無視してこようとするのが普通だと思います。でも昨日の公平さんはかなり感情的でしたよね。それはそれで円谷さんにこだわっている証拠だと思うんです。たぶん、ですけど」


    「そ、そうかなぁ。まだ大丈夫なのかなぁ。あ、あれ？　もしかして慰なぐさめてくれてる？」


    「思ったことをそのまま言っただけです」


    　円谷さんは潤うるんだ目尻を拭ぬぐって微笑した。
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    「ありがとう。良りよう平へいくんってとっても優しいね。それになんだか相談しやすかった。もしかして聞き上じよう手ず？」


    「公こう平へいさんにも似たようなことを言われました」


    「そうだったんだ。なんだか不思議だね。同じ顔の人に話を聞いてもらってるなんて」


    　それから僕らは取るに足りないことを二つ三つ話しながら、運営本部のテントに到着した。


    「イケメンコンテストのエントリーをお願いしたいんですけど」


    「では、お名前と学部、学年、クラスをお願いします」


    　受付からエントリー用紙を渡され、僕はあらかじめ円つぶら谷やさんから聞いておいた公平さんの情報を記入していった。


    「それでは最後に学生証の提示をお願いします」


    「え？」


    　もちろんここで言われているのは公平さんの学生証であって、僕のものではない。


    「……えっと、すいません。ありません」


    「お忘れですか？　それでは申し訳ありませんが受け付けられません。お持ちいただいてから、もう一度こちらまでお願いします」


    「あ、あのっ！」


    　円谷さんが身をせり出して受付の人に懇こん願がんする。


    「ア、アタシがこの人の身分は保証します。だからなんとかなりませんか？」


    「そんなことしたら部外者でも参加できることになってしまうでしょう？　すいません。これがルールなので」


    　しばらく円谷さんは粘ねばってくれたが、結局のところ話を通すことはできなかった。


    　とりあえず僕らはいったんテントに戻ることにした。


    　まず平ひら子こさんにこのことを伝えようとしたが、お店の中に彼女の姿はなかった。


    　仕方がないので早さ苗なえ先輩のところに行って事情を説明する。


    「学生証ー？　そんなのいったい誰が持ち歩いているっていうんだー？　まったく重じゆう箱ばこの隅を突つ付つくようなことが好きだな、大学側ってやつはー」


    「アタシはちゃんと持ち歩いてるよ。校則とかちゃんと書いてるから常に携けい帯たいしておかないと」


    「どうするんですか、先輩」


    　このままではコンテストで勝つことはおろか、参加することすらできなくなる。そうなったら言うまでもなく不戦敗だ。いや、早苗先輩なら「出場していないから負けてもいない」くらい平気で言いかねないが。


    「ま、こういう時のために保険は用意していたけどねー」


    　早苗先輩は電話をかけるジェスチャーをしながら「コール、コール」と円谷さんに言った。


    「だ、誰に？」


    「公こう平へいくんをアンコール」


    「で、でも、アタシがかけても出てくれないかもしれないよぉ」


    「そんな心配は繫つながらなかった時に初めてすればいいんだよー」


    　円つぶら谷やさんは戸惑いながらもケータイを取り出し、公平さんに電話をかけた。


    「……あ、もしもし。公平くん？」


    　幸いにも電話は繫がったようだった。


    「あ、待って！　切らないで。お願いがあるの。緊急事態なの。公平くんの力が必要なんだ。あのね、このままだと早はや川かわさんと早さ希きちゃんが宗むな像かた先輩の言いなりになってしまうかもしれないの。だから今から学生証を持って学校に来てくれないかな？　詳しい事情はまたあとで話すから。とにかくあまり時間がないの」


    　突とつ如じよ、円谷さんのケータイから公平さんの声が響いた。


    『そんなのぼくに関係ないだろ！』


    　円谷さんはビクリと体を硬直させた。


    　早さ苗なえ先輩は円谷さんの思考が停止しているのを即座に判断するや、ケータイを奪い取って自分の耳に押し当てた。


    「どーもー。マイネーム・イズ・早苗。苗みよう字じは早川。昨日お家に行ったんだけど、覚えてるかな？　さて、唐とう突とつだけどここで交こう渉しようだー。今、もちろん部屋にいるんだよね？　うんうん。すぐに否定しないっていうことは、そういうことだー。まず、立ち上がってリビングの左を注目ー。キッチンのある壁を右に見た場合の、反対側。そこのキャビネットの二段目に『コンプレックス・リローデッド』っていう洋画のＤＶＤがあったよねー。はい、そのケースをオープン。君のお宝は健在かなー？」


    　しばらく間まがあったあと、ケータイから断末魔のような叫び声が聞こえてきた。


    『ぼ、ぼくの秘蔵のオリジナルディスクが……。ど、どこにやったんだ！』


    　感極まった公平さんの声は、ハンズフリー機能を使わなくても僕らに筒抜けだった。


    「昨日、公平くんのお家を訪問した際に、チョロッとちょろまかしておいたんだよねー。偶然見つけちゃった時に、これは価値があるなって確信したのね。もっとも利用価値ってことだけどー」


    『な、なにやってんだよ！　犯罪だ！　訴えるぞ！』


    「犯罪？　あー、犯罪なのかー。うーん。そう言われると罪の意識が芽生えてきたなー。わかった。ごめんね。ありがとう。今からあたしはこれを持って警察に自首しよう。知り合いの家からこんなものを無断で持ってきてしまいましたー、ってね」


    『そ、それはやめろ。お願い。やめてくれ』


    　公平さんが早苗先輩にとられたのはたぶんエロに関係したものだ。しかしその焦あせりようからして、いったいどれほどマズイものなのだろう。


    「公こう平へいくん、なんだか勘違いしてないかなー？　あたしはべつに脅きよう迫はくしようって思っているわけじゃないんだよー。単純にこれをキャンパスまで受け取りに来てくれないかなー、っていうだけ話。この、法的に所持しておくのはちょっとヤバげなブツをねー。あ、ついでに学校来る時にしっかり学生証を持ってきてね。学生証を携けい帯たいするのは学生としての最低限のたしなみだからねー」


    『わかった！　わかったからもうそれ以上言わないでくれ。行くよ。今すぐに！』


    「よしよし、ありがと。よろしくねー」


    　早さ苗なえ先輩は満足げに通話を切ると、円つぶら谷やさんにケータイを返しながら次の指示を出した。


    「さて、円谷ちゃん。ボーッとしている暇ひまはないよー。次のミッション。今から公平くんを迎えに行ってきてくれない？　バイクでブンブーンとねー」


    　時間を確認すると、受付の締め切りまで三十分を切っている。仮に公平さんが徒歩で大学に来るとしたら、ちょっと危なっかしい。


    「で、でも、アタシ。やっぱり公平くんに嫌われているっぽいし……」


    　チョン、と早苗先輩は円谷さんの眉み間けんを指で突いた。


    「な、なにっ？」


    「バカだな、実にバカだなー」


    　チョン、チョン、チョンと早苗先輩は連続で円谷さんを突つ付つく。


    「痛いよぉ。バカってなに？　やめてよぉ」


    　円谷さんが涙目になったところで、早苗先輩はようやく指を止めた。


    「あたしは円谷ちゃんと公平くんの間でなにがあったのか知らないし、ぶっちゃけ興味もない。惚ほれたはれたなんて話は、当事者以外にとっては深夜に書き記すポエムのようなものだからね。でも、円谷ちゃんはあたしの数少ない友達だから敢あえて言うよ。チャンスという神にうしろ髪はない。見つけた瞬間に正面からのしかかれ。あたしの言いたいことはわかったかな？」


    「……うん。わかった。行ってくるよ」


    　円谷さんはコクリと頷うなずくと、バイクの置いてある駐輪場へと走っていった。


    　そのうしろ姿を見送りながら、早苗先輩は感かん慨がい深げに頷いた。


    「青春ってのはまさにこうでないとねー。もっとも今は秋だけど」


    



    　公平さんのアパートと大学までの距離は、バイクなら往復で十分くらいしかかからないはずだった。しかし円谷さんが公平さんとともにテントに戻ってきたのは十一時五十五分。つまり受付終了の五分前だった。


    「いったい二人でどこをランデヴーしてたんだー？　そんなのあとから腐るほどやればいいのに。誰も止めたりしないんだからさー」


    　流石さすがの早苗先輩も少し気を揉もんでいたらしく、ようやく現れた二人に珍しく悪態をついた。


    「変なこと言わないでくれよ」


    　テントにやってきた公こう平へいさんは肩で息をしていた。


    「円つぶら谷やさんのバイクの調子が悪くなったから、途中から走ってきたんだ。少しは労いたわってくれてもいいじゃないか」


    「そんなご苦労様話よりも、学生証はー？」


    　公平さんはポケットから学生証を取り出した。


    「よし、それじゃあラストスパート。受付へゴーゴー急げー。間に合わなかったら例のブツをコピーして大学中にバラ撒まくからね」


    「ちくしょう。人の足元見やがって。……って、受付ってどこなんだよ？」


    「公平くん、こっちこっち」


    　円谷さんが手招きし、二人は運営本部へと走っていった。


    　それから十分後。疲労困こん憊ぱいした体ていの二人がのろのろとテントに戻ってきた。


    「エントリーは？」


    「ほら」


    　公平さんがポケットから28と記されたバッヂを取り出した。


    「出場者はこれを胸につけて大会に出るようにだってさ」


    「うんうん。よくやったねー」


    　早さ苗なえ先輩はバッジに手を伸ばしたが、公平さんは素早く手を引っ込めてしまった。


    「その前に例のブツを返してくれよ。これ以上脅きよう迫はくされるのはまっぴらだ」


    「いいよ、いいよー。あげるよー。こんなのあたしが持っていても、なんの得にもならないからねー」


    　早苗先輩がパーカの右ポケットからディスクケースを取り出すと、公平さんはそれをひったくるようにして奪い取った。


    「……はー。生きた心地がしなかった」


    「と、いうのはフェイクで、こっちが本物だね」


    　早苗先輩は左ポケットからもう一枚のディスクケースを覗のぞかせた。


    　公平さんは狐きつねにつままれたような顔で、自分が手にしたディスクを確認した。忌いま々いましげに舌打ちをして、早苗先輩からもう一枚のディスクを取り上げる。すぐさま確認。彼は深い深いため息をつくと、近くのパイプ椅い子すに座り込んだ。


    「あら、公平くんじゃないの？」


    　テントの出入り口にしばらく姿が見えなかった平ひら子こさんが立っていた。彼女の隣となりには見覚えのない服装をした親しん戚せきがいる。


    「……ああ、どうも」


    「もしかしてこの大会に出場する気？」


    「よしてください。ぼくがそんな奴じゃないことくらい、ご存じでしょう？　ぼくはただエントリーの都合で無理やり呼び出されただけです。いうなれば被害者ですね」


    「わかっているわ。君のことは全然当てにしていないから安心して」


    　平ひら子こさんはテントの中央に進み出てくると、同行させていた親しん戚せきを僕らに紹介してきた。


    「この人は最後の種目の『キャンパステスト』のために来てくれた助すけっ人とよ。ほかのみんなもそれぞれの種目ではかなりの適任者だと思うけど、はっきり言って彼は特別ね。ここだけの話、その道のプロだから」


    　これでコンテストの準備はすべて整った。


    　九人の親戚ＶＳ宗むな像かた宗そう助すけ。


    　卑ひ怯きよう臭くさい気がしないでもないけど、これでどうにか勝機が見えてきた。


    「はいはい、みなさん。偶ぐう蹄てい目もくのように注目ー」


    　いつの間にかエプロンをつけて鉄板の前に立っていた早さ苗なえ先輩が、お好み焼きのヘラを打ち鳴らす。


    「エントリーも無事にすんだし、助っ人も到着したみたいだし、これで準備万ばん端たんだねー。しかし腹が減っては不戦敗。ここであたしから大盤振る舞いです。なんとなんと、当店自慢のお好み焼きを、お好みなだけ振る舞ってさしあげますー」


    「おおーっ！　早苗ちゃんの手料理かー」


    　親戚たちはおおいに沸わき上がったが、実際に作っているのは早苗先輩の横であくせく動いている円つぶら谷やさんだ。


    「良りよう平へいくん。早さ希き。ポケーッとしてないで手伝う、手伝うー」


    　親戚たちが群がっていくのをぼんやり眺めていたら、思っていたとおり注意された。仕方がないので早希と一緒に手伝いに行く。


    「ここが一番の稼かせぎ時なんだからね。もりもり作ってびしばし儲もうけないとねー」


    「儲ける？」


    　近くに立っていた平子さんが訝いぶかしげに首をかしげた。


    「早苗さん。あなた、さっき振る舞ってくれるって言ってなかった？　これっておごりじゃないの？」


    「この経済大国日本において、どこにタダの商品があるって言うんですかー。あったとしても、そんな商品には絶対に裏がありますよ。あくまで基本は等価交換。これが経済活動の原則ですよね。あ、できれば先払いでお願いしたいんですけどー」


    「フン。ちゃっかりしているわね。まあ、いいわ。いくら？」


    　早苗先輩は僕には見えないように指で金額を呈示したようだった。


    　平子さんは眉をピクピクと震わせたが、文句を言わずに財布の口を開けた。


    



    　親しん戚せきたちへの大盤振る舞いが一段落し、僕らも昼食を取っていた時のことだ。　


    「いよっす～」


    　妙に軽薄な声が聞こえたので顔を上げると、店先に見覚えのある男が二人で並んでいた。


    　一人は青い髪で、もう一人はハリネズミのような金髪。


    　宗むな像かた宗そう助すけのバンドの仲間だということに気づくのに少し時間がかかった。


    「俺らにもお好み焼き食わせてくれよ。みんなと一緒に食べたいんだ～」


    　二人はそう言いながら勝手にテントの中に踏み込んできた。


    「ちょっと待っ……」


    　僕が立ち上がるのと、二人が立ち止まったのはほとんど同時だった。


    「誰だ？」


    　振り返った親戚たちは、全員すっかりくつろいでいて素顔をさらしたままだった。


    「う、う、うわ？　うわーーっ！」


    　闖ちん入にゆう者しやの二人は脱だつ兎との如ごとく外へと駆け出した。


    　おそらく軽い気持ちでちょっかいを出しに来ただけだったのだろう。それがいきなり同じ顔のオンパレードを目撃してしまったのだ。驚くのも不思議ではない。


    「駄目です！」


    　早さ希きが立ち上がって叫んだ。


    「あの二人を逃がしたら、計画が宗像宗助にバレちゃいます。つかまえないと！」


    　早希の叫びがツルの一声となった。


    　親戚たちは弾はじかれたようにテントを飛び出すと、一いつ斉せいに逃げていく二人に次々とつかみかかった。そして泣き叫ぶ二人を有う無むを言わせずテントの中に引きずり込む。それから一分も経たないうちに、二人は手足を縛られて地面に転がされていた。


    「さあて。この二人、どうしようかしらね？　私たちの秘密を知られたからには、無事に帰すわけにはいかないわね」


    　平ひら子こさんは爬は虫ちゆう類るいのような目つきで二人を睨にらみつけた。さながら二人はヘビに睨まれたカエルだ。


    「でも、見られたのがまだこの二人でよかったと思います」


    　早さ希きの言葉に、平子さんが首をかしげる。


    「どういうことかしら？」


    「宗像宗助の場合、こうやってつかまえるわけにもいかなかったはずです。そんなことをしたら、ただの出場妨害になってしまいます」


    　なるほど、と僕は思った。と同時に不安がもたげてきた。


    「ということはさ、宗像宗助に顔の秘密を知られたら、その時点で僕らの負けは決まってしまうってこと？」


    「そうですね。最初はまだなにも思わないかもしれません。でも勝ちを重ねていったら、当然入れ替わりの可能性を疑ってくるでしょう。そして一度疑われたら最後、注意深く監視されている中での入れ替わりは無理でしょう。場合によっては大学側に通告されるかもしれない。この計画は『まさか同じ顔の人間が何人もいるはずない』という常識に基づいていてこそ、成功するものなんです」


    　その時、カウンターに立っていた円つぶら谷やさんが切迫した声を上げた。


    「ああっ！　く、来る。来ちゃう！」


    「どうしたんですか？」


    「宗むな像かた先輩がこっちに向かってくるよぉ」


    「みんな、顔を覆おおって！」


    　平子さんが鋭く命令を下すと、親しん戚せきたちは持参していた帽子や眼鏡を素早く装着した。


    「あんたたちなにやってんの！　どっちかが顔を隠さないとバレるじゃないのよ！」


    　叱しつ責せきされたのは僕と公こう平へいさんだった。


    　僕は周りを見たが、顔を自然に隠せそうなものは見当たらなかった。お好み焼きを入れるパックは透明だし、皿で顔を覆おおったりしたら余計に怪しまれてしまう。


    　一方、公平さんはまったく焦あせっていなかった。僕のほうが顔を隠すべきだと思っているのだろう。あるいはバレてもいいと思っているのかもしれない。


    　仕方がないので僕はダンボールの裏に身を隠した。


    　その時、宗像宗そう助すけの仲間のことを思い出した。二人は店の前から容易に覗のぞける位置にいる。見つかったら二人は解放され、宗像宗助に一部始終を話すことだろう。


    　僕はそのことをほかの親戚に伝えようとしたが、テントの外では宗像宗助がもうすぐそこまでに迫っていた。


    　平子さんも僕と同じことに気づいたようだったが、もはや二人を隠すだけの時間はなかった。


    　おもむろに早希が僕に囁ささやきかけた。


    「平たい良らさん。わたし、ちょっと行ってきますね」


    「え？」


    　早さ希きは立ち上がると、テントを出て宗像宗助の前へと立ち塞ふさがった。


    「オッ、早希ちゃんじゃないか」


    　宗像宗助の自信に満ち溢あふれた声が僕のところまで聞こえてきた。


    　僕はダンボールの裏から注意深く様子を窺うかがう。


    「宗像さん、ちょっとつきあってくれませんか？　お話ししたいことがあるんです」


    　早希はテントの中を隠すように立ち、宗像宗助に話しかけた。


    「ああ。それはいいんだけど、その前に人を捜しているんだ。オレのバンドメンバーの二人を見なかったか？　たぶんこっちのほうに来たと思うんだけど」


    「店には来ていませんよ。そんなことより、わたしの話を聞いてください。けっこう重要なことなんですよ」　


    「ふうん？　急にオレと話したいなんてどういう風の吹き回しなんだい？　まあいいか。女の子ってのは猫のように気まぐれだって言うからね。いいよ。なんでも聞いてあげよう」


    「二人っきりになれるところで話しましょう」　


    　それから二人は連れ立って正門の方向へと歩いていった。


    「……ふう」


    　平ひら子こさんが止めていた息を吐く。


    「危なかったわね。早さ希きちゃんが機転を利きかせてくれなかったら、今頃すっかり計画は丸まる潰つぶれになっていたところよ。良りよう平へいくん、あとで彼女にお礼を言っておきなさい」


    「はい。そうします」


    「……あとでなんて、あるのかな？」


    　背後で公こう平へいさんがボソッと呟つぶやいた。


    「どういう意味ですか？」


    　僕が振り返ると、公こう平へいさんは卑ひ屈くつな笑みを浮かべていた。


    「早希ちゃんが宗むな像かたと話している時さ、ぼくにはずいぶんと楽しそうに見えたね。あれって、君から宗像宗そう助すけに鞍くら替がえしたってことなんじゃないのかな？」


    「鞍替えもなにも、僕らはつきあっていません。それにあれは宗像宗助の注意を逸そらすためにやってくれた演技ですよ」


    「演技かそうじゃないかってのは、結局のところ本人にしかわからないものじゃないか。演技だと思っていたものが実は本心、ってこともありえると思うんだよね」


    「さっきからなにを言いたいんですか？」


    「べつになにも。僕には主義や主張なんてものは一切ないからね。たださ、女の子はやっぱりカッコイイ男に惹ひかれるものだよね。一般論としてさ。それに宗像宗助は去年の優勝者でもある。認めたくはないけど、あいつの魅力は顔だけじゃないんだよ」


    「早希が宗像さんを好きになったと言いたいんですか？」


    「その可能性はないこともない、って言ってるだけさ。ま、気にしないでくれよ。しょせんはぼくの悲観的な妄もう想そうなんだ」


    　そこまで言うと、公平さんは僕の反論を待たずにテントの一番奥にある椅い子すに座った。


    　彼は言いたいことだけ言い、議論するでもなく、話を勝手に切り上げた。おかげで僕はひどく心もとない気分になった。


    　大丈夫、と僕は目を閉じて自分に言い聞かせる。


    　早希はそんな人間ではない。彼女は宗像宗助のことをひどく嫌っている。彼に親しげに話しかけていたのは、あくまで僕らの計画を守るため……のはずだ。


    「心配ならね、見に行けばいい。ただそれだけのことなんだよー」


    　不意に僕の肩口から早さ苗なえ先輩がヌッと顔を出した。


    「でも、それだとまるで早さ希きさんを疑っているみたいで……」


    「気になったら見に行く。それは全然悪いことじゃない。品なんてなくてもいいから、全力で野や次じ馬うまをやってきなー。ちなみにあたし、馬のことはけっこう好きなんだ。ヒヒーン。あ、今のは非品ヒヒンってことね」


    　そう言って早苗先輩はバシッと僕の背中を叩いた。


    　僕はよろめきながらテントの外へ出た。そのまま足の動きを速め、早希と宗むな像かた宗そう助すけが歩き去っていった方向へと走り出す。


    　最終日のためか、キャンパスは昨日よりも人が多い。


    　その時になって僕はなにも変装をせずに外に出てしまったことに気がついた。が、そのあたりはたぶん平ひら子こさんがどうにかしてくれるだろう。要は僕以外の親しん戚せきたちが変装をしていれば問題ないのだ。


    　僕は人ごみを縫ぬって早希の姿を捜した。


    　屋内に入られていたらもう見つけようがない。そう思いながら建物の間を進んでいくと、不意に視界が開けて半円形のドームが現れた。


    「これは……」


    　おそらく出発前に早希が熱っぽく語っていた、スーパーリアル３Ｄマルチビジョンのプラネタリウムだろう。


    　建物の外周をぐるりと回ると、チケット売り場に宗像宗助と早希が並んでいるのを見つけた。


    　僕はあわてて足を止め、距離を保たもちつつ様子を窺うかがった。


    　二人が建物に入っていくのを確認してから、僕は窓口へと駆け寄った。


    　どうやら学生証を提示すれば無料で入れるらしかった。しかし僕は持っていないので一般の料金を払って中に入る。


    「……それにしても、どうして僕はこんなことをしているんだろう？」


    　不意に自分が今していることを考えて、罪悪感が湧いた。


    　早苗先輩は背中を押してくれたものの、冷静に考えてみればこれは覗のぞきなのだ。


    　とっさに七月に親戚たちが早希にやったことを思い出す。


    　あの時、僕は心の底から彼らを軽けい蔑べつしていた。にも拘かかわらず、今僕は彼らとまったく同じことをしようとしているのだ。


    「……やっぱり引き返すべきかな」


    　足を止めて悩んでいると、急に横の通路から話し声が聞こえてきた。


    　すでに先に行っていると思っていた早希と宗像宗助がこちらへ向かってきている。


    　僕は慌てて通路の角を曲がって観葉植物の裏に隠れた。


    　二人は僕に気づかないまま通り過ぎ、上映室の分厚い扉を開けて中に入っていった。


    　その時、僕は宗むな像かた宗そう助すけが早さ希きの手を引いているのを目撃した。


    　瞬間、なぜか引き返すという考えは消え去っていた。


    　僕は少しだけ間を置いてから、上映室へと体を滑り込ませた。


    　天井にはまだ照明が灯ともっており、中央の台座にはプラネタリウムの投光機が置かれていた。客の入りはまばらだ。


    　早希と宗像宗助はホール中央の座席に座っていた。


    　僕は息を押し殺しながら、二人が座っている列の最後尾に腰を下ろした。


    　できれば声が聞こえるところまで近づきたかったが、そこまで大胆にはなれなかった。


    　二人はプラネタリウムが開演されるまで、楽しそうに会話に興じているようだった。話しかけているのはもっぱら早希のほうからだ。


    　僕は彼女が宗像宗助をここに連れてきた理由について考えてみる。


    　彼女は東京に来る前からここのプラネタリウムを見たがっていた。しかし昨日も一昨日も暇ひまがなかったし、今日にいたってはそんな場合ではないと僕は思っていた。


    　とはいえ早希はどうしてもここに来たかったのだろう。それこそ宗像宗助と一緒であったとしても。


    　いや、違う。


    　僕は窓口で入場券と一緒にもらったパンフレットを見た。


    　そこにはプラネタリウムの案内と上映時間が記されている。今から始まるのは十三時十分から五十分までの回であり、これはちょうどコンテスト開催直前までだ。


    　たぶん早希はプラネタリウムに宗像宗助をつきあわせることで、平たい良ら家けの秘密が知れてしまう危険性を完かん璧ぺきに消そうとしてくれたのだ。


    　そう考えれば理屈は通るし、黙ってやるところがまさに早希らしい。


    　このことに気づいた僕は、もう早希を疑う理由はなかった。


    　早希がどんなに楽しそうな顔をしていたところで、それはすべてフェイクなのだ。　


    　……と、頭では完璧に理解しているつもりだった。なのにどうしてこんなにももどかしいのだろう？


    　気がつくと室内の照明が徐々に絞られていき、やがてドーム状の天井に星々が瞬またたき出した。


    　早希が絶賛していただけあり、人工のものとは思えないほど綺き麗れいな映像だった。


    　もっとも僕は頭上の光景よりも、前方の二人の人影ばかりに意識を取られていた。


    　四十分後、上映は終了した。


    　照明が戻り、宗像宗助が座席から立ち上がった。


    　彼は早希といくつか言葉を交わすと、笑顔で手を振りながら上映室から出ていった。


    　町中でしつこかった男にしては、実にあっさりと帰っていったものだと思った。


    　が、すぐにコンテストに参加するために早めに出ていったことに思い至る。


    　早さ希きは大きく伸びをしてから、クルッと僕へと振り返った。


    「ようやく終わりました。わたしの任務は完了です」


    「僕がいたこと、気づいてたんだ？」


    「はい。建物に入る時とか、通路を通った時に見えていましたよ」


    「あ、そうだったんだ」


    　僕はそう答えながら、早希の真っ直ぐな視線から少しだけ目を背そむけた。


    「どうかしましたか？」


    「いや、なんていうか、結果的にこそこそとあとをつけるようなことをしちゃったからさ。その……ごめん」


    「平たい良らさん、なんだかちょっと卑ひ屈くつですよ。そんな公こう平へいさんみたいな言い方してないで、素直に『見守っていた』とか言ってくれればいいじゃないですか」


    「そ、そうかな？」


    「はっきり言って、宗むな像かた宗そう助すけと一緒にいるのは苦痛でした。いきなりなにされるかもわからなかったわけですしね。でも平良さんがうしろにいるんだってわかっていたからこそ、我慢できたんです」


    「……そう、だったんだ」


    「そうですよ」


    「うん」


    　自分でもなにが「うん」なのかわからなかったが、それ以外にいい言葉は出てこなかった。でも早希にはちゃんと僕の気持ちは伝わっていたと思う。


    「さあ、そろそろ決戦の場に赴おもむきましょう」


    　プラネタリウムから出ると、グラウンドの方角から煙だけの昼用花火が上がっていた。


    『ただいまより当大学祭の最終イベント、イケメンコンテストを開催いたします。メイン会場はグラウンドの特設ステージになります。繰り返します。ただいまより当大学祭の……』


    　あちらこちらのスピーカーから案内が流れてくる。


    「急ぎましょう」


    　僕は早希とともに特設ステージへと向かった。

  


  
    



    　　　第七章　イケメンコンテスト


    



    　ステージ上には三十人近い出場者が並び、司会者が各おの々おののプロフィールを紹介しているところだった。


    　ギャラリーからは出場者ごとに熱い声援が送られている。みんな、周囲の支持を受けて出場を決意した人たちなのだろう。


    　しかし宗むな像かた宗そう助すけが紹介を受けた時の声援は、明らかにほかのものとは群を抜いていた。まるで芸能人のような扱いだった。


    「まったく、凄い人気だよな。あいかわらずいけ好かない」


    　僕らが比較的空いている左手側からステージを眺めていると、うしろから公こう平へいさんの声がした。一応サングラスをかけて変装をしていたようだけど、その鬱うつ々うつとした喋しやべり方と、への字の口元ですぐに彼だとわかった。


    「けど、優勝するのはあいつなんだろうな。悔しいけどそれだけはもう決まっていることなんだ」


    　最初は無視しようかと思ったけど、耐え切れずに僕は彼に訊ねた。


    「公平さんは宗像さんの味方なんですか？」


    「とんでもない。ぼくほどあいつを忌いみ嫌っている奴はたぶんほかにはいないよ」


    「それならどうして宗像さんを応援するようなことばかり口にするんですか」


    「決して悲観的になって言っているわけじゃないよ。ああいう生まれた時からの完かん璧ぺき人間というのはね、挫ざ折せつってものを知らないんだよ。勝ち組は常に勝ち組なのさ。忌いま々いましい限りだけどね」


    　早さ希きが険しい視線を公平さんに向ける。


    「これからもそうだっていう確証はどこにもないじゃないですか」


    　彼は煩わずらわしそうに僕らから顔を背そむけたが、ふと思い出したようにポケットに手を入れた。


    「そうだ。べつに君らと議論しようと思って来たわけじゃなかったんだよ。これ、平ひら子こさんから渡すように頼まれてさ」


    　公平さんが差し出してきたのはクシャクシャになったキャップだった。


    「コンテストが無事に終わるまで、テントの外に出る時は必ず被かぶるように、だってさ」


    　親しん戚せきの一人がすでにコンテストに参加していることをすっかり忘れていた。


    　僕が受け取ったキャップを被るのを確認すると、公平さんはあっさりとその場から去っていった。コンテストを見届ける気はないらしい。


    　ステージ上では司会者が着々と大会を進行させていた。


    「それではいよいよ第一種目、『ぐるりのこと』のスタートに移ります。これは大学の敷地の外周を駆け抜ける、言わば中距離走です。さあ、出場者の方々はステージから下りて、グラウンドのスタートラインに並んでください」


    　出場者たちが移動するのに合わせて、ギャラリーたちもぞろぞろとコース沿いに向かう。


    「どう？　そろそろ始まりそうかなー」


    　僕らも見晴らしの良い場所を求めて移動していると、うしろから陽気にポンと肩を叩かれた。早さ苗なえ先輩だった。


    「先輩。ちょっと遅くないですか？」


    「だってまだ始まってないんでしょー。あたし、映画の前の予告とか嫌いなんだよね。始まったかと思いきや、実はべつの作品でしたー、ってやつ。しかもカミングスーン。見たいと思ってもまだやってなかったり。あれは最悪だよね。宣伝するからには今見せろって感じ。今。今まさに。ナウナウ」


    「まさかとは思いますけど、自分のキスが賭けられていること忘れていませんよね？　先輩は当事者なんですよ。しかも限りなく事件の中心の」


    「台風の中心は風が吹かないらしいよね。あと、天上大風って言葉聞いたことある？　空のほうではゴウゴウと風が吹いているのに、地上はお気楽極楽体ていたらく。これ、あたしの好きな言葉ベスト３に入るんだー」


    　心配しすぎるのもよくはないが、楽観しすぎるのもどうかと思う。


    　パンッ！


    　ピストルの音が鳴り響いた。


    　身を乗り出してみると、出場者たちが一いつ斉せいにスタートを切って走り出すのが見えた。


    　先頭はまるで最初から決まっていたかのように宗むな像かた宗そう助すけだった。


    　彼は僕らの前を通過する時、余裕にもピースサインを送ってきた。もちろん早さ希きと早苗先輩に向けて。


    　親しん戚せきはというと、ほかの出場者の陰に隠れていたのか、僕はその姿を確認することができなかった。


    　出場者たちがキャンパスの外へと出ていったので、ステージの周辺では人々が散らばり出していた。


    「今のうちにゴール地点に移っておこう」


    　この種目はスタート地点がゴール地点を兼ねている。外周コースを回ってきた出場者は、キャンパスに戻ると今度はグラウンドを逆回りに走ってゴールを切ることになっている。


    　ゴールにはすでに平ひら子こさんやほかの親戚たちが陣取っていた。平子さん以外は全員変装を怠おこたっていない。


    「僕、参加者の中に親戚の人を見つけられなかったんですけど、どうなってました？」


    　平子さんは堂々と腕組みをしながら答えた。


    「大丈夫よ。ちゃんと先頭集団に食らいついていったわ。同じ平たい良ら家けの人間を信じなさい」


    　生あい憎にく信じきれないから訊たずねているのだ。


    　十分後、沿道のほうから歓声が聞こえてきた。


    「戻ってきたようね」


    　再びギャラリーたちがコース沿いにひしめく。そのせいで僕らのいる位置からは、最終コーナーからゴールまでの直線しか見通すことができなくなった。


    『来た、来た、来たーっ！』


    　双眼鏡を覗のぞき込みながら、ステージ上の司会者が叫んだ。


    『第一走者は……ゼッケン１番。宗むな像かた、宗像宗そう助すけ！　去年の優勝者。今年の優勝候補。期待を裏切ることなく、ブッチギリでやってきたーっ！』


    　思わず両足の力が抜けそうになった。


    　べつに親しん戚せきの力を過信していたつもりはなかった。ほかに頼るべき相手がいなかったから、頼っただけだ。とはいえ、やはり心のどこかで彼らに期待していたのだろう。


    「良りよう平へいくん。そんなに絶望的な顔になるのは早いよー。後悔ってのは、その字の如ごとくあとからするものなんだからね。今はまだ終わってない。……ホラ」


    　早さ苗なえ先輩に言われて、僕はうつむきかけていた顔を上げた。


    　ギャラリーの声が不穏などよめきに塗り替えられていく。


    　ステージ上では司会者が興奮ぎみに叫んでいた。


    『な、なんだーっ？　いったいあれは誰なんだー？　距離が、距離が縮ちぢまってきている。徐々に、どんどん、見る間まにっ。これは速い！　宗像宗助が追いつかれているぞーっ！』


    　最終カーブを曲がってきた二人の姿が見えた。


    　先頭は確かに宗像宗助で、ラストスパートをかけるその姿はまるで精せい悍かんな野生動物のよう。


    　そんな彼のすぐ背後に迫っているのは、僕と同じ顔をした親戚だ。


    　そして今まさに両者の間かん隔かくは埋うまりつつあった。


    「ハアッ!?」


    　横を見た宗像宗助が大きく表情を崩す。


    　瞬間、親戚は一気に宗像宗助を抜き去った。


    　宗像宗助はやや遅れて現状を理解したらしく、顔つきをキッと引き締めた。


    　抜き返そうとギアを入れ替えるのが傍はた目めからでもわかる。


    　しかし残りはすでに十メートル。


    　体一つ分先んじたまま、親戚がゴールテープを切った。


    『だっ、だっ、大金星ーっ！』


    　司会者の言葉は解説というよりも、もはや絶叫のようなものだった。


    『いったい誰なんだー？　完全に予想外っ！　エントリー番号28番！　ええと、名前は……平たい良ら公こう平へい？　平良公平だそうです。下げ馬ば評ひようにはまったく名前が載っていませんが、とにかく平良公平です！　大穴っ！　宗むな像かた宗そう助すけの連れん覇ぱが確約された、ある意味デキレースとさえ揶や揄ゆされていた本大会の初戦！　これをいきなりひっくり返したのは、無名のダークホース、平良公平だーっ！』


    　司会者のみならず、ギャラリーたちも騒然としていた。宗像宗助が負けたことを呪のろわしげに嘆く声もあれば、喝かつ采さいをあげている人もいる。


    　熱を帯びた群集の中から、競技を終えた親しん戚せきがそっと僕らの元へやってきた。


    「大穴だって。おお、あなおそろしやー」


    　早さ苗なえ先輩が楽しそうにそんなことを言ったが、親戚たちは意外にも静かなものだった。


    　平ひら子こさんは表情を崩さず、親戚たちに素早く命令を下した。


    「さあ、いったんテントに戻るわよ。次の種目が始まる前に、入れ替わりをすませないといけない。スピーディーに行動しなさい」


    　平子さんは早くも次の競技で勝つことに頭を切り替えているのだ。そしてほかの親戚たちもそれを理解していたらしい。


    　本気で彼らのことを頼ってもいいかもしれない、とこの時になって初めて僕は思った。


    「オイ、公平」


    　移動しようとした時、おもむろに宗像宗助が僕らの前に立ち塞ふさがった。


    　危うく返事をしそうになったが、今、僕は彼に対して正体を隠している身だ。


    　素顔を晒したままの親戚が宗像宗助の前へと進み出る。


    　宗像宗助はしばらくその親戚の顔を見つめていた。


    　バレないだろうかと、僕はハラハラしながらその様子を窺うかがった。


    「……油断していたとはいえ、まさかこのオレがおまえに負けるなんてな。正直に言うよ。オレは今、ごくごく普通に驚いてるんだ」


    　宗像宗助は意外にも朗ほがらかな口調だった。


    　親戚はなにも答えない。


    　それでも宗像宗助は一人で話を続けた。


    「それにしてもこんなに驚いたのは何年ぶりかな？　ほら、オレって幼少の頃からなんでもできちまう奴だったからさ。本気で思い通りにならないっていう体験をした覚えがないんだ。ところがおまえのさっきの一位といったらな。いや、悔しいっていうんじゃないんだ。なんていうか、新鮮だった。うん。たまにはこういうのも悪くない。ありがとうな。貴き重ちような体験をさせてくれて感謝するよ。あ、だけどな。一つだけ言わせてくれ」


    　宗像宗助は親戚に歩み寄り、なれなれしく肩を小突いた。


    「必死すぎるのってカッコ悪いぜ？」


    　それから「ハッ！」と短く笑うと、彼はその場から立ち去っていった。


    「なんですかね、今の失礼な態度は」


    　彼の姿が見えなくなったところで、早さ希きが言った。


    「負け惜しみだろうねー。ただの」


    「そのとおり」


    　平ひら子こさんは口の右端だけを微かすかに吊り上げた。


    「冷静なふりをしているようだけど、悔しがっているのがバレバレね。よし。この調子で行くわよ」


    　僕らは親しん戚せきの入れ替わりを行おこなうべく、足早に早さ苗なえ先輩のテントへと向かった。


    



    　僕はジュースの売っている店を探してキャンパスの中を進んだ。


    　大学祭も終わりに近づいているためか、あちらこちらの店で安売りを始めている。


    　僕は半額になった一･五リットルのペットボトルを二つ購入した。


    　これまでのところ『ぐるりのこと』『ヴァーチャルがリアリティー』『机上の机』『ラッキー・フォーチュン・ディスティニー』『ゴールデン・フィンガー・レスリング』『レディース・マナー』『お触り・ジェネレーション』の合計七種目が終了していた。


    　これらの種目で親戚たちはすべて一位を獲得してきた。


    　一方、宗むな像かた宗そう助すけは常に二位をキープしていたものの、流石さすがにこれから逆転することは難しいだろう。


    　安心しきった僕は、親戚たちを労ねぎらうべく、自みずからジュースの買い出しに出向いたのだった。


    　計三リットルのペットボトルは重かったが、彼らの功績からしてみれば軽いものだ。


    　僕はテントに戻ると、変装用の帽子を取って中の人々に呼びかけた。


    「お疲れ様です。ジュース買ってきたんですけど、飲みませんか？」


    　数人の親戚が振り返ったが、返事はなかった。それどころか妙に空気がギスギスしている。


    「……どうかしたんですか？」


    　中央のテーブルに両腕を組んで座っていた平子さんが顔を上げた。ついさっきまで余裕の笑みさえ浮かべていたはずの彼女が、今では口元を固く結んでいる。


    「アクシデントよ」


    　平子さんは手前に置かれた食べかけのお好み焼きを指差した。


    「これを食べた人が腹痛を起こして運ばれていったのよ。それもよりにもよって、最後の『キャンパステスト』に出てもらおうと思って呼び寄せた助すけっ人とよ」


    「え？」


    　あまりにも唐とう突とつすぎる話で、僕はなかなかその言葉を理解することができなかった。


    　テントの中を見回すと、神妙な面おも持もちの早希と目が合った。


    　どうやら本当らしい。しかし仮に食中毒だとしたら、一人だけではなくこの場にいる全員が腹痛を起こしているはずだ。


    「平たい良らさん。とにかく問題のお好み焼きをよく見てみてください」


    　早さ希きに言われ、僕は容器ごとお好み焼きを手に取った。


    「……あれ？」


    　昼間、親しん戚せきたちに振る舞ったお好み焼きはすべて紙の皿に盛って出したはずだった。しかし今僕が手にしているのは透明なパック。これは今日のものではない。


    　ふと、昨日の店じまいの際に早さ苗なえ先輩が言っていたことを思い出す。


    



    『とりあえずこの処分は明日考えるよ。どうせ夜は寒いだろうから、そう簡単に腐らないだろうしねー。夜の外気は天然冷蔵庫ー』


    



    　早苗先輩はテントの一番奥の席に座っていた。


    「せ、先輩！」


    「んんー？」


    「これって昨日、先輩が作った失敗作のお好み焼きですよね？　まさかこれを親戚の人たちに出しちゃったんですか？」


    「あ、もしかしてあたしが犯人だと思ってる？　ちょっと待ってよ。それは冤えん罪ざいという名の無罪だぞー。確かにそれを作ったのはあたしだよ。それは認める。でも、だからって誰かにこっそり食べさせようとはしてないぞ。ちゃんと別のところに除よけて置いておいたんだからー」


    「管理はちゃんとしていたんですか？」


    「昨日の夕方、そこのダンボールの上に置いたの一緒に見ていたでしょー」


    　早苗先輩は傍かたわらのダンボールを指差した。しかしそこはテーブルからあまり離れてはいない。これでは誰かが間違って食べてしまったとしても仕方がない。


    　平ひら子こさんが静かに口を開く。


    「お昼時、このテントの中はかなり混雑していたわ。だから振る舞われたお好み焼きと、そうでないものを見分けられなかったとしても仕方がない。だとしたらこれはただの不運な事故よ。でも、問題はそれだけじゃない」


    「まだなにかあるんですか？」


    「店の売り上げ金が盗まれたのよ」


    「ええっ？」


    「詳しくは第一発見者である円つぶら谷やさんの証言を聞いてね」


    　平子さんが目配せをすると、円谷さんがおずおずと立ち上がった。


    「さ、さっき、お客さんが来たからレジを打ったの。本当は今日は貸し切りだったんだけど、お好み焼きが一つ余っていたから、売ってあげたのね。その時、レジの中が空っぽになっていることに気がついたの。そこには三日分の売り上げ金が全部入っているはずだったのに……」


    　円つぶら谷やさんは話し終えるとすぐに椅い子すに腰を下ろした。


    　しばらく誰も口を開こうとしなかった。ちなみに宗むな像かた宗そう助すけの仲間たちはテントの一番奥で拘束されたままだ。まったく動けないわけだから、犯人は彼らではない。


    　沈黙を破ったのは、やはりリーダー格の平ひら子こさんだった。


    「とにかく今は深く考えていても仕方がないわ。最悪、お好み焼きの件が事故ではなく、店の売り上げを盗んだ奴の企くわだてだったとしても、今追及すべきことはそっちじゃない。問題は最後の種目に誰が出るかということよ」


    　僕はケータイで時間を確認した。確かに平子さんの言うとおりである。スケジュール通りに大会が進んでいるのなら、セミファイナルの『スイーツ・ストック・ストマック』が今にも終了しかねない。それまでに代役を立てなければ、ここまできて途中欠場になってしまう。


    「良りよう平へいくん。最後の種目にはあなたが出なさい」


    　有う無むを言わせぬ口調で平子さんが言った。


    「ええっ！」


    「あなた現役受験生でしょう」


    「む、無理です」


    「全然勉強してないってわけでもないんでしょ？」


    「勉強はしてます。でも、だからって勝負で通用するほどではありませんよ」


    「必ずしも一位を獲る必要はないのよ。私たちはこれまで連続で一位を取ってきたわけでしょう。要はその差を埋うめられなければ優勝できるのよ。重要なのはいかに勝つか、ではなく、いかに負けないかってことよ」


    「でも、僕程度の学力ではそのリードを守れるかもわかりませんよ」


    「じゃあほかに誰が出るって言うの？　パンフレットを読み返しなさい。この最後の種目はこの大学の過去問をミックスしたものと書かれているわ。現役受験生のあなたが最も有利なのは考えるまでもないじゃない」


    「だ、だから駄目なんです」


    「だからってなに？」


    「ぼ、僕はＣ判定だったんですよ」


    「Ｃ判定って？」


    　僕は不ふ承しよう不ぶ承しよう、二週間前にもらった模試結果の説明をした。


    「ふうん。で、要はどれくらいの確率ってわけなの？　わかりやすくパーセントで言ってちょうだい」


    「ＡからＥまでの五段階評価なので、四十～六十パーセントってところです」


    「フィフティ・フィフティか」


    　周囲の親しん戚せきたちの表情が曇る。それはもっともな反応と言わざるをえない。


    「だから僕が出たって……」


    「仕方がないって言うの？　じゃあほかに誰が出る？　公こう平へいくんにでも頼むのかしら？」


    「え、ぼくですか？」


    　顔を上げた公平さんは面倒臭そうに頭をボリボリと搔かいた。


    「命令だって言うんなら出ますけどね。でも、期待されても困りますよ。ぼくに任せたらそれこそジ・エンドですよ。確かにぼくはここの学生ですけど、受験したのはもう半年も前のことです。太古の昔ですよ。それに大学生ほど勉強をしない人間もほかにはいませんよ。最近はペンすら握った記憶もないくらいですからねえ」


    「わかるわかる。大学に入った途端に勉強しなくなるんだよなあ」


    　周囲では親戚たちがしみじみと頷うなずき合っていた。


    「それにですね」


    　公平さんは僕に思わせぶりな視線をチラリとよこした。


    「今、こんなことを言うのは不適切なんでしょうけど、やっぱりこの勝負は最初から負ける運命にあったんだとぼくは思いますね。だってそうでしょ？　そもそも良りよう平へいくんに彼女がいるっていうこと自体、平たい良ら家けにとっては異常なことなんです。それを守ろうとしたって、失敗するのは当然です。……あ、こんな悲観的なことを言ったからって、売り上げを盗んだ犯人だとは思わないでくださいね。ぼくは口だけのペシミストなんです。そんな度胸のいるようなことはできませんから」


    「もういいわ」


    　平ひら子こさんは公平さんの話を制すと、僕に視線を戻した。


    「……良平くん。あなた、こんなことを平気で口にしちゃうような人に勝負を任せられる？　それも、あなたの大切な人たちのキスが賭かっている勝負なのよ」


    　ハッとなって早さ希きと早さ苗なえ先輩を見る。


    　僕はこれまでプレッシャーから逃のがれることしか考えていなかった。


    　しかし本来この大会の勝敗を最も気に病やんでいるのはこの二人なのだ。


    　それなのに二人はなにも言ってこない。不安を口にすることも、怖おじ気けづいている僕を責めたりもしない。


    　早希は黙って成り行きを見守っているだけだし、早苗先輩にいたっては両手を合わせて指の回転運動に専念している。指の回転運動？


    　いや、早苗先輩だって顔にこそ出さないものの不安なのだ。たぶん。


    　僕は息を大きく吸い込み、ゆっくりと目を閉じた。


    　勝てる確率がどうだとか、誰が勝負に適しているかとか、余計なことは一切思考から削そぎ落とす。


    　要は、僕はどうしたいかだ。


    　すると残るのは早さ希きと早さ苗なえ先輩を守りたいという実にシンプルな解答。


    　僕は目を開けてその場にいる全員に向けて宣言した。


    「……やります」


    



    　セミファイナルの『スイーツ・ストック・ストマック』が終わり、出場していた親しん戚せきがテントに戻ってきた。結果はまたしても一位とのことだった。これで九種目中、八種目を連れん覇ぱしたことになる。


    　僕は彼から渡されたゼッケンつきのアウターとジーンズに素早く着替えた。


    「インターバルは三分なんだ。すぐにステージに戻れ」


    　僕はテントの中の人たちをぐるりと見回した。


    　迷いが完全に払ふつ拭しよくされたわけではない。プレッシャーもある。でも、もう時間はないのだ。


    「行ってきます」


    　僕はテントを出ると、建物の間を縫ぬってグラウンドへと走った。


    　ステージの周辺にはギャラリーがひしめいていたが、僕の顔を見ると「お、ダークホースじゃん」と言って道を譲ってくれた。


    　ステージ上では出場者たちがすでに並べられたブースに座っていた。


    「遅いですよ。ささっ、早く早く」


    　ステージの上から司会者に引っ張り上げられ、真ん中のブースに座らせられた。


    　ふと前を見ると、ステージの高さは一メートルくらいしかないはずなのに、ずいぶんと見晴らしがいいように感じた。逆に言えば、それだけ多くのギャラリーから視線を向けられているということになる。


    　気詰まりになってうつむいたら、机の上に袋とじの問題集が置かれているのに気がついた。


    　思わず動どう悸きが激しくなった。ただでさえ学校のテストでも緊張するというのに、果たしてこんな状況でどれだけ冷静に頭が回ってくれるだろう？


    『さてさて、いよいよイケメンコンテストもクライマックスですが、ここでいったんこれまでの流れをおさらいしておきましょう！』


    　少しでもコンテストを盛り上げようというのだろう。司会者がコンテストの経けい緯いを説明し出した。しかしそれは僕の緊張をほぐすどころか、プレッシャーをより募らせただけだった。


    「ビビッてんのか？」


    　右みぎ隣どなりからの声に顔を上げると、そこには宗むな像かた宗そう助すけが座っていた。


    「そんなこと、ない」


    　平然と答えようとしたのに、いきなり声が裏返った。


    「オッ？」


    　彼は嬉うれしそうに口元を歪ゆがめた。


    「さっきまで調子よく連勝していたくせに、急にどうしたんだ？　まるで以前までの貧弱そうな公こう平へいに逆戻りしたみたいじゃないか。ハッ、ハハッ！　わかったぜ。おまえこの種目に自信がないんだな？」


    「ち、ちがっ……」


    　ここで彼をつけ上がらせてはいけない。そう思って強く否定しようとしたのだけど、口を金魚みたいにパクパクとさせただけで、声を出すことができなかった。


    「なるほどね。読めたぜ。おまえはこれ以外の競技で勝負を決めるつもりだったんだな？」


    「……………………」


    「フッ。図星か。そうだ。この際だからいいことを教えてやるよ。おまえ、この競技の採点基準を知ってるか？　ちなみにオレは知っている」


    　僕は思わず宗むな像かた宗そう助すけの顔を見た。当然、気にならないわけがない。


    　宗像宗助は切れ長の目を、僕を焦じらすようにゆっくりと細めた。


    「気になるか？　気になるだろうなあ。いいだろう。教えてやるよ。だけど最初に断っておくが、生憎このコンテストのルールは今のおまえには都合が悪いようにしか出来ていないぜ？」


    　不吉な予感がするにも拘かかわらず、僕の耳はどうしてか彼の話を聞きたがっていた。


    「まず各競技の一位と二位の配点の差は、おまえが期待しているほど大きくはない。つまり、総合点の開きはオレから言わせれば微々たるものなのさ」


    　真っ先にリードのことを否定された。


    「おまえにとって不利なのはそれだけじゃない。おまえ、すべての種目が同じような点数配分だと思い込んでいないか？」


    「えっ？」


    　それはまったく予想していなかった指摘だった。


    　コンテストは全九種目。仮に一種目を百点だとすると、全種目を制せい覇はすれば九百点。これが一般的な採点の仕方だと思っていた。むしろそれ以外にどういうやり方があるというのか？


    「このコンテストは傾斜配点なんだよ」


    「……あっ！」


    　思わず声が出た。僕はその言葉を知っている。三年生になってからというもの、教師たちから何度となく説明を受けてきた採点方法だ。


    「要は大学受験と一緒だな。種目を教科に置き換えればわかりやすい。たとえばある種目の配点は低いが、べつの種目ではその二倍ということもある。うちの大学受験だってそうだったろう？　評価は一律ではないんだ。冷静に考えれば当然のことなんだがな。最初のマラソン勝負と、第四種目のじゃんけんを比べてみろよ。あんなのが同等に評価されるほうがおかしいだろう？　その辺のバランスを保たもつための傾斜配点ってわけさ」


    「……だ、だから？」


    　僕は平静を装って訊たずねた。どちらにしろこちらが点数で勝っていることに変わりはないはずだ。


    「さて、ここで問題だ。このコンテストの中で最も配点の高い種目はなんだと思う？」


    「最も……？」


    「そうだ。つまり、それで一位を取れば格段に有利になる種目だ」


    「………………」


    「ハッ。おまえ、本当はもう気づいてるな？　そうさ。この第九種目だ。これはあくまで大学のイベントなんだぜ。イケメンコンテストなんて軽い言葉を使っているが、学力が評価されるのは当然のことだろう」


    「……………………」


    　宗むな像かた宗そう助すけの言葉を信じる必要はない。もしかしたら僕を動揺させようとして噓うそをついている可能性だって考えられる。しかし彼は去年の優勝者だ。初めて参加するわけでもないし、内部事情に通じていてもおかしくはない。


    　まるで貧血を起こしたみたいに、僕の視界は狭く、真っ暗になっていく。


    『それでは最終種目、始めっ！』


    　司会者の声は、僕の耳には上う手まく届いてこなかった。


    



    　誰かが叫んでいる。


    　遠くから、弱々しい声で。


    　……いや、弱いのは声ではない。僕の意識のほうだ。


    「馬鹿野郎！　なにやってんだ！　真剣にやりやがれ！」


    　突とつ如じよとして耳に届いたのは、声援でも懇こん願がんでもなく、荒々しい罵ば倒とうだった。


    　ハッと顔を上げると、いつの間にかギャラリーの最前列に親しん戚せきたちが押しかけていた。


    　平ひら子こさんの責めるような鋭い声が飛ぶ。


    「絶望しているだけじゃなにも変わらないのよ！　とにかく手を、手を動かしなさい！」


    　親戚たちの隣となりには円つぶら谷やさんの姿もあった。


    　彼女は胸の前で手を組みながら、これまで聞いた中で一番大きな声を出していた。


    「あきらめちゃ駄目だよぉ。早はや川かわさんと早さ希きちゃんのためにもがんばらないと！」


    　彼女のうしろには早希と早さ苗なえ先輩が立っていた。


    　早希はじっと僕のことを見つめていた。


    　早苗先輩は周りの歓声がうるさいとばかりに、両耳を塞ふさいでいる。


    　しかしそれよりも僕の目が引き寄せられたのは、親戚たちの最後列にいた公こう平へいさんだった。


    　彼は変装用のサングラス越しにこちらを見上げているだけだった。


    　しかし彼が口元にわずかに笑みを浮かべたのを、僕は見逃さなかった。


    　瞬間、僕の頭の中に彼の声が聞こえた。


    （君は平たい良ら家けの人間なんだ。どうせ君もぼくと同じように悲ひ惨さんな運命をたどることになるんだよ。そうなるに決まってる。だからもう素直にあきらめなって）


    　実際には公平さんは口を閉じたままだったので、それは僕の幻聴だったのかもしれない。しかしいかにも彼の言いそうなことだ。いや、今まさにそう思っているはずだ。


    　そこで僕は思わずカッとなった。


    　頭に血が上ったことで意識が冴えたのか、すでに競技が始まっていることに気がつく。


    　僕は素早く問題集の袋とじを破り、問題にざっと目を通した。


    　問題は全二十五問。


    　この中で容易に解けそうなものと、時間がかかりそうなものを素早く見極める。


    　難しい問題に手間取り、解けたはずの問題に時間を使えなかったというのは、試験において最も愚おろかなことだ。


    　選別の結果、全問中十三問がすぐに答えを出せると判断した。


    　机の上のペンを取り、流れるように解答欄を埋うめていく。


    「オッ。復活したようだな」


    　隣から宗むな像かた宗そう助すけが軽々しい口調で話しかけてきた。


    「やる気を出してくれて感謝するよ。そうでないとオレも燃えないからな。だがな、公平。今度は表情がちょっと険しすぎるぞ。おまえに真剣な表情は似合わない。笑っちまいそうだからやめてくれないか？」


    　僕は宗像宗助を頭から無視した。今、とにかく僕がやるべきことは、少しでも多くの問題を解くことだ。間違っても彼との駆け引きではない。本来、テストというのは自分自身との戦いなのだ。


    「チッ。悪あがきしやがって」


    　宗像宗助は舌打ちをすると、自分の答案に戻っていった。


    　僕はより集中力を高め、易やさしいと判断した問題を一通り解いた。


    「よしっ」


    　手応えを感じつつ、残りの問題へと移る。


    　僕は問題をさらに難易度別に分け、解答の筋道が見えそうなものから手をつけた。


    　当然さっきよりは時間がかかったが、いずれも手ごたえのある解答を得ることができた。


    　現時点で解けたのは二十五問のうち十七問。


    　悪くないペースだと思ったし、答えにも自信がある。


    　もしかしたら連日の勉強の成果がついに発揮されてきたのかもしれない。


    　この勢いを崩さないまま、僕は難易度が高いと判断した残りの八問へと意識を移す。


    　今までの問題と異なり、それらは複数の公式を用いたり、長文の解読を経へないと解けない問題ばかりだった。


    　おそらくこれらをどれくらい解けるかによって、この最終種目の勝敗は決するはずだ。


    　あとはもう下へ手たなことを考えても仕方がない。


    　時間の許す限り、自分の知識を真っ向からぶつけるだけだ。


    　僕はまず英語の長文の解読に挑んだ。


    　ざっと目を通したところ、意味を思い出せない単語が三つあった。よりにもよって文章の核となる言葉だ。


    　一つは前後の文脈から意味を推おし量はかることができた。が、残り二つがどうしてもわからない。


    　僕はとりあえずこの問題をパスし、次の数学の問題へと移動した。


    　途中までは条件反射のように公式を当てはめることができ、数式が次々と展開されていった。


    　しかし僕はまたしても停止を余儀なくされた。


    　おそらくあと二つのプロセスでこの問題は解ける。そこまでは見えている。そして最後に使うべき公式はすでに予想がついているのだ。だけどその手前の解き方が出てこない。


    　奥の扉は開いているのに、手前の鍵かぎが見当たらない。そんなもどかしさ。失望感。不条理。


    「……またか」


    　悔しいのは、その知識や公式を勉強したことだけは覚えていることだ。それも一度だけではない。苦手なところだからと、何度も何度も復習した記憶だけは鮮明に残っている。


    「ハハッ！　ついに燃料切れか」


    　宗むな像かた宗そう助すけが勝ち誇ったように笑った。そうしながらも彼はペンを動かす手を止めない。その迷いのない解き方を見る限り、彼のほうが僕よりも問題を解いているのは明白だった。


    「平たい良らさん！」


    　再び失意の底に沈み込みそうになった時、芯しんの通った声が僕へと届いた。


    　顔を上げると、ステージの下の早さ希きと目が合う。


    　彼女の瞳には決意の色があった。スッと息を吸い込むと、これまで抑えつけてきたわがままを僕へと解き放った。


    「わたし、平良さん以外の人にキスするのなんて死んでも嫌いやです！　なにがなんでも！　だから負けないでください！　絶対に、勝って！」


    「そうだそうだー。あたしも、あたしもねー！」


    　隣となりでは早さ苗なえ先輩が便乗するように両手を振っていた。


    　彼女の言動には危うく気が抜けそうになったが、どちらにしろ二人の言葉が鍵かぎになってくれたことに違いはない。


    　頭の中でパキッと音が響いた気がして、急に靄もやが晴れたような感覚になった。


    　僕は再びペンを持って計算式に挑んだ。


    　まるでさっきまでの思考停止が噓うそのように、探し求めていた公式が瞬時に頭に湧いてくる。


    　僕はついに残りのプロセスを経へて、数学の問題を解いた。


    　前の問題に戻り、わからなかった英単語を見る。


    　今ならその意味がすぐにわかる。


    　僕は英文を読み進めた。


    　英語というのは意味さえ把は握あくできれば答えは出たようなものだ。


    　それから僕は着実にほかの難問も解いていった。


    　こんなにちょっとしたきっかけだったのか、と自分のことながら驚く。


    　やはりここ最近の勉強は無駄ではなかった。


    　早さ希きの言うとおり、勉強したことはどこにも消え去ってはいない。ずっと自分の中にあったのに、それを僕が上じよう手ずに見つけてやれなかっただけなのだ。


    「……オ、オイオイ」


    　僕の変化に宗むな像かた宗そう助すけは明らかに戸惑っていた。


    「そんな、わからないからって自や棄けになるんじゃねえよ。解いてるフリなんかすんなよ。見苦しい。本当にやめろって。なんだよ、その熱血ぶり。笑えるぞ。なあ、聞いてるのか、オイ……」


    　宗像宗助の声は次第に僕の意識から遠ざかる。


    　ギャラリーの喧けん騒そうでさえ、今ではずいぶんと遠い。
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    　僕は自分の中の知識と対面し、それを使って淡々と問題を解いていく。


    　テストでこんなに心地よい気分になったのは初めてだ。


    



    　採点はすぐに行おこなわれ、その場で優勝者の発表となった。


    　正直、その時の僕は気分が高こう揚ようしていて、ほとんど大会の進行に耳を傾けていなかった。


    　だから司会者が「優勝者は平たい良ら公こう平へい！」と叫んでも、僕はまるで他ひ人と事ごとのようにぼんやりとしていた。実際、それは他人の名前だったわけだけど。


    　ミスコン優勝者だという女性にトロフィーを手渡されたり、大学の報道サークルからフラッシュをたかれたり、理事長と名乗るやや口臭のキツイおじさんと握手をさせられたりと、目が回るほど大忙しだった。


    　閉会式が終わってようやく解放された僕は、ふらふらと早さ苗なえ先輩のテントへ戻った。


    　辺りの屋台や飾りつけは次々に取り除かれている。


    　てっきり早苗先輩のテントもすでに解体されているのかと思ったが、まだ手つかずの状態でそこにあった。


    「あ、平良さん！」


    　中に入ると早さ希きが真っ先に声を上げた。


    　すると続々と親しん戚せきたちが振り返り、僕の元へと押し寄せてきた。


    「よう。やりやがったな、この野郎！」


    「やる時はやるね。流石さすがは平良家の救世主！」


    「もう何度も駄目だって思ったけど、最後はきっちり決めやがったな！」


    　褒ほめ言葉を次々に浴びせられたが、僕は首を左右に振った。


    「いいえ。僕はみなさんの作ってくれたリードを守っただけです。お礼を言わないといけないのは僕のほうなんです。本当にありがとうございました」


    　それは偽いつわりのない本心だった。正直、正門で彼らに出会った時はすべてが終わったとあきらめかけた。しかし蓋ふたを開けてみればこれ以上望めないほどベストな結果になっていた。


    「いいえ。良りよう平へいくん。あなた自身もしっかりやったわ。それは素直に誇っていいのよ」


    　親戚たちの間から平ひら子こさんが進み出てきた。


    「正確な採点方法は私たちにはわからない。でもあなたは決して宗むな像かた宗そう助すけに負けていなかったわ。きっとあの試合を見ていた誰もがそう思ったことでしょうね。それだけの覇は気きがあなたには確かにあったわ」


    「平子さんが叱しつ責せきしてくれたおかげです」


    「そうそう。ところで公平くんもあなたに話したいことがあるみたいよ」


    　平子さんは横に移って、うしろにいた公平さんに道を開けた。


    　ほかの親戚たちが表情をほころばせている中、彼だけはあいかわらず仏ぶつ頂ちよう面づらのままだった。


    「……………………」


    「……………………」


    　しばらく彼の言葉を待ってみたが、一向に口を開く気配がない。


    　仕方がないので僕のほうから話しかけてみた。


    「勝ちましたよ」


    「……ああ」


    「宗むな像かた宗そう助すけは勝ちませんでしたよ」


    「……そうだな」


    「公こう平へいさんの予想は外れましたね」


    　べつに責めているつもりはなかった。ただ、会話が続かないから、結果的にそういう話し方になってしまったのだ。


    　ジワリ、と公平さんの目尻が滲にじんだ。


    「あ、涙が……」


    　僕が指摘しようとすると、公平さんは素早く服の袖そでで目尻を拭ぬぐった。


    　隣となりでは平ひら子こさんがクスクスと笑っている。


    「素直に嬉うれしい、って言えばいいのにね。宗像宗助のこと、嫌いだったんでしょう？」


    「………………っ！」


    　公平さんは泣き出しそうな顔になったが、慌てて僕らに背を向けた。


    「よしよし」


    　円つぶら谷やさんがやってきて公平さんの背中をさすった。


    　彼はボソボソとなにかを呟つぶやくと、足早にテントの外へ出て行った。


    「良りよう平へいくん」


    　円谷さんが振り返って僕を見た。


    「はい」


    「公平くんがね、宗像さんをやっつけてくれてありがとう、って。それから、アタシからもお礼を言わせて。ありがとうね。本当の本当に、ありがとう」


    　円谷さんはペコリと頭を下げると、公平さんのあとを追ってテントから出て行った。


    　二人が仲直りできたのかどうか、僕にはわからない。でも、あの二人ならきっと大丈夫だろう。


    「そういえば早さ苗なえ先輩はどこですか？」


    　僕はテントの中を見渡したが、彼女の姿を見つけることはできなかった。


    　親しん戚せきたちは僕の質問には答えなかった。茫ぼう然ぜんとした表情で、出ていった二人を凝ぎよう視ししている。


    「……あ、あれってどういうことだ？」


    「え、公平さんと円谷さんがどうかしたんですか？」


    「公こう平へいの奴、いつの間に女の子と親しくなっていたんだ？」


    「親しくっていうか、あの二人はもともと知り合い同士ですよ」


    「ずいぶん仲がよさそうに見えるぞ。ま、まさかあの二人。このまま人ひと気けのないところへしけこんで、キ、キ、キスでもするんじゃないのか？　そ、そうだ。そうに違いない！」


    　さっきまで穏やかだったはずの彼らの目は、今ではギラギラと妖しい光を放っている。


    「ちょ、ちょっとみなさん。落ち着いて……」


    　バンッ、と平ひら子こさんが拳げん骨こつでテーブルを叩いた。


    「まさか公平くんに女の子が寄ってきてるなんて！　完全にノーマークだったわ。でもまだ遅くない。みんな、追うわよ！」


    「ま、待ってください！」


    　僕は急いでテントの出口に回り込んだ。


    「変なちょっかいはやめてください。ここ数日、あの二人にはいろいろあったんです。今はそっとしておくべきです。というより、もう他人のことに首は突っ込んだりしないって約束してくれたじゃないですか！」


    「約束したのはあなたと早さ希きちゃんに対してよ。公平くんはまた別。それに安心して。そっと物陰から観察するだけだから」


    「駄目ですって！」


    　僕は彼らを阻そ止ししようとしたが、もちろん一人では無理がある。


    　いよいよ彼らがテントの外へと溢あふれようとした時、店頭から聞き覚えのある声がかかった。


    「オイ」


    　僕らは一いつ斉せいに動きを止めた。


    　みんな、その声の主に気づいている。


    　親しん戚せきたちは素早くテントの奥に引っ込み、各おの々おのの装身具で変装した。


    　僕は深呼吸を一つして、背後に立つ宗むな像かた宗そう助すけへと振り返った。


    「なんですか？」


    「早はや川かわはどこだ？」


    「はあ？」


    「繰り返させるなよ。早川に会わせろって言っているんだ」


    「どうしてですか？　もう決着はついたじゃないですか。念ねん書しよによれば、あなたはもう彼女の前には現れないことになっているはずですけど」


    「そんなこと知るかよ、クソッタレ」


    　宗像宗助は念書を取り出し、クシャクシャに丸めて地面に叩きつけた。


    「こんな紙キレ、なんの証明にもならねえんだよ。捨てたらお終しまいだろうが、バカ。だいたいあんなお遊ゆう戯ぎ大会にマジで挑むほうがどうかしているんだ。いい年した大学生が、高校生みたいにはしゃぎやがって。一緒に参加した身にもなれってんだ。恥ずかしいったらなかったぜ。空気を読めっつうの。オイ、それよりもさっさと早はや川かわを呼べよ」


    「彼女はここにはいません」


    「そんなこと言って、また店の奥にいるんだろう？」


    　宗むな像かた宗そう助すけは僕を押しのけ、テントの中に入り込んだ。


    　親しん戚せきたちはさりげなく顔を背そむける。


    「なんだ。本当にいないのか。オッ、早さ希きちゃんがいるじゃないか。おーい」


    　早希は椅い子すから立ち上がると、宗像宗助の前へと進み出た。


    「なにかご用ですか？」


    「なあ、これから遊びに行こうぜ。スゲー粋いきなスポットに連れて行ってやるよ。君、一緒にプラネタリウムに行った時にオレに言ったよな。コンテストが終わったら個人的に会いたいって。オレ、こう見えても約束は厳守するんだぜ？」


    　親戚たちの視線が早希に集中する。


    「確かにプラネタリウムでわたしはそう言いましたね」


    　マジかよ、と親戚の一人が囁ささやく。


    「そうそう。ほかにもこんなこと言ってたよな。公こう平へいが優勝できるとは思えない。優勝するのは宗像さんのような人間じゃないか、ってさ」


    「ええ。それも確かに言いました」


    　早希が同意すると、宗像宗助は得意げに僕に視線を投げかけてきた。


    「ほかにも数え切れないくらい、早希ちゃんはおまえの悪口を言ってたぜ。ああ、そうそう。公平。優勝おめでとうな。それは大いに祝福してやるよ。でも、これがリアルさ。おまえは早希ちゃんを守ろうとして努力したつもりだろうが、実際は本人には余計なお世話だったわけだ。もしかしたら早川だってそう思っているかもな」


    「ガッカリですね」


    　早希がポツリと呟つぶやいた。


    　クハッ、と宗像宗助は吹き出した。


    「あーあ。ついに早希ちゃんからも直じき々じきに言われちまったようだな。ハハハハッ」　


    「いいえ。宗像宗助さん。あなたがです」


    「ハア？」


    　宗像宗助は虚を突かれたように笑いを止めた。


    「……聞き間違いか？　今、なんて言ったんだ？」


    「あなたにガッカリした、って言ったんです。なんですか、その意外そうな表情は？　笑っていてちゃんと聞こえなかったんですか？　それとも言葉の意味を理解できなかったとか？　そんなまさかですよね。完かん璧ぺきを自称する宗像さんがそこまで頭が悪いはずはないですからね」


    　宗むな像かた宗そう助すけの表情は徐々に固くなっていった。


    「……じゃあ、なんだ？　プラネタリウムでオレに言ってきたことは、すべて噓うそだったって言いたいわけか？」


    「もちろんですよ。だってそうでしょ？　どうして昨日の今日でわたしが急にあなたのことを好きになったりするんですか？　マンガの読みすぎじゃないですか？　それとも自分はそれくらい魅力的な人間だと本気で思っているんですか？　そうだ。いっそのこと自分の顔が映った鏡を片っ端から買い集めてみるというのはどうですか？」


    「へ、へええ。大人しい女かと思っていたら、意外と口がへらない奴なんだな」


    「そんなこともすぐに見抜けないようだから、負けたにも拘かかわらずホイホイここに来るような恥ずかしいことをしてしまうんです。まだ潔いさぎよく姿を消していれば救いがあったのに、これはもう手がつけられませんね」


    　宗像宗助はギリギリと歯は軋ぎしりをしながら早さ希きを睨にらみつけていた。


    　周りの親しん戚せきたちは彼が暴れた時にはすぐに取り押さえようと、すでに身構えている。


    　しかし思いのほか宗像宗助はフッと息をつくと、やれやれと肩をすくめてみせた。


    「ま、いいさ。どうやらオレは本当に早希ちゃんには嫌われているみたいだな。とても残念だよ。仕方がない。あきらめよう。オレが騙だまされてしまったことも認めるよ。ただし、早希ちゃん。君は自分にとっては最悪な失敗をしてしまったみたいだな」


    「どういうことですか？」


    　宗像宗助はおもむろに僕を指差した。


    「君はこいつのこと好きなんだろう？　でも、今君はオレを打ちのめそうとして、さまざまな噓うそをついてきたことを認めたよな。隠れてオレとデートしたことや、陰口を叩いたことだ。それをこいつは知ってしまった。こいつはこれからずっと君を信用の置けない女だと思うだろうな。いや、もしかしたらもうすでに不信感の塊かもな。君らの仲はもうお終いだ」


    　宗像宗助は勝ち誇ったように言い切ったが、早希は動じなかった。それどころか胸を張って断言した。


    「平たい良らさんはわたしの噓を正確に見分けてくれるんです。そしてわたしはそれを信じています。だから必要な噓をつくことも怖くない。もっとも、自分しか信じられないあなたには、全然理解できないことかもしれませんけどね」


    　彼は早希から期待したような反応が得られなくて悔しかったのだろう。


    　代わりに、僕に向かって問い正すような視線を送ってきた。


    　しかし僕も早希と同じように動じない。


    　もちろんプラネタリウムに行ったのをすでに見知っていたということもある。


    　でもそれ以上に、僕は早希のことを信じているのだ。


    　時には不安になることもある。


    　早さ希きのすべてを見抜いている自信もない。それはただの傲ごう慢まんだ。


    　でも早希が僕を見分けてくれる以上、僕は早希のことを信じる。ただそれだけのことだ。


    「……クソッ」


    　宗むな像かた宗そう助すけはふらふらと後じさった。そして背後にテーブルがあることに気づかないまま、無ぶ様ざまに地面に転倒した。


    　その時、例の食べ残しのお好み焼きが彼のジャケットを汚した。


    「あっ、あああっ！」


    　彼はゴシゴシと袖そでで拭ぬぐい取ろうとしたが、服に余計に擦すり込まれただけだった。


    　宗像宗助はあきらめて立ち上がると、焦点の定まらない目をしたまま、ゆっくりとテントから出て行った。


    「はー、スッキリした」


    　宗像宗助の姿が完全に見えなくなったところで、早希が晴れ晴れとした口調で言った。


    「平たい良らさんが勝った瞬間も悪くはなかったですけど、やっぱり自ら言いたいことを言ってやるのが一番ですね」


    　かわいい顔して怖い子ね、と平ひら子こさんが小さく呟つぶやいた。


    



    　それから僕らはテントの解体作業を行おこなった。大きなテントなので時間がかかるかと思っていたが、人手が多かったために作業はあっという間だった。


    　資材を運営本部に返却し、屋台の跡地はただのアスファルトになった。テントの中にいた時はけっこう広いと感じていたのに、こうして撤去されてみると意外と狭せまかったことに気づく。


    「それにしても早さ苗なえ先輩はどこに行ったんだろう？」


    　結局、店主のいないところですべて解体作業をすませてしまった。なんだかいいようにリモートコントロールされたような気がしないでもない。


    「平良さん。あれってもしかしてサナ姉ねえですか？」


    　早希に袖そでを引っ張られて正門の方角を向くと、講堂の一つからそれらしき人影が出てくるのが見えた。しかしすぐに人ごみに紛まぎれてしまった。


    「うーん。ちょっとよく見えなかったな」


    　早希はしばらく疑わしげにそちらを見つめていたが、おもむろに決断を下した。


    「平良さん。やっぱり追いましょう。予感がするんです」


    「え？　あ、うん」


    　早希に急せき立てられ、僕は一緒にその人影を追った。


    　距離を縮めるにつれ、人垣の間からチラホラとうしろ姿が見えた。服装と髪型はかなり似ているように見える。ただ右肩から下げているバッグには見覚えがなかった。


    「サナ姉！」


    　早さ希きが呼びかけると、その女の人はピタリと足を止めた。


    　と思いきや、その人は唐とう突とつに真横にジャンプし、建物の陰に身を隠した。


    「平たい良らさんはそのまま追ってください。わたしは逆側から回り込みます」


    　僕は早希と分かれて、指示通りに真っ直ぐに走った。


    　角を曲がると、建物の間の小道を走り去っていく女の人のうしろ姿が見えた。


    　しかしすぐに建物の奥から早希が飛び出し、退路を塞ふさぐ。


    「やっぱりサナ姉ねえだ！」


    　逃げていた女の人は足を止め、「あちゃー」と悔しそうな声を出した。早希の睨にらんだとおり、早さ苗なえ先輩だった。


    「やれやれー。見つかっちゃったかー。いっそのこと良りよう平へいくんの親しん戚せきたちみたいに、ちゃんと変装とかしておくべきだったかな。甘かったかー」


    「先輩。どうして逃げたりするんですか？」


    「二人が凄い勢いで肉迫してくるからだよー。人間ってのはね、ううん。動物全般はね、追ってこられると逃げたくなっちゃうものなんだよ。本能がそうさせるんだろうねー」


    　早苗先輩のうやむやな言葉を頭から無視して、早希は自分の姉の肩に下がっているバッグを指差さした。


    「その荷物が露ろ骨こつに怪しい。開けて」


    「おやおや。流石さすがに鼻が利きくっていうか、あざといっていうか。流石はあたしの妹ってことかなー。でもこれはちょっと勘弁してもらいたいなー。シークレットのサービスをお願いしたいよね。そうだ。その代わりにあたしのプライベート情報を提供するね。好きなお肉の部位とか、体重とか、スリーサイズとか」


    「そんなの誰も求めてないから。価値なし。ニーズなし」


    「あらー、残念。でも、ま、つかまっちゃったわけだし、仕方がないかな。でも本当に大丈夫？　もしかしたらこのバッグはパンドラの箱で、開けたら最後、いろんなものが飛び出していっちゃったりするかもしれないぞー？」


    「御ご託たくはいいからさっさと見せて。しかもそれ、アパートに入る時にも言ってたし」


    「じゃあ、チラッとだけね。バッグのチラリズム、萌えるかなー？」


    　僕らがバッグに顔を近づけると、早苗先輩は素早くファスナーを開け閉めした。


    「え、ええっ？」


    「な、なにそれ！」


    　見せてもらえたのはほんの一瞬だったけれど、中身がお金であることはわかった。紙幣と硬貨がギッシリと詰まっていて、まるで財宝のようだった。


    　僕と早希はもう一度中身を確認しようと身を乗り出したが、早苗先輩はバッグを背中に隠してしまった。


    「ガルルルルー。人はお金を見ると豹ひよう変へんするって言うからね。これ以上は危険だからダメ。豹変というからには豹になっちゃうんだぞ。虎とらだぞ。実の妹と後輩をそんなケダモノにはしたくないんだー」


    「まさかそれって消えたお店のレジ金ですか？」


    「そうとも言えるし、そうでないとも言えるなー」


    「この期ごに及んで禅ぜん問もん答どうなんかしないでください」


    「べつにそんなつもりはないんだけどねー。良りよう平へいくん、わからない？　ヒントはトラだよ、ガオー」


    　そういえば早さ苗なえ先輩が出てきた建物には見覚えがあった。ライブステージのあとに三人で入った講堂だ。そしてヒントはトラ。トラ？


    「先輩。もしかしてタイガー・オッズの賭かけに参加していたんですか？」


    「大当たりー。うんうん。それにしても大穴中の大穴だったよー。ところで平たい良らくんの倍率がどれくらいだったか知ってる？　エントリーもギリギリだったし、前情報もなかったし、なにより公こう平へいくんを知ってる人がほとんどいなかったことが功を奏したみたいでね。おかげさまで人気はボロボロ。オッズの高さはダントツ。そしてあたしはボロ儲もうけ。これもぜんぶ平良家の人たちのおかげだよー」


    「だからって勝手にレジ金を持ち出すのは駄目でしょう」


    「だってあたしはそのためにお好み焼きの屋台をやったんだよ。なにもしない、したくないっていうポリシーを捻ねじ曲げてまでね。どう使おうと店長であるあたしの勝手だー。もっとも、円つぶら谷やちゃんに黙って持ち出したのは悪かったと思ってる。あともう少しだけ欲を言うなら、もうちょっと売り上げ金が多ければもっともっとお金が増えたのにね。まあ、そんなこと言ってたら切りがないけど」


    「サナ姉ねえ。そんな大金、なにに使うつもりなの？　まさか貯金ってわけじゃないでしょう？」


    「言ってなかったっけ？　ここ最近、ずっと引っ越しをしたいと思っていたんだよねー。あんな狭くて汚いところでなくて、これからはもっと贅ぜいを尽くしたところで暮らすのもいいかもねー」


    「なんなの、いったい？」


    　早さ希きは呆然と立ち尽くしながら言った。


    「これじゃまるで、サナ姉のお金儲けにみんなつき合わされていたみたいじゃない！」


    「そうそう。すべてはあたしのシナリオ通りだねー」


    　早苗先輩は悪びれるどころか、逆に得意げにうんうんと頷くのだった。

  


  
    



    　　　エピローグ


    



    　帰りの東京駅は三連休の最終日だけあり、かなり混雑していた。


    　十九時の発車までは少し余裕があったのでお土産みやげを買うことにした。


    　黙って家を出てきたお詫びとして父親に。あとは一応クラスメイトのよしみで明石あかしにも。べつに日ごろからの感謝とかは全然ないのだけれど。


    　ところがお土産売り場にはどこもかしこも長ちよう蛇だの列ができていた。


    　いくつか空いている店もないわけではなかったが、そういうところはあまり買いたい品物が置いていなかった。


    　そんなこんなでうろうろしていたら、危うく駅の中で早さ希きとはぐれそうになった。


    　僕一人ならどうにか新幹線までたどり着けるが、彼女だけではきっと無理だろう。


    　お土産は車内販売で都合をつけることにして、僕らは駅のホームへと移動することにした。


    　改札口の前で切符を取り出し、改めて乗り場と発車時刻を掲示板で確認する。


    　僕は最後に構内をぐるりと見渡した。


    「……結局、早さ苗なえ先輩は見送りに来なかったね」


    　大学祭終了後、僕と早希はいったん早苗先輩のアパートに荷物を取りに向かった。


    　早苗先輩はやることがあると言って、僕らにスペアキーを渡してどこかに行ってしまった。


    　少しだけ彼女の部屋で待ってみたが、早苗先輩はやってこなかった。


    　一度だけ早希のケータイに「ちゃんと見送りに行くよー」というメールが届いたものの、それ以降は連絡がなかった。こちらからかけてみても反応はなし。来た時と同じように音信不通のまま放置されてしまった。


    　帰りの時間が押してきたので、僕らはアパートを出てキーをポストに入れた。


    　それから僕らは電車に乗って、二日ぶりに東京駅に戻ってきたのだった。


    「サナ姉ねえの言葉を真まに受けては駄目なんです」


    　早希はバッグのストラップを右肩から左肩へとかけ直しながら言った。


    「あの人に合わせると、いつもこっちが損ばかりさせられるんですから」


    「仮に損しなくても、向こうが得ばかりしていたとかね」


    「それを損と言うんです。時間の損。気持ちの損。体力の損。今回もやっぱり損ばかりでした」


    「まあ、これはこれで充分に面白かったけどね」


    　僕らは自動改札口に切符を通し、通路を直進してからエスカレーターに乗った。


    　エスカレーターは僕らを上へ、上へと運んでいく。


    　振り返ると今しがた通ってきた改札口が小さくなっていた。


    　そこはまるでこちら側とあちら側を隔へだてる境界線のようだった。


    　上う手まく表現できないけれど、こちら側は地元に繫つながっているという点で、すでに日常的な領域だ。


    　それに対してあちら側は非日常的な生活を強しいられた東京という不思議な場所。


    　さよなら、東京。


    　さよなら、早さ苗なえ先輩。


    　めくるめく三日間は大変だったけれど、すごく楽しかった。


    　口に出すのは気恥ずかしかったので、僕は黙って心の中で呼びかけた。


    　ホームには予想よりも多くの人々がひしめいていた。


    「うわ、これは本当に指定席を買っておいてよかったみたいだ」


    　僕らは指定席の乗り場の列に並び、すでにホームに到着している新幹線のドアが開くのを待った。


    　車内清掃を経へて、乗車できるようになったのは出発の十分前。十八時五十分だった。


    「来る時はわたしが窓側だったので、今度は逆でいいですよ」


    　荷物を棚に上げ、僕が窓まど際ぎわ、早希が廊下側の席に座った。


    「たぶんわたし、寝てしまうと思います。すいませんけど、駅に着いたら起こしてください」


    「いや、たぶん僕も寝ちゃうと思うな。一応アラームをかけておくよ」


    　僕はケータイをポケットから取り出してアラームのセットを行おこなった。


    　その時、何気なく目をやった窓の外で、早苗先輩がうろうろしているのを発見した。


    　僕はとっさにケータイの時刻を見た。出発まであと三分しかない。


    　僕は急いで早希と一緒にホームへ降りた。


    「な、なにやってるんですか。こんなところで」


    「おー、いたいた。いやー、もう間まに合わないかと思ったよー」


    「まさか早苗先輩もこのまま地元に帰る、とか言い出すんじゃないですよね？」


    　突とつ飛ぴなことはわかっている。でも彼女なら言いかねないのだ。


    「どうしてそんな飛躍した発想が出てくるかな。見送りに来たんでしょー。……ふう」


    　早苗先輩は肩で息をしていた。町中で走った時にはケロッとしていただけに、よほど急いで走ってきたらしい。


    「いやー、それにしても事後処理は大変だったなー」


    「え、なにかしていたんですか？」


    「まったくお気楽だなー。良りよう平へいくんの親しん戚せきたちのことだよー」


    「え？」


    　そういえばあれから親戚たちの姿を見ていない。いかに今回のことで打ち解けたとはいえ、きっと帰りの車中では執しつ拗ようなストーキングを受けるだろうと覚悟していたつもりだった。


    「良平くん、ずっと親戚たちのことを警戒していたでしょー。つきまとわれるー、って。だからね、大学祭のあとであたし、一人一人にこっそりと言って回ったんだ。『今回のＭＶＰはあなたです。つきましては約束のキスを贈りたいので、十九時ジャストに東京で一番有名なタワーに来てください。ただしほかの人には言わないで』ってねー。誰もここに来てないところを見ると、みんな真まに受けてそっちに行ってるみたいだねー」


    　僕は待ち合わせ場所に集まっている親しん戚せきたちを想像してみた。全員に声がかかっていることを知らない彼らは、互いのことを疎うとましく感じながら、今まさに早さ苗なえ先輩の到着を待ちわびているのだろう。なんだか不ふ憫びんに思えたが、少しはいい薬になるかもしれない。


    「さて、本当はもっと別れを惜しみたいところだけど、どうやら今にも出発のベルが鳴りそうだよねー。というわけで、さっさと渡すものを渡そうかな。はい、良りよう平へいくん。お土産みやげ。というか、プレゼントかな？」


    　早苗先輩がポンと渡してきたものを見ても、僕はすぐにそれがなにかわからなかった。


    　形状からお守りということはわかる。「合格祈願」の文字もわかる。でも「森しん羅ら万ばん象しよう神社」と記されているのは、理解はできてもなかなか納得できなかった。


    「これって偽にせ物ものじゃないですよね？」


    「おーい。ひどいなー。正しよう真しん正しよう銘めい、三人で迷い込んだあの神社のお守りだよー」


    「だって十三万円するんでしょ。あ、キャラがついてないこっちは八万円でしたっけ？」


    「したよー。本当にしたよー。実はドッキリで、勇気を出して注文した人には十三円とかで売ってくれるんじゃないかなって期待したんだけど、ダメだったー。まったく、ケチな巫み女こさんだったなー」


    　早苗先輩がそこまで言うからには本物なのだろう。


    「すいません。ありがたく頂ちよう戴だいいたします」


    「そのご利り益やくをふんだんに使って、良平くんもぜひともうちの大学に入りなよー。三日間だけだったけど、楽しいところだったでしょ？　退屈はさせないからさー。もっとも、良平くんはもうすでに普通にうちの大学に入れるくらいのポテンシャルを持っていると思うけどねー」


    　僕はふと思うところがあって、早苗先輩に訊たずねてみた。


    「先輩。もしかしてこれを買ってくれるために、お金かね儲もうけに徹していたんですか？」


    「そうそうー。流石さすがは良平くん。あたしの真意をなみなみと汲くみ取ってくれるなー。そう、まさしくそうなんだよ。このあたしが私利私欲のためだけに行動するわけないからねー。すべては世のため人のためー」


    　早苗先輩がどんどん調子よく喋しやべっていくので、逆に本当かどうか疑わしくなってきた。


    　でも過程はどうあれ、彼女は僕のために高額のお守りを買ってくれたのだ。これは動かしようのない事実だ。


    　僕はそのお守りを強く手の内に握り締める。


    「さーて、お次は早さ希きだ。同じく森羅万象神社のお守りだよー」


    　早さ苗なえ先輩は早さ希きの手を取り、ギュッと埋うめ込むようにしてそのお土産を渡した。


    「あんたもゆくゆくはうちの大学に来るだろうけど、まだ受験勉強するには早いだろうからねー。だからこっちをあげようね。欲しかったでしょ、これー。ふっふっふ」


    「こっち？」


    　早さ希きはキョトンとしながら手の中に視線を落とした。


    「あっ！」


    　横に立っている僕の位置からでもそれがなにかわかった。


    　かわいそうカワウソの絵柄がチラリと見えた。


    「サナ姉ねえ。でも、これ十三万円も……」


    「いいのいいのー。金額は教えられないけど、今回のことで相当にガッポリ儲もうけたからね。まあまあ安いものよ。まあまあ、だけど。それよりももっとなにかに気づかないー？」


    　早苗先輩は堪え切れないとばかりに口元をうずうずとさせていた。


    　早希は首をかしげながら、今一度もらったお守りに目をやった。


    「うっ！」


    　突然、早希は短いうめき声を発した。


    「ちょ、さっ、サナ姉！」


    「んんー？」


    　早苗先輩は早希の顔を見ながら笑っている。


    「なにをもらったの？」


    　僕は早希の手の中を覗のぞき込もうとした。


    「たっ、平たい良らさんには関係ありません！」


    　とっさに早希は大声を上げ、両手を包み込みながら僕に背中を向けてしまった。


    　その時見えた早希の顔は、なぜか頰ほおから耳まで真っ赤に染まっていた。


    「ふふふー。あたしは早希のそんな顔を見たかったんだー。最後の最後で成功したなー」


    「いったいなにを渡したんですか？」


    「ヒントを出そうかー」


    　早苗先輩はニヤニヤしながら指をピンと立てる。


    「合格祈願でもなく、無む病びよう息そく災さいでもなく、交通安全でも安あん産ざん祈き願がんでもなく、五ご穀こく豊ほう穣じようとも商しよう売ばい繁はん盛じようとも違う。さて、最後に残ったのはなんだろうねー」


    「……えーと」


    　僕が考えているうちに、ホームにベルが鳴り響いた。


    「平良さん。もう乗らないと！」


    　早希に引っ張られ、ギリギリで新幹線の中に戻る。


    　振り返ると同時にドアが閉まった。


    「……あ」


    　その瞬間、僕は早さ苗なえ先輩の出した問題の答えがわかった気がした。


    　きっと早さ希きのもらったお守りは、恋愛成じよう就じゆ。


    　新幹線がゆっくりと動き出す。


    　窓の外では早苗先輩が寝ぼけ眼まなこのまま、悪いた戯ずらっぽく微笑みながら僕らに手を振っている。


    　一方、早希はずっと僕から顔を背そむけっぱなしだった。
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